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1:0.4

1:0.3

基礎コンクリート

天端コンクリート

VUφ50  1箇所/3m

300×300×10
吸出防止材

裏込め材
水抜きパイプ

2

RC-40

埋戻(良質土)

転落防止柵
H=1.1m

1:0.4

1:0.4

1:0.4

目地材

FH=+327.5m FH=+327.5m

EL=+326.72m

FH=+331.5m

1:
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1:
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A
B

C

AB

C

A B

C

(標準タイプ)

小口止工(3)

小口止工(3)

1:0.4

1:0.3

排水管
HPPEφ100

裏込材下端Ld=12.60m

裏込材上端Lu=14.13m

目地材

ﾌﾞﾛｯｸ積擁壁工展開図(2)
S=1:50

ﾌﾞﾛｯｸ積擁壁工標準断面図
S=1:50

基礎砕石

重力式擁壁工構造図
S=1:50

正 面 図平 面 図 SECT A-A SECT B-B SECT C-C

小口止工
S=1:50

RC-40  t=20cm

基礎砕石

RC-40  t=20cm

基礎砕石

RC-40  t=20cm

基礎砕石

RC-40  t=20cm

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 8 ／ 7 2

津 市 水 道 局

擁壁工構造図（２）

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事
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プレキャストＬ型側溝布設替

PL2-250B-H50 PL2-250B-H100PL2-250B-H100

EL=+327.32m

▽FH=+327.5m

10.0%

2.5%

EL=+326.88m
EL=+327.61m

A

小口止工(2)

小口止工(1)

H=1.8m H=1.8mH=2.0m

B

A B

排水管 φ100 配水管 φ200 送水管 φ100場内排水
φ150

配水管 φ200

(バイパス管)

忍付きフェンス 忍付き門扉(W=4.0m) 忍付きフェンス

▽FH=+327.5m ▽FH=+327.5m

忍付きﾌｪﾝｽ

H=1.8m

忍付きﾌｪﾝｽ

H=1.8m

Ｌ型側溝

PL2-250B-H100

Ｌ型側溝

PL2-250B-H100

基礎砕石
RC-40  t=20cm

基礎砕石
RC-40  t=20cm

重力式擁壁工 H=0.6m重力式擁壁工 H=0.8m

床堀　0.6

埋戻　0.3

床堀　0.4

埋戻　0.2

SECT A-A SECT B-B

小型重力式擁壁工構造図

正 面 図
S=1:50

断 面 図
S=1:20

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 9 ／ 7 2

津 市 水 道 局

擁壁工構造図（３）

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事
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FH=+327.5m

FH=+331.5m

A

1:0.4

B

C

1:0.4

1:0.4

1:0.4

A

B

C

1:0.4

手摺り

H=0.85m

FH=+331.5m

FH=+327.5m

下 面 上 面

記　号 径 長　さ 本　数 単位質量 １本当り質量 質　量 摘　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

W1 D13 7600 6 0.995 7.562 45.4

W2

W3 D13 1130 6 0.995 1.124 6.7

W4

W5 74.3

D13 186.7 kg

合計 186.7 kg

鉄筋表

D13 1100 51 0.995 1.095 55.8

D13 830 90 0.995 0.826

D13 750 6 0.995 0.746 4.5

均しｺﾝｸﾘｰﾄ
18-8-25BB

排水管
HPPEφ100

排水管

排水管

片受ベンド45°

片受ベンド45°

階段工構造図
S=1:50

SECT A-A SECT B-B SECT C-C
正 面 図

階段工配筋図
S=1:50

断 面 図平 面 図平 面 図 断 面 図

加 工 図

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 1 0 ／ 7 2

津 市 水 道 局

階段工構造図・配筋図

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事
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A

B

排水集水桝構造図
S=1:30

平 面 図断 面 図

排水集水桝配筋図
S=1:30

頂 　 版SECT A-A

底 　 版SECT B-B

加 工 図

開口補強筋

管 　 材

Ｓ Ｆ － ６ ０ Ｂ Ｋ

防虫目皿φ50

SGP 50A

SGP 50A

L=250

90°エルボ

合成樹脂被服@300

マンホール蓋φ600
受枠付き(軽荷重用)

空気抜管
50A

100A 80A
排水管

マンホール蓋φ600
受枠付き(軽荷重用)

100A排水管

SGP 50A
空気抜管

80A

3×250=

3×
25
0=

3×250=

3
×
2
50
=

447～623 3×250=

3×250=

記　号 径 長　さ 本　数 単位質量 １本当り質量 質　量 摘　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

1 D13 5030 10 0.995 5.005 50.1

2

3 D13 1820 6 0.995 1.811 10.9

4

5 35.8

D13 124.0 kg

合計 124.0 kg

鉄筋表

6

7 D13 930 2 0.995 0.925 1.9

8 D13 1130 1 0.995 1.124 1.1

810 6 0.806 4.8

3000 12 2.985

2230 2 2.219 4.4

D13 1240 2 0.995 1.234 2.5

D13 0.995

D13 0.995

D13 0.995

9 D13 1420 1 0.995 1.413 1.4

10 D13 940 4 0.995 0.935 3.7

11 D13 940 4 0.995 0.935 3.7

12 D13 940 4 0.995 0.935 3.7

ステップ φ19 W=300

1 D13

2 D13

1 D13

1 10-D13×5030

2 2-D13×1240

3 D13

3 D13

4 D13

4 D13

2 D13

3 6-D13×1820

4 6-D13×810

1 D13

3 D13

2 D13

1 D13

1 D13

6 D13

5 D13

5 D133 D13

6 D13

5 12-D13×3000

6 2-D13×2230

7 D13 8 D13

9 D13

10 D13

11 D13

12 D13

10 4-D13×940 11 4-D13×940 12 4-D13×940

7 2-D13×930 8 1-D13×1130 9 1-D13×1420

80A

100A×50A 50A

50A
ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ

ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ

ｽﾃｨﾌﾅｰ

ｽﾃｨﾌﾅｰ
t=6mm

t=6mm

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 1 1 ／ 7 2

津 市 水 道 局

排水集水桝構造図・配筋図

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事
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Ｓ＝１：２０

▽ ＧＬ 

２００Ａ

１

２

３

４

５

両Ｆ短管

短面間伸縮継手

番 号 名 称

２００Ａ　Ｌ＝７５０（上水Ｆ）

形 状 ・ 寸 法

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

φ１００　Ｌ＝２００±３０Ｌ（上水ＲＦ）

配水流量計
１ ２ ３ ４ ５

６

６

両Ｆ違径管（ソケット付）
２００Ａ×１００Ａ　Ｌ＝３８０（上水Ｆ）

ＳＵＳ３０４－２０ｓ（主２００Ａ）

φ１００　Ｌ＝２５０（上水ＲＦ）

２線式電磁流量計（ＳＵＳ）

両Ｆ短管
２００Ａ　Ｌ＝７５０（上水Ｆ）

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

ＦＣＤ内外面粉体

備 考

ＡＡ

▽ ＧＬ 

Ｂ

Ｂ

２００Ａ

１００Ａ １００Ａ

Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

２００Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６

２００Ａ

ソケット １５Ａ

両Ｆ違径管
２００Ａ×１００Ａ　Ｌ＝１７０（上水Ｆ）

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

残塩計採水口

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

両Ｆ短管

短面間伸縮継手

記 号 名 称

１００Ａ　Ｌ＝７５０（上水Ｆ）

形 状 ・ 寸 法

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

φ１００　Ｌ＝２００±３０Ｌ（上水ＲＦ）

両Ｆ短管（ソケット付）
１００Ａ　Ｌ＝７５０（上水Ｆ）

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

ＦＣＤ内外面粉体

備 考

ソケット １５Ａ

追加塩素注入口

フランジレス蝶型弁
φ１００　ウォームギヤ式

ＦＣ外面エポキシ樹脂、弁体ＳＣＳ

専用取付ボルト ＳＵＳ３０４

両Ｆ短管
１００Ａ　Ｌ＝７５０（上水Ｆ）

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

３００ ３００

２，０００

３
０

０

２
，
０
５
０

７５０ ７５０

２，５００

３００ ３００
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３００ ３００
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２５０ ３００ ３００ ２５０

３
０

０

２
，
２
０
０

３
０

０

合成樹脂被服@300

受枠付き(T-25)

マンホール蓋φ600

コーンスリーブ

コーンスリーブ

φ250

φ350

３
０

０

３００

砕石(RC-40)

300×300×300

VPφ40(逆止弁付き)

Ｌ＝450

コーンスリーブ

φ100

コーンスリーブ

φ150

コーンスリーブ

φ100

コーンスリーブ

φ150・φ100

コーンスリーブ

φ100

ステップ φ19 W=300

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 1 2 ／ 7 2

津 市 水 道 局

配水流量計室詳細図

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

モルタル勾配ヌリ（ｔ＝５０～３０） モルタル勾配ヌリ（ｔ＝５０～３０）

採水口 15A

追加塩素注入点 15A

追加塩素注入点 15A
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(下面)
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記　号 径 長　さ 本　数 単位質量 １本当り質量 質　量 摘　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

T1 D16 4500 6 1.56 7.020 42.1

T2

T3 D13 4000 5 0.995 3.980 19.9

T4

T5 3.5

W1 D13 1880 28 0.995 1.871 52.4

W2 D13 1570 4 0.995 1.562 6.2

W3 D13 4000 5 0.995 3.980 19.9

W5 D13 7250 1 0.995 7.214 7.2

W6 D13 6380 1 0.995 6.348 6.3

W7 D13 1840 12 0.995 1.831 22.0

W8 D13 2040 8 0.995 2.030 16.2

W9 D13 1910 2 0.995 1.900 3.8

D16 88.4 kg

D13 474.2 kg

合計 599.3 kg

鉄筋表
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2040

T6 6-D19x2040

加工図

F3 2-D13x6390
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T6

T7 D19 1370 3 2.25 3.083 9.2

T8 D13 1840 6 0.995 1.831 11.0

T9 D13 970 2 0.995 0.965 1.9

T10 D13 1550 1 0.995 1.542 1.5

T11 D13 4000 1 0.995 3.980 4.0

F1 D13 4500 9 0.995 4.478 40.3

F2 D13 4500 5 0.995 4.478 22.4

F3 D13 6390 2 0.995 6.358 12.7

F4 D13 2730 2 0.995 2.716 5.4

F5 D13 2040 9 0.995 2.030 18.3

W4 D13 4500 5 0.995 4.478 22.4

W10 D13 1470 2 0.995 1.463 2.9

F6 D13 1840 9 0.995 1.831 16.5

F7 D13 4000 1 0.995 3.980 4.0

F8 D13 4500 1 0.995 4.478 4.5

F9 D13 780 28 0.995 0.776 21.7

S1 D13 400 30 0.995 0.398 11.9
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S=1:100

Co舗装工　A=61.5㎡

Co舗装工　A=32.5㎡
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1:1.0

1:0.4

1:0.3

忍付きﾌｪﾝｽ
H=2.0m

表層工 Co舗装　t=10cm

路盤工 RC-40　t=10cm

溶接金網 φ6×150×150

基礎コンクリート

天端コンクリート

VUφ50  1箇所/3m

300×300×10
吸出防止材

裏込め材
水抜きパイプ

2

RC-40

埋戻(良質土)

(フェンス基礎タイプ)

PU1-240

3.87

16.5Ｕ 型 側 溝

敷モルタル

基 礎 砕 石

１：３

PU1-240 L=600 W=55kg/個

3.9

m

個

3

m

m

2

2

0.072

基 面 整 正

数 量 表
規 格名 称 単 位 数 量

１０ｍ当り

敷モルタル

基礎砕石

ＲＣ－４０　ｔ＝１０cm

18-8-25BB

埋戻ｺﾝｸﾘｰﾄ

埋戻ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-25BB m
3 0.37

1:0.4

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄU型側溝 240
S=1:10

ﾌﾞﾛｯｸ積
擁
壁
工

コンクリート舗装工
S=1:10

目地材 t=10mm

100.0表 層 工

路 盤 工 RC-40 　t=10cm

Co舗装　t=10cm

100.0

数 量 表
規 格名 称 単 位 数 量

100㎡当り

溶接金網 φ6×150×150 100.0m
2

m
2

m
2

ﾌﾞﾛｯｸ積擁壁工標準断面図
S=1:50

天端コンクリート
S=1:30

基礎コンクリート
S=1:30

0.95コンクリート

同 上 型 枠

18-8-25BB

1.80

数 量 表
規 格名 称 単 位 数 量

10m当り

目 地 材 ｴﾗｽﾀｲﾄ t=10mm 0.10m
2

m
2

m
3

1.15コンクリート

同 上 型 枠

18-8-25BB

3.80

数 量 表
規 格名 称 単 位 数 量

10m当り

目 地 材 ｴﾗｽﾀｲﾄ t=10mm 0.12m
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門扉・柵工　参考図

忍付きフェンス
S=1:30

溶融亜鉛めっきのみ

本図門扉は施錠と反対側１８０゜開き、施錠側落しとする。

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上

溶融亜鉛めっきの上アクリル系樹脂静電粉体

亜鉛めっきの上ＰＶＣ樹脂静電粉体塗装

アクリル系樹脂静電粉体塗装

色処理とする。但し、ワッシャは溶融亜鉛め

ＳＵＳ品を除き、溶融亜鉛めっきの上防錆着

亜鉛めっきの上アクリル系樹脂静電粉体塗装

２．

　ボルト式蝶番

・施錠装置、落し
・・・
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・ボルト、ナット類

・ワイヤメッシュ
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外装について
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亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

きの上高耐候性樹脂粉体塗装

・ボルト、ナット ・・・

　押え金具、継ぎ金具

・バ　ン　ド

・ワイヤメッシュ

・Ｕ　型　金　具

・・・

・・・

・・・

・・・

外装について

備考

１．

2000

扉枠

門柱

6
6

4446

開き方向

門柱・扉枠位置関係図

9
5
以

下

φ
4
.
1

（
φ
3
.
7
）

≒
48

（φ3.7）

φ4.1

38

38

（　）内は芯線径を示す。

パネル斜視図

φ4.5

φ4.5

胴縁斜視図

角根BN M8(W付)
ジョイント

胴縁＋押え金具

角根BN M8(W,SW付)

S=1:5

3
50

4
7

33
4

9
5

角根BN M8(W付)

2

継ぎ金具

95
95

忍部取付図
S=1:5

9
8

35
0

3
70

3 8

角根BN M8×20

継ぎ金具

(W付)

3
8

9
8

9
8

≒50

φ4.0
(φ3.6)

ワイヤメッシュ図

（　）内は芯径を示す。

［　］内は忍部の場合を示す。

φ
5.
0

(φ
4.
5)

[
9
8
]

≒
1
2
5

S=1:5

S=1:5
忍部取付図

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 2 3 ／ 7 2

津 市 水 道 局

門扉・柵工　参考図

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

2000 2000 2000

4000

300 500

50
0

2
00

50
0

640

6
40

50
0 30
0

17
0

18
0
0

19
7
0

35
0

50
1
75
0

18
0
0

35
0

17
0

200

2
00

2000



手摺・転落防止柵工　参考図

転落防止柵
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階段用手摺
S=1:20
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手すり取付図

φ42.7×2.3 手すり継手カバー
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中間部取付図
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　Ｓワッシャ

・ワッシャ

手すり高さ及び標準図端末部の構造は「ユニバーサル

デザインによる　みんなのための公園づくり」に準拠

や錆の手入れが必要です。

ステンレス製部品でも使用条件や環境によっては錆が

発生します。ステンレスらしい外観を保つために汚れ

勾配端部の納まり(例－３)を採用する場合には、動線

の回り込みなどの検証が必要です。

しています。

　袋ナット

・六角ボルト

　大ワッシャ

・手すり継手

・支　　柱

外装について（ＳＵＳ品を除く)

・手すり支持金具

　手すりビーム

注意
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亜鉛・アルミ・マグネシウム

溶融亜鉛めっきの上防錆着色
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配水池 一般構造図 S=1:40

本体平面図

▽GL+331.50 
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▽L.W.L+332.00

本体立面図 本体側面図

ひさし

手摺

2-φ600人孔

内梯子付

2-350A通気口

外梯子

外梯子

▽GL+331.50 ▽GL+331.50 ▽GL+331.50 

▽H.W.L+334.50

▽L.W.L+332.00

手摺

内部構造はフレーム＆パネル構造
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配水池 配管詳細図 S=1:30
※記入なき配管は、SUS304TPとする。

※記入なき配管は、shc10とする。

※記入なきフランジは、上水F SUS304とする。
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B2  D13@250(下筋)

B4  D13@250(上筋)

B5  D13(巾止筋)

B4  D13@250(上筋)

B2  D13@250(下筋)

B3  D13@250(上筋)

B1  D13@250(下筋)

B5  D13(巾止筋)

B5  D13(巾止筋)

100

100

B4  D13@250(上筋)

B2  D13@250(下筋)

B3  D13@250(上筋)

B1  D13@250(下筋)

B3  D13@250(上筋)

B1  D13@250(下筋)

B5  D13(巾止筋)

B5  D13(巾止筋)

B4  D13@250(上筋)

B2  D13@250(下筋)

B4  D13@250(上筋)

B2  D13@250(下筋)

B3  D13@250(上筋)

B1  D13@250(下筋)

X2  4-D13

X2  4-D13

X1  12-D13

X1  12-D13

B1  D13@250(下筋)

B3  D13@250(上筋)

ピット開口補強筋

N=2箇所

S=1:30

Y1  8-D13

(上下共)

Y3  16-D13

(上下共)

Y2  12-D13

(上下共)

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 3 3 ／ 7 2

津 市 水 道 局

配水池　基礎配筋図（１）

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事



B1  D13×5,320L　36本

B3  D13×5,320L　36本

S=1:40配水池 基礎配筋加工図

底版部

ピット補強筋

管基礎

B2  D13×9,900L　20本

B4  D13×9,900L　20本

2
00

4400

2
00

520 520

2
26

2
26

4000

4000

1440

8400

22
6

200

200

B5  D13×630L　30本

異径鉄筋　：　SD345　　継手長　40d

鉄筋重量表

（mm） （kg/m） （本） （kg） （mm） （kg） 備考

記号 径 単位質量 本数 一本当り質量 長さ 質量

底版

B1 D13 0.995 36 5.293 5,320 191 下筋

B2 20 9.851 9,900 197 下筋

B3 上筋

B4 上筋

B5 30 0.627 630 19 巾止め筋

（控除）

B1 0.736 740 -7 ピット

B2 -6 1.134 1,140 　　〃

B3 　　〃

B4 　　〃

ピット補強筋

Y1 16 2.030 2,040 32

24 1.632 1,640 39

16 1.035 1,040 17

計 kg890

SD345 890 kg

Y1  D13×2,040L　16本

Y2  D13×1,640L　24本

2040
20
0

1440

Y3-1  D13×1,040L　16本

Y3-2  D13×1,040L　8本

Y3-3  D13×1,040L　8本

1040

840

640

20
0

200

200

X1  D13×1,120L　12本

X2  D13×1,560L　4本

920

20
0

2
26

2
26

1100

管基礎

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13

X1

X2

Y2

Y3-1

Y3-2

Y3-3

8 8

8 8

12 1.114 1,120 13

4 1.552 1,560 6

1500
3420

520

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

36

20

-6

5.293

9.851

5,320

9,900

191

197

0.736

1.134

740

1,140

-7

-7

-7

1.035

1.035

1,040

1,040

鉄筋は相互に配置すること

鉄筋は相互に配置すること

鉄筋は相互に配置すること

鉄筋は相互に配置すること -9

-9

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 3 4 ／ 7 2

津 市 水 道 局

配水池　基礎配筋図（２）

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事



Ｓ＝１：２０

▽ ＧＬ 

２００Ａ

１

２

３

４

５

両Ｆ短管

短面間伸縮継手

番 号 名 称

２００Ａ　Ｌ＝７５０（上水Ｆ）

形 状 ・ 寸 法

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

φ１００　Ｌ＝２００±３０Ｌ（上水ＲＦ）

配水流量計
１ ２ ３ ４ ５

６

６

両Ｆ違径管（ソケット付）
２００Ａ×１００Ａ　Ｌ＝３８０（上水Ｆ）

ＳＵＳ３０４－２０ｓ（主２００Ａ）

φ１００　Ｌ＝２５０（上水ＲＦ）

２線式電磁流量計（ＳＵＳ）

両Ｆ短管
２００Ａ　Ｌ＝７５０（上水Ｆ）

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

ＦＣＤ内外面粉体

備 考

ＡＡ

▽ ＧＬ 

Ｂ

Ｂ

２００Ａ

１００Ａ １００Ａ

Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

２００Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６

２００Ａ

ソケット １５Ａ

両Ｆ違径管
２００Ａ×１００Ａ　Ｌ＝１７０（上水Ｆ）

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

残塩計採水口

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

両Ｆ短管

短面間伸縮継手

記 号 名 称

１００Ａ　Ｌ＝７５０（上水Ｆ）

形 状 ・ 寸 法

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

φ１００　Ｌ＝２００±３０Ｌ（上水ＲＦ）

両Ｆ短管（ソケット付）
１００Ａ　Ｌ＝７５０（上水Ｆ）

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

ＦＣＤ内外面粉体

備 考

ソケット １５Ａ

追加塩素注入口

フランジレス蝶型弁
φ１００　ウォームギヤ式

ＦＣ外面エポキシ樹脂、弁体ＳＣＳ

専用取付ボルト ＳＵＳ３０４

両Ｆ短管
１００Ａ　Ｌ＝７５０（上水Ｆ）

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

３００ ３００

２，０００

３
０

０

２
，
０
５
０

７５０ ７５０

２，５００

３００ ３００

２，０００

３００ ３００

２，２００

３
０

０

２
，
０
５
０

７５０ ７５０

２５０ ２５０

２５０ ３００ ３００ ２５０

３
０

０

２
，
２
０
０

３
０

０

合成樹脂被服@300

受枠付き(T-25)

マンホール蓋φ600

コーンスリーブ

コーンスリーブ

φ250

φ350

３
０

０

３００

砕石(RC-40)

300×300×300

VPφ40(逆止弁付き)

Ｌ＝450

コーンスリーブ

φ100

コーンスリーブ

φ150

コーンスリーブ

φ100

コーンスリーブ

φ150・φ100

コーンスリーブ

φ100

ステップ φ19 W=300

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 3 5 ／ 7 2

津 市 水 道 局

配水流量計室詳細図

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

モルタル勾配ヌリ（ｔ＝５０～３０） モルタル勾配ヌリ（ｔ＝５０～３０）

採水口 15A

追加塩素注入点 15A

追加塩素注入点 15A
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０ １
０

０

１
５

０
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滅 菌室 電 気 室

ＦＬ±０

ＦＬ±０

▽１ＦＬ

▽ＦＧＬ

滅 菌 室

電 気 室

▽軒高

▽ＦＧＬ

Ｐｓ
ＣＬ

平 面 図 Ｓ＝１：３０

Ａ－Ａ断面図 Ｓ＝１：３０

１００Ｌ

Ｓ
Ｕ
Ｓ

１
５

Ａ

（注入口チタン）

ＣＬ

Ｐｓ

（ＳＵＳ製）

Ｓ
Ｕ

Ｓ
１

５
Ａ

Ｓ
Ｕ

Ｓ
１

５
Ａ

配水流量計室

（建築工事）

（建築工事）

(建築)(電気)

(建
築
)

(
電
気
)

（ 側 面 ）

次亜注入吐出弁ユニット
S=1:10

（エアー抜用）

（ 正 面 ）

注
入
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ン
プ

注
入
ポ
ン
プ

次
亜
タ
ン
ク

ド
レ
ン
パ
ン
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（参考図）

注入配管系統図
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次亜注入吐出弁ユニット
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外
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工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 3 6 ／ 7 2

津 市 水 道 局

追加塩素注入設備図・採水配管図

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

防液堤（ドレンパン）

次亜塩素注入機

防液堤（ドレンパン）

注入弁装置 PVC15A（注入口チタン）

注入弁装置 PVC15A

ゲート弁 15A（SCS）

ゲート弁 15A（SCS）

次亜注入吐出弁ユニット

ブレードホース

φ100 モルタル充填

φ100 モルタル充填

φ100 モルタル充填

φ100 モルタル充填
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２，２００ １，４００

５００ ８００ ３００

ボール弁（PVC）

ブレードホース

樹脂製サポート

リリーフ弁

SUS鋼板（折曲加工）

ボール弁

樹脂製サポート

ホースコネクタ

ボール弁（PVC）

ホースコネクタ

ブレードホース

SUS鋼板（折曲加工）

ブレードホース

６
０
０

１００５００ ４０

リリーフ弁

注入弁装置 PVC15A

FEP異種管接続材

防液堤（ドレンパン）

送水管 φ150



3．工事種目

2．敷地面積

1．工事場所

平成　　年　　月（全　　　枚）

　※「3．工事種目」すべてを工事範囲とする。

　・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。ただし、その他の工事種目は

4．工事範囲

工事範囲すべて

11

8

13

17

20

1．共通仕様

仕 様 書

Ⅰ　工事概要

Ⅱ　建築工事仕様（構造関係を除く）

工事設計図

　  築工事編）（平成25年版）」（以下「標仕」という。）による。

2．特記仕様

　　 　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　 印と　  印の付いた場合は、ともに適用する。

（2）特記事項は、　  印の付いたものを適用する。

（1）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

章 項　　目 特　　記　　事　　項

1

・建築物解体工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成18年版）

・

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　平成22年版）

・工事写真の撮り方（改訂第3版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

工事実績情報の登録 ※適用する2 （1.1.4）

・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

   ※風速　V0 ＝（　　　　）m/s　　（平12建告第1454号第2）

   ※地表面粗度区分　　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

品質計画等

・

   ・積雪区分　平12建告第1455号　別表（　　）

3 （1.2.2）

電気保安技術者4 （1.3.3）

施工条件5 （1.3.5）

発生材の処理等 ※現場説明書による　・構外搬出適切処理 （1.3.8）6

材料の品質等8

　本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものとし、JIS又

　（1）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　（2）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

はJASのマーク表示のない材料及びその製造者等は、次の（1）～（6）の事項を満たすもの

　（4）法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること

　（5）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（6）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（3）安定的な供給が可能であること

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等

品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会等）が発行する「建築材料・設備機材等品質性

能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受けるものとする。ただし、あ

環境への配慮7

　　（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティ

　　　　　が極めて少ないものとする。

　　　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上塗材及び壁紙は、ホルムアル

　　　　　デヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　のとし、次の（1）から（5）を満たすものとする。

　　本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するも

　　　　　い難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチル

　　　　　か、放散が極めて少ないものとする。

　　（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンを放散させない

　　（５）（１）、（３）及び（４）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他

　　　　　の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　また、設計図書に定める「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

　　　規制対象外  ① JIS及びJASのF☆☆☆☆品

 ③ 下記表示のあるJAS適合品

　ａ．接着剤等不使用

　ｂ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｄ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｆ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　第三種  ① JIS及びJASのF☆☆☆品

 ② 建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣

特別な材料の工法9

（1.5.2）技能士10

　測定はパッシブ型採取機器により行う。

　報告の様式等については、現場説明書による。

　測定対象室　　　　・図示　　　　　・

　測定箇所数　　　　・図示　　　　　・

　着工前の測定　　　※行わない　　　・行う

11 化学物質の濃度測定

スチレンの濃度を測定し、報告する。

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

（1.5.9）

完成時の提出図書12 （1.7.1～3）（表1.7.1）

完成写真

次のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。 

・

※2　・ ※100×125以上外部（　　）内部（　　）・カラー ※キャビネ版

※2　・外部（　　）内部（　　）

※2　・外部（　　）内部（　　）・カラー四切木製パネル

・電子データ

　撮影業者は、建築完成写真撮影の実績がある者で、監督職員が承諾する者とする。

　電子データは、RGB（フルカラー）、JPEG形式 高画質とし、CD-Rにて提出する。

13

設備工事との取合い 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。14

設計ＧＬ ※図示　　　・15

監督職員事務所12 規模及び仕上げの程度は現場説明書による。 （2.3.1）

工事用水2 構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

工事用電力3 構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

埋戻し及び盛土1 種別　　・A種　　　※B種　　　・C種　　　・D種3

　　　　・建設汚泥から再生した処理土

建設発生土の処理2 （3.2.5）

（4）　 印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」の特定調達品目を示す。

（3）特記事項に記載の（  ．  ． ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　（３）接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しな

 ② 建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣

標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

※500万画素以上

（3.2.3）（表3.2.1）

1 適用基準等

一
般
共
通
事
項

仮
設
工
事

土
工
事

 　 　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建

3

2

4

5

6

7

9

10

12

14

15

16

18

19 ・構内指定場所に堆積　　　　　　・構内指定場所に敷均し

※現場説明書による　　　　　　　・構外搬出適切処理  

分類・規格 撮影箇所数 提出部数  原板の大きさ（mm）

※保全に関する資料　提出部数　※2部　　・　　部

※施工図　　　　　　提出部数　※1部　　・　　部

※施工計画書　　　　提出部数　※1部　　・　　部

※完成図　　　　　　提出部数　※各2部　・　　部（A3版第二原図及び電子媒体（CD-R））

内装工事

塗装工事

建具工事

左官工事

金属工事

木工事

石工事

防水工事

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

地業工事

仮設工事

土工事

ユニット及びその他の工事

カーテンウォール工事

屋根及びとい工事

コンクリートブロック・ALCパネル

タイル工事

・押出成形セメント板工事

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電

とする。

らかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではない。

　　（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散

　　　　　ベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

植栽工事

内装工事

塗装工事

・ボード仕上げ工事作業    ・壁装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上げ作業

・造園工事作業

・建築塗装作業

建具工事

屋根及びとい工事

タイル工事

金属工事

左官工事

木工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

・鉄筋組立て作業

・型枠工事作業    ・コンクリート圧送工事作業

・コンクリートブロック工事作業   

・石張り作業

・大工工事作業

・鋼製下地工事作業    ・内外装板金作業　

・タイル張り作業

・左官作業

・構造物鉄工作業    ・とび作業

カーテンウォール工事

適用工事種類

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・アスファルト防水工事作業　・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

技能検定作業

コンクリートブロック

・内外装板金作業

・ビル用サッシ施工作業    ・ガラス工事作業

・金属製カーテンウォール工事作業    ・ビル用サッシ施工作業

舗装工事 ・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

排水工事 ・建築配管作業

・ガラス工事作業

・自動ドア施工作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業　・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・FRP防水工事作業

・エーエルシーパネル工事作業

・押出成形セメント板工事

仮設工事 ・とび作業

気工作物の保安の業務を行うものとする。

　・要　　　・不要

※現場説明書による。　・下記以外は現場説明書による。

　・工事用車両の駐車場所　　　　※図示　・

　・資機材置場　　　　　　　　　※図示　・

　・建設発生土仮置場　　　　　　※図示　・

　・　　　　　　　　　　　　　　※図示　・

化学物質を放散させる建築材料等 （1.4.1）

ホルムアルデヒド放散量 該当する材料

 　 認定品

 　 　放散しない材料使用

 　 　放散しない塗料使用

 　 　放散しない塗料等使用

 　 認定品

（1.4.2）

※2　・外部（　　）内部（　　）・カラー半切木製パネル

※5　・外観正面　 （※1 ・ 　 ）

・

　　 すべて今回工事範囲とする。

・ALCパネル

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

4

地
業
工
事

5

鉄
筋
工
事

6　

コ
ン
ク
リ

7

鉄
骨
工
事

ー
ト
工
事

建築工事特記仕様書（構造関係）による

建築工事特記仕様書（構造関係）による

建築工事特記仕様書（構造関係）による

建築工事特記仕様書（構造関係）による

ブロックの種類　　※空洞ブロック16　・空洞ブロック16－W （8.2.2）1 補強コンクリート

ブロック造

ＡＬＣパネル

・衛生配管用裏積みブロック　　　

・塀

・間仕切壁　・地下二重壁　・外壁

2m以下

2mを超える

・100

・120

・150

（8.3.2）2 コンクリートブロック

帳壁及び塀

ブロックの種類　　※標仕表8.3.1及び下表による

3

4 押出成形セメント板

（ECP）

（8.5.2～4）（表8.5.1､2）

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

・屋根パネル

・床パネル

種　類 単位荷重（N/m ） 取付け工法種別

※F種※100　・

※100　・

※100　・

・100　・150・2350　・3530

・980

・1180　・1960

厚さ（mm）

・A種　・B種　・C種

・床パネルの耐火性能（・1時間　・2時間 ）

・外壁パネル

・間仕切パネル

※F　　・F－R

・D　　・D－R

・T　　・T－R

※F　　・F－R

・D　　・D－R

・T　　・T－R

・A種

・B種

・B種

・C種

種　類 表面形状 工法種別厚さ（mm） 幅（mm）

耐火性能　　・あり（　　　　　）　　・なし

（8.4.2～5）（表8.4.2～4）

アスファルト防水

施工箇所種　別

立上り部の保護材

1

・A－1　・A－2

・BⅠ－1　・BⅠ－2

・B－1　・B－2

・AⅠ－1　・AⅠ－2

　・乾式保護材　※押出成形セメント板（厚さ15mm）　　・

断熱工法の断熱材

改質アスファルト

シート防水 施工箇所

 ・AS－1

合成高分子系

ルーフィング

シート防水

仕上塗料塗り 使用分類施工箇所

・シルバー ・カラー ※非歩行

種　別

・S－F1

・S－M1

2

・S－F2

3

種　別 厚さ（mm）

（9.2.2､3）（表9.2.3～8）

（9.2.2）

（9.3.2～4）（表9.3.1）

（9.4.2､3）（表9.4.1）

・S－M2

・S－M3

塗膜防水

※地下外壁防水　　・

※適用する　・適用しない

　・シルバー　・カラー

仕上塗料塗り

脱気装置の種類等

備　考施工箇所種　別

・X－1

・Y－1

・Y－2

・X－2

Y－2工法の保護シート

4 （9.5.2､3）（表9.5.1､2）

シーリング

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

6 シーリング材の種類　　※下表以外は、標仕表9.6.1による （9.6.2）（表9.6.1）

厚さ（mm）適用箇所

・　　　　　

8

9

2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

防
水
工
事

高
さ

・B種　・C種　・D種　・E種

※1.2　・

※1.5　・

※2.0　・

※1.5　・

※1.2　・

パネルの種類等

外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合並びにパネルと他部材との取合い部の目地幅（mm）

　※20　 ・

伸縮目地への耐火目地材の充填　　・適用する

（8.4.3）

（8.4.3）

パネルの種類等

防水層の種別

　・れんが　　　※JIS R 1250によるもの

防水層の種別

防水層の種別

 ・AS－2

厚さ（mm）

防水層の種別

※屋内防水　　　　・

・シルバー ・カラー

種　類

 屋根保護防水

 屋根露出防水

 屋内防水 ・E－1　・E－2

・D－1　・D－2

（保護層は図示による）

（9.2.2）

　　　　　　　　・市販品のれんが又は市販品のれんが形コンクリートブロック（見え隠れ部分）

脱気装置5 （9.2.3）（9.5.3）

接着性試験　　※簡易接着性試験 （9.6.5）

　　　　　　　・引張接着性試験（部位：　　　　　　　　　　　）

・

(　　)m 当たり1箇所

設置数量種　類防水種別

D－1

X－1 ・平場部脱気型

※ルーフィング類製造所

　の仕様による

・立上り部脱気型

※ルーフィング類製造所の

材　質

・

※ルーフィング類製造所

　の仕様による

・

　仕様によるD－2

・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂　・ABS樹脂

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼　・鋳鉄

・合成ｺﾞﾑ　・塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼　・銅

(　　)m 当たり1箇所

2

2

　※押出法ポリスチレンフォーム3種bスキン層付き 　　厚さ（mm）　※25　・

　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 厚さ（mm）　・

　・コンクリート

各部の配筋　　　　※図示

各部の配筋　　　　※図示

（8.2.5）

（8.3.3）

（8.4.2）

白山地域簡易水道統合整備に伴う調整池設置工事

三重県津市白山町小杉地内

****.**㎡

1.建築工事（新築）　　　１棟

構　　造：鉄筋コンクリート造　壁式構造　地上１階建て

建築面積：10.00㎡

延床面積：10.00㎡

※以下について監督職員と協議し決定する。

※以下について監督職員と協議し決定する。

・金属製建具枠廻り MS-2　変成シリコーン系

・打ち継ぎ目地 PU-2　ポリウレタン系

・ＡＬＣ PU-2　ポリウレタン系

・150

・その他の外壁目地 PU-2　ポリウレタン系

38

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 3 7 ／ 7 2

津 市 水 道 局

建 築 工 事 特 記 仕 様 書 １

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

平成28年度　簡水第3号

Ｇ

・

・

・

※

Ｇ

Ｇ



　標準的な曲がり（小口、標準、二丁、びょうぶ）の役物は一体成形とする

　タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　　　　　）

（11.2.1）

あと張り工法

躯体表面の処理　　・行わない　　※行う（施工範囲　※図示　・　　　　）

タイルの試験張り　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

　内装タイル　　※壁タイル接着剤張り　　・改良積上げ張り

下地モルタル塗り　※標仕15.2.2～15.2.5

　躯体表面の処理方法　MCR工法又は目荒し工法

適用タイル タイル型枠先付け面のせき板

・小口タイル

・二丁掛けタイル

大形タイル

　金属製タイル先付け用パネル

・

※標仕6.9.3［材料］

型枠先付け工法

種　類

※タイルシート法

タイル1 タイルの種類

2 張付け用材料 ・既製調合モルタル

有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種 （11.2.3）

（11.3.3）（表11.3.2）

（11.2.1）

　外装タイル　　※密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り

保水率

（％）

単位容積質量

標準時 温冷繰返し後

長さ変化率

（％）

曲げ強さ接着強さ（N/mm ）

（N/mm ）

3

4

石材 天然石

　種石の種類　　※大理石　　　　・

施工箇所 種　類 産地・名称 厚さ（mm） 表面仕上げの種類

1 （10.2.1）（表10.2.1､2）

（10.2.1）（表10.2.2）

壁の石張り工法 外壁石張り

　工法

　石裏面処理　　　・行う（・小口共）

　裏打ち処理　　　・行う

　・外壁湿式工法（※流し筋工法　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・乾式工法

内壁石張り

　工法

　・乾式工法

　石裏面処理　　　・行う（・小口共）

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

床石張りの裏面処理　　　・行う

階段石張りの裏面処理　　・行う

床及び階段の石張り

　ドレンパイプ　　※ステンレスSUS304　　・

2

3

　表面仕上げ　　※本磨き　　　　・

　形状・寸法　　※図示

（10.3.2､3）（10.5.2､3）

（10.4.2､3）（10.5.2､3）

（10.6.2）

（10.6.3）

（ kg/　　）

10

11

石
工
事

タ
イ
ル
工
事

70.0以上 1.80程度 0.60以上 0.40以上 0.20以下 4.0以上

　裏打ち処理　　　・行う

テラゾ

屋内のワックス掛け　　　・行う （10.1.5）

（11.2.3）

壁タイル張りの工法

　内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

型枠先付けの種類

（b）（2）又は

・目地桝法

・桟木法

2

2

　性能

（11.3.3）

（15.2.2～5）

（11.2.2）（11.4.2）（表11.4.1）

ステンレスの表面

仕上げ

アルミニウム及び

鉄鋼の亜鉛めっき

1

2

3

アルミニウム合金

の表面処理

※HL程度

・鏡面

・

下記以外の見え掛りすべて

種　類

種　別

・

表面処理方法

・B－1種（無着色）

施工箇所

施工箇所

種　別 施工箇所

・A種

溶融亜鉛めっき ・B種

・C種

・D種

・E種

・F種

電気亜鉛めっき

・B－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（14.2.1）

（14.2.2）（表14.2.1）

（14.2.3）（表14.2.2）

アルミニウム製笠木

・

　（　　　　）

種　類 表面処理

※A－1又は

　B－1種

・B－2種

・100形

・300形

・250形

・350形

コーナー部、突当り部等の役

固定間隔 備　考

※固定方法及び

　間隔は図示に

　よる。

物は本体製造所の仕様による。

金属成形板張り

表面処理形　状 製　法 材　種 寸法（mm） 厚さ（mm）

・パネル形

・

・B－2種（　　）

※プレス

・ロール

・押出し・スパンドレル形 ※アルミニウム製

・

・B－1種

・

（14.6.2）（表14.2.1）

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける（施工箇所は図示）

（14.7.2）（表14.2.1）（表14.7.1）

小呼称肉厚（mm）

手すり及びタラップ

タラップ
・鋼

※ステンレスSUS304 ※研磨なし　・　

亜鉛めっき　内外部　※C種　・

手すり ・鋼

種　類 材料の種類 表面処理

※ステンレスSUS304 ※HL程度　・鏡面程度　　　 ・

亜鉛めっき　外部　※C種　　・

（14.2.1）（14.8.2､3）（表14.2.2）

6

7

8

・No.2B程度

14

金
属
工
事

1.6

1.8

2.0

軽量鉄骨天井下地4 野縁等の種類

　屋外（・19形　※25形）　屋内（※19形　・25形）

屋外の軒天井、ピロティ天井等

（14.6.3）

　　　　　　内部　※E種　　・

木材1

（12.2.1）（表12.2.1）

寸法（mm）

接着剤3

2 （12.2.2）

（12.2.6）

現場搬入時の木材の含水率　　　　※A種　・B種

代用樹種を使用しない箇所　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

保存処理木材　　　　　　　　　　・使用する（使用箇所：　　　　　　　　　  ）

集成材等

※2種

・3種

施工箇所 強度等級 材面の品質

※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

　ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂（以下｢ユリア樹脂等｣と

いう）又はホルムアルデヒド系防腐剤を用いた接着剤のホルムアルデヒド放散量

4 防腐、防蟻処理 防腐処理　　※行う（※標仕12.2.8（C）による　　・図示　）

防蟻処理　　・行う（※図示　　・　　　　　　　 　　　　　）

防腐、防蟻処理剤の種類及び品質

　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

　※規制対象外　　・第三種

床張り用合板及び

5.5

（壁、天井）

広葉樹 ・1等 ※2等

合板のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種5 （12.2.3）

長尺金属板葺

折板葺

とい

1

2

3

板厚（mm）

・横茸

屋根葺形式 長尺金属板の種類

・

・かん合形

・はぜ締め形

形　式

　鋼板及び鋼帯（CGLCCR－20－AZ150）

（13.2.2､3）（表13.2.1）

（13.3.2､3）（表13.2.1）

といの掃除口　　※あり（図示）　　・なし

鋼管製といの防露巻き

といの材種　　※配管用鋼管　　 （13.5.2）（表13.5.1）

（13.5.2､3）（表13.5.3､4）

　防露材のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　  ・第三種

※塗装溶融55％アル

12 13

屋
根
及
び
と
い
工
事

木
工
事

　　　　　　　・硬質ポリ塩化ビニル管（・VP ・RF-VP   　）

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき

・

※0.4　

・1種

屋根葺工法　　※図示

下葺材料　　　※アスファルトル－フィング940　　　・

　　　　　　　・

（12.2.1）

（12.2.1）（表12.2.3）

集成材及び単板積層材のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

（12.2.8）

（12.2.9）

・心木なし瓦棒茸

・立平茸

・

※重ね形

軒先面戸板 断熱材 耐火性能形状（mm） 材料（規格等）

　ミニウム－亜鉛合金

　めっき鋼板及び鋼帯

　（CGLCCR－20－

山高（　　　）

山ピッチ

　（　　　　）

板厚

  ※0.6 ・0.8

※あり

・なし

※あり

　種別

※30分

・なし

  （　　　  ）

  （　　　  ）mm

・なし

　厚さ

ルーフドレン

・ろく屋根用（・たて形　・横形）

種　類

・バルコニー中継用

・バルコニー用

施工箇所

　AZ150）

  （　　　  ）時間

　防火性能

（13.5.3）（表13.5.1）

表面仕上げの程度　　　　　　　　・A種　※B種　・C種

構造材及び下地材の品質の基準　　※標仕12.2.1(b)(4)による　・

造作材の材面の品質の基準　　　　※A種　・B種

（12.1.4）（表12.1.1）

（12.2.1）

（12.2.1）（表12.2.2）

構造用集成材 （12.2.2）

品　名 接着性能 樹種名

・使用環境B

・使用環境C

・使用環境A

寸法（mm）施工箇所

構造用単板積層材 （12.2.2）

接着性能 樹種名

・使用環境2

・使用環境1

曲げ性能

寸法（mm）施工箇所

造作用集成材 （12.2.2）

樹種名 見付け材面の品質

※1等　・2等

寸法（mm）施工箇所

化粧ばり造作用集成材 （12.2.2）

心材の樹種名
化粧薄板の化粧薄板の

樹種名 厚さ（mm）

見付け材面の

品質

※1等　・2等

寸法（mm）施工箇所

単板積層材 （12.2.2）

表面の品質 防虫処理

・する

・しない

※天然木化粧加工

・塗装加工

・化粧加工しない

（・1等・2等・3等）

（12.2.8）

その他の合板

普通合板 （12.2.3）（19.7.2）

（床）

施工箇所
厚さ 接着の

板面の品質
（mm）

表板の

樹種名

・ラワン

・しな

程度

・1類

・2類

※1類

・2類 針葉樹 ※C-D

防虫処理

・する

・しない

・する

・しない

その他の

処理

難燃処理

・防炎処理

・難燃処理

12.0 ※C-D

構造用合板 （12.2.3）

（床）

施工箇所
厚さ

接着の程度 板面の品質
（mm）

表板の

樹種名

・特類

※1類 ・

防虫処理

・する

・しない

・3.2 難燃処理

天然木化粧合板 （19.7.2）

（壁、天井）

施工箇所
化粧板の

樹種名

・1類

・2類 ・防炎処理

防虫処理

・する

・しない

その他の処理接着の程度
厚さ

（mm）

・なら

・しおじ※4.2

・6.0

※4.0 難燃処理

特殊加工化粧合板 （19.7.2）

（壁、天井）

施工箇所
化粧加工

の方法

・1類

・2類 ・防炎処理

防虫処理

・する

・しない

その他の厚さ

（mm）

・オーバー

　レイ・

接着の

等級

・1級

※2級

・プリント

・塗装

処理程度
加工面表面性能

・表面

・両面

・F

・FW

・W

・SW

　※行う　（施工箇所　※標仕表13.5.4による　・　　　　　　　　　　　　　）

　野縁受、吊りボルト、インサートの間隔及び周辺部からの距離　　※図示　・

　野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※図示　・

　耐風圧性を考慮した補強　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※図示　・

天井下地材における耐震性を考慮した補強

　・行う（補強箇所　　※図示　　　補強方法　　※図示）

（14.4.2）（表14.4.1）

（14.4.3､4）

（14.4.4）

軽量鉄骨壁下地5 スタッド、ランナーの種類　　　　　　※標仕表14.5.1による　・図示

スタッドの高さが5mを超える場合　　　※図示

（14.5.3）（表14.5.1）

（表14.5.1）

  　　MCR工法を行う場合は、せき板面にMCR工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、

　　仕上り面凹凸状態とする。

  　　目荒し工法（高圧水洗）を行う場合は、水圧50N/mm 以上、かつ、2.5分/㎡とし、

　　施工計画書を監督職員に提出し承諾を受ける。また、目荒しの状態は、事前に監督職員に

　　承諾を受ける。

（6.9.3、4）

（15.2.4）

2

間伐材等　　　　　　　　　　　　・使用する（使用箇所：　　　　　　　　　  ）

　間伐材等：間伐材、林地残材又は小径木であること。

・

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

　 ・

　 ・

　 ・

　 ・

　 ・

　 ・

　 ・

　 ・

　 ・

　 ・

間伐材等

の適用

　 ・

間伐材等

の適用

　 ・

　 ・

間伐材等

の適用

　 ・

　 ・

間伐材等

の適用

　 ・

　 ・

　 ・

　 ・

間伐材等：間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の残材、林地残材又は小径木の体積比割合

　　　　　が10％以上であること。

間伐材等：間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の残材、林地残材又は小径木の体積比割合

　　　　　が10％以上であること。

 ・

天井のふところが３ｍを超える場合の補強　　※図示　　・ （14.4.4）

・

モルタル塗り 防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

　防水剤の種類は建築用のモルタルに用いるセメント防水剤とする。（JIS A 1404による試験）

　　安定性、膨張性のひび割れ及びそりがないこと。（JIS R 5201の試験9）

セメント重量

混合割合 曲げ及び圧縮強度比 吸水比 透水比

直均し仕上げ

床コンクリート

1

始発　1時間以上

2

の5％以下

下表以外は標仕表6.2.4及び標仕15.3.2による

95％以下

終結　10時間以内

JIS R 5201の試験8において 70％以上 80％以下

施工箇所 備　考

3mにつき7以下

1mにつき10以下

平たんさ（mm）

（15.2.2）

（表6.2.4）（15.3.1､2）

仕上塗材仕上げ

・薄付け仕上塗材

種　類 呼び名 仕上げの形状等

4 （15.5.2）（表15.5.1）

・防水形外装薄塗材E

・可とう形外装薄塗材E ・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

・ゆず肌状　・さざ波形　・凹凸状

・内装薄塗材E ・砂壁状じゅらく

・外装薄塗材E ・砂壁状　・着色骨材砂壁状

・外装薄塗材S 砂壁状　

・複層塗材CE

・複層塗材Si

・複層塗材E

・内装薄塗材W

・可とう形複層塗材CE

※複層塗材RE

・複層塗材RS

・防水形複層塗材CE

・複層仕上塗材

・京壁状じゅらく　

上塗材

・ゆず肌状　　・凸部処理　　・凹凸模様

　溶媒　※水系　 ・溶剤系

　樹脂　※アクリル系　・

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

耐候性　※耐候形3種　・

　※屋内の壁、天井の仕上材は防火材料とする。

防火材料の指定

・防水形複層塗材RS

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・軽量骨材仕上塗材 砂壁状

防水形の増塗材　※行う

平たん状

・防水形複層塗材E

・外装薄塗材Si

・可とう形外装薄塗材Si

・

・

・内装薄塗材C ・

・

・

・内装薄塗材L

・内装薄塗材Si

・防水形複層塗材RE

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた仕上塗材のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　　・第三種

15

左
官
工
事

凝結時間

（294.0 kPaの

・フリーアクセスフロア（パネル構法）範囲

・フリーアクセスフロア（溝構法）範囲

　水圧を1時間

　かける）

・

床目地　　　　・設ける（工法　※押し目地　・　　　　　　　　　　　　）

既製目地材　　※適用しない　・適用する

塗り

セルフレベリング材3 （15.4.2）（表15.4.1）

・せっこう系 （施工箇所及び厚さ　 ※仕上表による　・図示　・　　　　　）

・セメント系 （施工箇所及び厚さ　 ※仕上表による　・図示　・　　　　　）

仕上塗材の種類、仕上げの形状等

ロックウール吹付け5 ロックウールのホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　　※規制対象外　・第三種

吹付け厚さ（mm）　　※図示　・25　・

（15.7.2）

（15.7.2）

（15.7.3）

（15.2.2）

（15.2.5）

形状寸法

（mm） あり 特注標準なし

役物 色
備考

再生材料の

適用
施工箇所

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

あり なし

耐凍害性

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

吸水率

ⅢⅠ Ⅱ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

用途による

区分

うわぐすり

無ゆう施ゆう

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 3 8 ／ 7 2

津 市 水 道 局

建 築 工 事 特 記 仕 様 書 ２

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ



曲げ加工　　　※普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）

自動ドア開閉装置9

（16.6.4）

（16.6.5）

ステンレス製建具6

表面仕上げ　　※HL　　・鏡面　　・

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

ステンレス鋼板

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

センサーの種類ドアの種類

※スライデイングドア

・スイングドア

・マットスイッチ　　※光線（反射）スイッチ

・熱線スイッチ　　　・音波スイッチ

・光電スイッチ　　　・電波スイッチ

自閉式上吊り引戸装置

木製建具

ふすまの上張り　　

かまち戸の樹種　　かまち（　　　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　）　　

　　　・製造所標準仕様による

10

7

　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）　　・鳥の子

（16.10.3）（表16.10.1）

（16.7.2）

（表16.7.3）

（16.7.2）

性能　※標仕表16.10.1による

建物内部の木製建具に使用する表面材（合板）及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　　・第三種

鍵 （16.8.4）建具用金物8

ガラス

重量シャッター11

（16.14.2）

（16.14.2）（表16.14.1）

14

オーバーヘッドドア （16.13.2､3）13

軽量シャッター （16.12.2）（表16.12.1）

（16.12.3）

（16.12.4）

（表16.12.2）

12

（16.11.2）

（16.11.2）（表16.11.1）

（16.14.3）

（16.11.2）

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

ステンレス製 ※シーリング材

※シーリング材　・ガスケット（FIX部はシーリング材）

※シーリング材

用途による区分

・ガラス飛散防止フィルム　　

　JASS 17 ガラス工事「納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を監督職員

　　標仕16.13.3 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

板ガラスの種類、厚さ等は建具表による

・ガラスブロック

防・耐火性能

・あり

※なし

表面形状

・長方形

呼び寸法（mm） 厚さ（mm） 色　調

※クリア

ガラス留め材

　防火戸のガラス留め材は、防火戸が建築基準法に基づき定められ又は認定を受けた条件による。

材　種建具の種類

鋼製及び鋼製軽量

アルミニウム製

開閉形式　　　　※手動式　・上部電動式（手動併用）

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない　　

危害防止機構　　※障害物感知装置（自動閉鎖型）

開閉機能　　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　

耐風圧強度　　　（　　　　 ）N/m

・一般重量シャッター

シャッターの種類

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

耐風圧強度（　　　　　）N/m

耐風圧強度（　　　　　）N/m

・ファイバーグラスタイプ

・アルミニウムタイプ

※スチールタイプ

・電動式

※バランス式

・チェーン式

・バーチカル形

・ハイリフト形

※溶融亜鉛めっき鋼板

・ステンレス鋼板

・スタンダード形

・ローヘッド形

　（SUS304、SUS430J1L）

セクション材料 開閉方式 収納形式 ガイドレールの材質

耐風圧性能　　（　　　　　）Pa

（16.9.2､3）（表16.9.1～3）

・正方形 ・ ・

スラット　材質　※JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　　　　形状　※インターロッキング形　　　・オーバーラッピング形

ガイドレール等　※鋼板製　・ステンレス製SUS304（厚さ1.5mm）

　に提出する。

（16.14.5）

　マスターキー　　※製作する　・製作しない

　種類　・SSLD-1　・SSLD-2

　　　　・DSLD-1　・DSLD-2

　種類　・SWD-1　 ・SWD-2

・タッチスイッチ　　・押しボタンスイッチ

・ペダルスイッチ　　・多機能便所スイッチ

　　　・製造所標準仕様による

（16.10.2）

材料　※ステンレス鋼板（SUS304、SUS430J1L、SUS430)、アルミニウム製等防錆性能を有するもの

ガラス用フィルム（内張り用）

                  又はJIS G 3318（塗装溶融亜鉛－5％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯）

2

2

2

　　　　　　　　・鋼板

（16.4.2）（表16.4.1）

（16.4.2）（表16.3.1）

鍵箱 （16.8.4）

　市販品

　形式　　・30組用　・60組用　・120組用

（16.9.3）

（16.11.2）

ウォール

メタルカーテン

（9.6.2）（17.2.2）（表9.6.1）

　・小型パネル組合せ方式 （・ノックダウン方式　　・ユニット方式）

　・パネル方式

シーリング材及びガラス取付け材料

ガラス

石、タイル

ガラス　ガラス

　金属

構造用ガスケット　※適用しない

　　　　　　　　　・適用する

断熱材　　　　　　※適用しない　

アルミニウムの表面処理

・着色塗膜 塗装材料（　　　　　　　　　）焼付け方法（　　　）コート（　　　）ベーク

※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー　・　

無着色

耐風圧性

　　　　　　　　　・製作所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

・A－1種　　・B－1種　　　　　

・A－2種　　・B－2種

製品の寸法許容差　※標仕表17.2.1による

　性能値　※建築基準法施行令第82条の4及び平成12年建設省告示第1458号に基づく計算値

　下記以外は標仕表9.6.1による

主成分による区分記　号 耐久性による区分
被着体の組合せ

種　別 色彩等

　　　　　・正圧（　　　）N/m 以上及び負圧（　　　）N/m 以上に対して安全であること。

・

※アルミニウム製

・

カーテンウォール方式

　・スパンドレル方式

　・方立方式

　・バックマリオン方式 （・単純2辺支持構法　・SSG構法）

※標仕16.2.3のアルミニウム製建具の材料による

規格等種　類

カーテンウォール材料の種類 （17.2.2）

（17.2.2）

（17.2.2）

（17.2.3）（表17.2.1）

（17.2.3）（表14.2.1）

（17.1.3）

　主要部材のたわみ

・

※部材の破損、残留変形及び

　有害な変形が起こらないこと

耐震性

建物の構造種類 層間変位量（h＝支点間距離） 変位後の状態

　鉄筋コンクリート造

　鉄骨鉄筋コンクリート造

・

・

※部材の脱落、ガラスの破損及び主要

　部材に有害な歪みが起こらないこと

耐火性　　※適用しない

映像調整　※行わない　・行う（建具表による）

　鉄骨造

製作所　　性能等の確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

　※4m以下　

　・4mを超える

水密性　　・W－4　　・W－5　　・

※±（1/100）×h以上　

※±（1/200）×h以上　

※±（1/150）×h　

　　　、かつ、絶対量20mm以下

たわみ量 状　態

（17.1.3）

（17.1.3）

（17.1.3）

PCカーテンウォール コンクリートの種類及び品質

コンクリートの種類 設計基準強度（Fc）

取付け用金物の表面処理（鉄鋼の亜鉛めっき）及び材質

2

　・下表による。ただし、下表以外は標仕17.3.2による。

　※標仕17.3.2による

鉄筋の種類　　※SD295A　　・

所要スランプ（cm）

（17.3.2）

（14.2.3）（表14.2.2）

レベル調整ボルト

PC版打込み取付けボルト

取付けボルト

PC版打込み金物

※E種　　・

・

※E種　　・

※E種　　・

※E種　　・

※E種　　・

※A種　　・　

・

※A種　　・　

※A種　　・　

※ステンレスボルト

※A種　　・　

金物種類及び部位 内　部 外　部

　上記以外はカーテンウォール製作所の仕様による

シーリング材料

主成分による区分

シーリング材の種類
施工箇所

記　号 耐久性による区分

断熱材　　　　　　※適用しない

表面仕上げ　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

カーテンウォール板間目地

耐風圧性

耐火材料

施工部位 種　別 規格等

・パネル目地部

・層間ふさぎ

・取付けブラケット

・ファスナー部

　　　　　　　　　・製作所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

二次ファスナー

製品の寸法許容差　※標仕表17.3.1による

　下記以外は標仕表9.6.1による　

　　　　　　　　　・適用する

　　　　　・正圧（　　　）N/m 以上及び負圧（　　　）N/m 以上に対して安全であること。

　性能値　※建築基準法施行令第82条の4及び平成12年建設省告示第1458号に基づく計算値に

（9.6.2）（17.3.2）（表9.6.1）

（17.3.3）（表17.3.1）

（17.1.3）

1

耐震性

※部材の損傷及び破損脱落が起こらな

　ガラス等の破損が起こらないこと

　シーリングは補修程度の損傷である

（17.1.3）

材料

素地ごしらえ 亜鉛めっき鋼面の素地ごしらえの種別

1

2

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量 （18.1.3）

（18.2.4）（表18.2.3）（表18.3.4）

せっこうボード面及びその他ボード面の素地ごしらえの種別

下塗りに変成エポキシ樹脂塗料を塗装する場合及び鋼製建具等

A種、C種以外

耐候性塗料塗りの場合

C種

B種

A種

種　別 施工部位及び塗料種類

（18.2.7）（表18.2.7）

　種別　　・A種　・B種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5

6 防塵用塗料塗り

床用塗料塗り

　※規制対象外　　・第三種

　シーリングは補修程度の損傷である
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シーリング材の種類
　設計用震度　　水平方向（K　）　※1.0　　・

　　　　　　　　垂直方向（K　）　※0.5　　・

　設計用震度　　水平方向（K　）　※1.0　　・

　　　　　　　　垂直方向（K　）　※0.5　　・V

H

材質　　　　水性アクリル系樹脂塗料（※標準色　・　　　　　）

仕上種別　　コーティング（ローラーばけ塗り）

塗布量　　　主剤2回塗りとし、総塗布量は0.25kg/m 以上とする。

仕上種別　　※平滑仕上げ　　　・防滑仕上げ

材質　　　　ウレタン樹脂系塗料（※標準色　・　　　　　）

塗布量　　　プライマー塗りのうえ主剤2回塗りとし、総塗布量は0.5kg/m 以上とする

　　　　　　に対して安全であること。

　　　　　　対して安全であること。

　こと

　　　　　　　　　　　施工箇所　※図示　・

　　　　　　　　　　　種類（　　　） 厚さ（　　　）mm

　　　　　　　　　・適用する

（17.1.3）

　　　　　・適用する

　　　　　　　（　　　）時間

耐火目地材　　　　・適用する （17.3.2）

　　　　　　　　　　　施工箇所　※図示　・

　　　　　　　　　　　種類（　　　） 厚さ（　　　）mm

H

　いこと

建物の構造種類 層間変位量（h＝支点間距離） 変位後の状態

　鉄筋コンクリート造

　鉄骨鉄筋コンクリート造

・

・

　鉄骨造 ※±（1/100）×h以上　

※±（1/200）×h以上　

2 2

22

2

2

V

　　　　　　　　　　　施工箇所　※図示　・　

　支点間距離（h）

気密性　　・A－3　　・A－4　　・

　　　　　　　施工箇所　※図示　・

　　　　　　　　　　　施工箇所　※図示　・　

（17.3.3）

　こと

建物内部に使用する塗料の材質　　・水性系　・

防火材料　　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

　　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（施工箇所：　　　　　　　　　　）

（18.1.3）

ふすまの縁の仕上げ

　・塗り縁　　・生地縁（・素地　　・ウレタンクリヤー塗装）

　　施工箇所

 屋　外

 屋　内

（16.6.3）

外部に面する建具の耐風圧性の適用は建具表による

　　                      鋼板の種類（JIS G 4305）

※SUS304 又は SUS430J1L　　　 ・

※SUS430 　　・SUS304 又は SUS430J1L

・ガラス貫通防止フィルム　　

記　号

※GS-A･B

※SF-A

・日射調整フィルム/ガラス飛散防止フィルム ・SC-A/GS-A･B　・SC-B/GS-A･B　・

・日射調整フィルム/ガラス貫通防止フィルム ・SC-A/SF-A  　・SC-B/SF-A  　・

　品質　JIS A 5759による

・

耐温度差性(℃)

遮音性

断熱性

・60 ・70 ・80

・T－3 ・T－4  ・T－5

・H－3 ・H－4 ・H－5・H－2

（17.1.3）

（17.1.3）

（17.1.3）

3

4 耐候性塗料塗り

錆止め塗料塗り

　鉄鋼面錆止め塗料　　　　　　EP－G以外　　　※A種（　　　　　　　　　　　　　）

塗料種別

　　　　　　　　　　　　　　　EP－G　　　　　※B種

　亜鉛めっき鋼面錆止め塗料　　EP－G以外　　　※A種　　・B種

　　　　　　　　　　　　　　　EP－G　　　　　※C種

（表18.3.2）

等　級

・1級

鉄鋼面の上塗り塗料の等級

塗料種類

ふっ素樹脂塗料

ポリウレタン樹脂塗料

アクリルシリコン樹脂塗料・2級

・3級

（18.7.2）

等　級

・1級

亜鉛めっき鋼面の上塗り塗料の等級

塗料種類

ふっ素樹脂塗料

ポリウレタン樹脂塗料

アクリルシリコン樹脂塗料・2級

・3級

（18.7.3）

種　別

・A種

コンクリート面及び押出成形セメント板面耐候性塗料塗りの種別

塗料種類

ふっ素樹脂塗料

ポリウレタン樹脂塗料

アクリルシリコン樹脂塗料・B種

・C種

（18.7.4）

（表16.7.9）

見本の製作等 ・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） （16.1.4）

　屋内建具

網戸

　形式　　　　　　※外部可動式　・固定式　・内部可動式

鋼製建具4

アルミニウム製建具

　外部に面する建具

・B種

・C種

・A種

・ ・ ・

種　別 耐風圧性 水密性 施工箇所

※図示

3

※A－3S－4

　A－4

※W－4

S－5

　W－5S－6 　100

※70

枠見込み（mm）

表面処理

（16.2.2）（表16.2.1）

（16.2.3）

（16.4.2）（表16.4.1）

気密性

　防虫網の材種　　※合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

鋼製軽量建具5

外部に面する建具の耐風圧性の適用は建具表による

（16.5.2）

1

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による
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防犯建物部品 ・適用する（適用箇所は建具表による） （16.1.6）2

　防音ドアセット、防音サッシ　　  ・適用する　遮音性の等級（　　）

　断熱ドアセット、断熱サッシ　　  ・適用する　断熱性の等級（　　）

　耐震ドアセット　　　　　　　　  ・適用する　面内変形追随性の等級（　　）

性能等級等

　外部に面する建具

　　※B－1種　・B－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（16.2.4）（表14.2.1）

　　※C－1種　・C－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（16.4.2）（表16.3.1）

開き戸の1枚の戸の有効開口幅が950mm又は有効高さが2.400mmを超える場合の鋼板類の厚さ

（16.4.4） 　※図示

開き戸の1枚の戸の有効開口幅が950mm又は有効高さが2.400mmを超える場合の鋼板類の厚さ

（16.5.4） 　※図示

（16.13.2）

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 3 9 ／ 7 2

津 市 水 道 局

建 築 工 事 特 記 仕 様 書 ３

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

Ｇ

Ｇ

Ｇ



せっこうボード、

その他ボード及び

8

GB-F

GB-L

GB-S

（19.7.2）（表19.7.1）

DR

0.8FK.1.0FK

HW

NW

GB-D

MDF

HB

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

パーティクルボード及びMDFのホルムアルデヒド放散量 

　※規制対象外　　・第三種

　　適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

フローリング張り5 （19.5.2～6）（表19.5.1､2）

種　類 樹　種
大きさ

緩衝材 工　法

※合成樹脂

・なら ・

・

　発泡シート

※なら

・

・

畳敷き

下地の種類 畳の種別

・ポリスチレンフォーム床下地(ノンフロン　 ) ※C種　　・

※B種　　・

ポリスチレンフォーム

床下地材

・標仕表12.5.1による床組　

6

7

畳下地　　　　　　　　厚さ（mm）　※40　・65　・80　（不燃）

フローリング類下地　　厚さ（mm）　※80　・95　　　　（不燃）

（19.6.2）（表19.6.1）

　畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする

GB-R

GB-NC

・15　・20　・25　・

・15　・20　・25　・

・0.8FK　タイプ2（無石綿）（・6 ・8 ・　 ）

※フラットタイプ（※9（不燃）・12　・　　）

・凹凸タイプ（※12（不燃）・15 ・19 ・　　）

・12.5（不燃）

9.5（不燃） 　　　　　　化粧なし（下地張り用） 

　　　　　　化粧あり（トラバーチン模様）

・9.5（準不燃） ※12.5（不燃）・15.0（不燃）

9.5

・12.5（不燃）　・15.0（不燃）

JIS K 6903による　厚さ1.2

12.5（不燃）幅440mm程度

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

・素地MDF（RS）

・無研磨板（VN）　・研磨板（VS）

・10　・12　・15　・18　・

・未研磨板（RN）　・研磨板（RS）

・2.5　・3.5　・5　・7

・メラミン樹脂化粧板

・ミディアムデンシティ

・単板張り

・ハードボード（素地）

・シージングせっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうボード

・せっこうラスボード

・化粧せっこうボード（木目）

・硬質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・ロックウール化粧吸音板

・けい酸カルシウム板

種　類 JISの記号 厚さ（mm）、規格等

　ファイバーボード

（19.7.2）（表9.6.1）

　パーティクルボード

・A種（ノンフロンのもの）

HF ・12　・15　・18　・21　・・硬質木片セメント板

・化粧MDF（・DV　・DO　・DC）

合板張り

単層フローリング

（mm）

・フローリング

　ボード

根太張用

直張用

直張用

直張用

※なら

・

厚さ

（mm）

※15

・

※15

・

・8

・

幅 ※75 ・

長さ　500以上

※303×303

・

・

※合成樹脂

　発泡シート

※合成樹脂

　発泡シート

・

・釘留め工法

・接着工法

・接着工法

・接着工法

・モルタル

　埋込み工法

・フローリング

　ブロック

・モザイク

　パーケット

　単層フローリングのホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種

（19.5.2､3､5､6）（表19.5.3､4）

種　類 樹　種
種別又は

工　法

天然木化粧複合フローリング

大きさ（mm）

・複合1種

・複合2種

根太張用

直張用

※なら

・

・A種

・B種

厚さ　8以上

幅　　75以上

・釘留め工法

・接着工法

　複合フローリングのホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種

・複合3種

防湿処理

又は緩衝材

・防湿処理を行う

※合成樹脂発泡シート

・

仕上げ塗装　　・塗装品　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　種類　　※ウレタン樹脂ワニス塗り

（19.5.7）

　　　　　　　　　　　　　・オイルステインのうえワックス塗り

　　　　　　　　　　　　　・生地のままワックス塗り

せっこうボード及びその他ボードの厚さ、規格等

1.0FK 化粧ボード　（・6　・　）

・ロックウール吸音ボード1号

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ32K

RW-B

GW-B

・25　・

・25（ガラスクロス包）・50（ガラスクロス包）

NF ・30　・・普通木片セメント板

・化粧パーティクルボード ・単板オーバーレイ（DV）

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DO）　・塗装（DC）

・10（難燃）　・12（難燃）　・

・3　・7　・9　・12　・

HB ・内装用化粧（DI）　・外装用化粧（DE）

・2.5　・3.5　・5　・7

・ハードボード（化粧）

IB A級二次加工品（・天井仕上　・内装仕上　・　 ）

・9　・12　・15　・18

・インシュレーションボード

（19.7.2）

天井及び壁に使用する合板は、12章木工事5床張り用合板及びその他の合板による。 （19.7.2）

合板類の張付け　　・A種　※B種 （19.7.3）（表9.7.3）

※C種

長さ　900以上

　　　　　　　・無塗装品（・塗装する　施工箇所：　　　　　　　　　　　　　）

移動間仕切

遮音性能 表面材 表面仕上げ

・一般タイプ

・

・

※鋼板

※鋼板

トイレブース 表面仕上げ材

階段滑り止め

3

4

5

　表面仕上げの壁紙張りの品質は19章内装工事9壁紙張りによる。

厚さ（mm）

1

階段手すり

※集成材

取付箇所

黒板及び

　ホワイトボード 色　彩種　類 備　考

※ほうろう

※焼付け

　ボード

・ホワイト

・黒板 ※緑　・黒

※緑　・黒

※白

6

7

寸法（mm）

フリーアクセスフロア

・溝構法

水平力

適用地震時仕上り高
備　考構　法施工箇所

（mm）

・パネル構法

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

（20.2.2）

（20.2.4）

（20.2.5）

（20.2.6）

（20.2.8）

　遮音性能はJIS A 6512の遮音性試験に準拠する。

可動間仕切2 （20.2.3）

空調用吹出し（吸込み）パネル

コンセント等の取付け対応　　※製造所の仕様による （コンセント本体は別途設備工事）

　コンセントの箇所数　　※図示

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　※20～30％　　・

　配線取出し開口　　※パネル1枚につき40×80（mm）程度の開口1箇所以上　　・図示

スロープ及びボーダー　　※製造所の仕様による　　・図示

表面仕上材の品質・規格等は、19章内装工事による。

　高さ300mm以上については、平成元年建設省告示第1322号「耐震型フリーアクセスフロアの開

発」の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

構造形式
パネル部の

総厚さ（mm）

表面材種

厚さ（mm）
表面仕上げ 防火性能

・パネル式

・スタッド式

・スタッドパネル式

・ ※メラミン樹脂又は

　アクリル樹脂焼付け

・　 ・なし

・あり ・あり

遮音性能

（　　）

・遮音タイプ ・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

　（36db以上）

・手動式　　　・電動式

・手動式　　　・電動式

・部分電動式

・部分電動式

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とする。

　案内用図記号はJIS Z 8210による。

表示 （20.2.10）

8 鏡

9

10

形　式 スラットの材質

・クロススラット

・アルミスラット

※アルミニウム合金製

・

※横形

・縦形

・操作棒式

・1本操作コード

※2本操作コード

※25

・100

・80

スラットの幅

（20.2.12）ブラインド11

・煙突用成形ライニング材

・キャスタブル耐火材

　　適用安全使用温度　　・400℃　　・650℃　　・

　　工法　　　　　　　　※こて押え　　・

　　適用安全使用温度　　※400℃　　　 ・

※ギヤ式　　・コード式

表面仕上材耐荷重性能

操作方法

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

寸法（mm）　　・図示　　・

厚さ（mm）　　※5　　　 ・

（20.2.9）

20

ユ
ニ
ッ
ト
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他
の
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事

煙突ライニング

種　類

（20.2.11）

・1.0G ・3,000N

・5,000N・0.6G

※鋼板

・

（※0.6 ・0.8）

構成材の材質　　　　　　・アルミニウム製　　・鋼製　　・

配線用取出しパネル

　※なし

　・あり（※固定式　　・可変式）：施工箇所（※図示　　・　　　　　　　　　　　　　）

ローリングロード性能　　※適用する　　・適用しない

（・内蔵　・露出）

・ポリエステル樹脂系化粧板

・メラミン樹脂系化粧板

・

表面材の材質
形　状 材　質

※幅木

・支柱

・なし

・ アルミニウム製

・ ステンレス製

・標準

・R

形　状 材　質

・アルミニウム製

・ステンレス製

・表面材と同材

脚　部 ドアエッジ

・ステンレス製（SUS304）

材　種 端部フラットエンド

　　ビニルタイヤ入り

幅（mm）

・約35

・

取付け工法

※接着工法

・埋込み工法

※あり（※ビニル製　・ステンレス製）

・なし

材　種

・ステンレスパイプ

・鋼製パイプ

・ビニル製

※クリヤラッカー　・

表面仕上げ

・HL　　    ・

・EP-G　　　・

直径（mm）

・60　・45

区　分

　（・両面　・片面）

・室名札

※ステンレス製

材　質

・図示

※アクリル板

厚さ（mm）

※市販品・衝突防止表示

・ピクトグラフ

・扉番号

・階数表示

・建物案内板

・各階案内板

・

・

※アクリル板

・

寸法（mm）

※30φ

・・

取付け高さ 書　体

※図示

・

※図示

・

※図示

・

※5

・

※5

・

※図示

※図示

・

（mm）
施工箇所

壁紙張り9 （19.8.2）

（19.8.3）（18.2.5）（表18.2.5）（表18.2.7）

断熱材

・押出法

　ポリスチレン

・現場発泡断熱材

・木質系・断熱材兼用型枠

種　類

※2種b

※3種b

10

（スキン層付き）

・コンクリート系

・プラスチック系

・　

・　

・　

・一般部

・

・

・接地部分

※断熱材補修部分

・

※壁（図示の範囲）

・

施工箇所

※一般部

断熱抵抗

難燃性を有するもの※15

※25

※25

※40以下

厚さ（mm） 品質等

浴室天井材11

　　　　の開発」において、評価を取得したもの

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法

市販品

回り縁はとい付

きとし、製造所

の標準品とする。

準不燃品※焼付け塗装品

・アルマイト処理品

※塗装品

・木目調

※アルミニウム製

・硬質塩ビ製

備　考材　質 性　能表面仕上げ

・100

・100

※200

※300

幅（mm）

素地ごしらえ

　コンクリート面　　　　　　　・ A種　 ※B種　（施工箇所：　　　　　　　　　　）

施工箇所
紙

繊維

（織物）

プラスチック

（ビニル）

その他

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

無機質
防火性能

壁紙の種類

（化学繊維）

　モルタル面、プラスター面　　・ A種 　※B種　（施工箇所：　　　　　　　　　　）

壁紙のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

（19.9.2､3）

（19.8.2）

ラミン樹脂を使用した断熱材のホルムアルデヒド放散量　

　ロックウール保温板、グラスウール保温板、フェノールフォーム保温板、ユリア樹脂又はメ

備　考

＝0.676以上

＝厚さ/熱伝導率

　（m ・k/w）
2

・

・

・

・

・

・

A種（ノンフロンのもの）

  ※規制対象外　　・第三種

　保温板

　フォーム

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※A種1 A種（ノンフロンのもの）

19

内
装
工
事

　せっこうボード面　　　　　　・ A種　 ※B種　（施工箇所：　　　　　　　　　　）

1 接着剤

　※規制対象外　　・第三種

　壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等又はホルムアルデヒド系防腐剤を用いた接着剤の

※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

工法　　※熱溶接工法　　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　）

2 ビニル床シート、 （19.2.2）

（19.2.3）

種　類 色　柄 特殊機能

※発泡層のないもの

・

・発泡層のあるもの

※無地

※柄物 ・

※2.5

厚さ（mm）

（19.2.2）

カーペット敷き

・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ・A種

・B種

パイル形状種　別

ビニル幅木

3

（19.2.2）

（19.3.3）（表19.3.1）

・柄物

備　考色柄等

※無地

タフテッドカーペット

工　　法

・グリッパー工法

パイル長さ（mm）

（19.3.3､4）（表19.3.2）

・C種

織じゅうたん

・ループパイル

タイルカーペット （19.3.3､4）

　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm　・

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）　

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）　　

・防滑仕上げ　　

※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

※薄膜流し展べ仕上げ

種　類 仕上げの種類

4

パイル形状

・カットパイル

・レベルループパイル

※ループパイル

・カットパイル

・カット、ループ併用

パイル形状

※全面接着工法

※4～6　・

※5～7　・

種　類

※第一種

・第二種

総厚さ（mm）寸法（mm）

　※規制対象外　　・第三種

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

備　考

備　考

合成樹脂塗床

・弾性ウレタン塗床材

・エポキシ樹脂塗床材

（19.4.2､3）（表19.4.1～7）

（19.4.2）

※500×500

・

※6.5

・

（内装工事全般）

ホルムアルデヒド放散量

ビニル床タイル及び

ゴム床タイル張り

ビニル床シート及びビニル床タイルの特殊機能

　帯電防止　　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

　　　　　　　　又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1 ×10 ～10Ω程度
7 10

　　　　　　　・

　耐動荷重　　JIS A 1454による、へこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、耐摩耗性試験、

　　　　　　　層間はく離強度試験（発泡層のあるビニル床シートのみ）及び耐キャスター性

　　　　　　　試験等の試験後、異常がないこと。

ビニル床シート

記号 施工箇所

・

・無地

・マーブル柄

※FS

・

・

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

種　類 色柄 特殊機能

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ ※無地

・

※2.0

厚さ（mm）

（19.2.2）ビニル床タイル

記号 施工箇所

・・柄物

KT ・帯電防止

・耐動荷重　ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ FOA ※無地

・

・帯電防止

・耐動荷重

寸法（mm）

・450×450

・300×300

・

・500×500

　材質　　　　　※軟質 ・硬質

　高さ（mm）　　※60　 ・75　・100

　厚さ（mm）　　※2.0　・

ゴム床タイル

　色柄　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　厚さ（mm）　　・3.0　・4.5　・6.0　・9.0

　寸法　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

（19.2.2）

　（標準品）

織り方

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

帯電性

　3kV以下

※人体帯電圧

・

・カット、ループ併用

※4　 　・

・

帯電性

　3kV以下

※人体帯電圧

・

　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm　・

ニードルパンチカーペット （19.3.3）

　厚さ（mm）　　・

　帯電性　　　　※人体帯電圧3kV以下　・

　備考

帯電性

　以下(ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ

※人体帯電圧3kV

　敷設範囲)

・

　タイルカーペットの敷き方　　平場　　　　※市松敷き　・模様流し　・

　　　　　　　　　　　　　　　階段部分　　※模様流し　・市松敷き　・

見切り、押え金物　　・適用する（材質、形状等　　※図示　・　　　　　　） （19.3.3）

施工箇所

（19.2.2）（19.3.3）（19.5.5､6）（19.7.2）（19.8.2）（19.9.2）

間伐材等

の適用

・

・

間伐材等

の適用

・

間伐材等：間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の残材、林地残材又は小径木等を使用

　　　　　していること。

・

・なし

（　　）

・

・

・柄物

・複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ FT ※無地

・

・帯電防止

・耐動荷重

※2.0

・・450×450

・300×300

・柄物

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 4 0 ／ 7 2

津 市 水 道 局

建 築 工 事 特 記 仕 様 書 ４

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ



材種　　※ステンレス製（SUS304）　・旗竿受金物

フェンス

車止め支柱

31

33

32

旗竿30

34

形　式 材　種 柱径・肉厚（mm） 高さ（mm） 備　考

・上下式鎖内蔵型 ・ステンレス製 ・φ114.3　t＝2.5 ・GL＋700

・　 ・　 ・　　・標準品

　・スプリング式

・　

種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

　　　　・樹脂塗装メッシュフェンス

　　　　・鋼管フェンス

種類　　※コンクリートブロック製（市販品）　・花こう石類（文字記号等入り）敷地境界石標

設置方法

　　根切り底を突き締めたうえ、厚さ60mmの砂利地業を行い、コンクリートで根巻きして

　建て込む。建込みは監督職員の立会いのもと行う。

コンクリートの調合　　（容積比）セメント1：砂2：砂利4程度

材　質 形　式 地上高さ（m） 操作方法 固定方法

※アルミニウム合金製 ※テーパー型 ・6 ※ハンドル式 ・埋込み式

・同一断面型 ・8 ・ロープ式 ・ベース式

・10

・12

・バンド式

方　向 タイプ 防水性能耐火性能

・垂直方向

・水平方向

目地材

※完全（全貫通型）スリット　

シーリング材（見え掛りのみ）

・耐火型

・非耐火型

・あり

・なし

シーリング材（内外共）

※幅20×深さ10　　・ ※幅20×深さ10　　・目地寸法（mm）

耐震スリット27

止水板29

材質

形式　　・据置き式　　・壁張り式　　・差込み式

材質　　　　　　　　　　・アルミニウム　    ・ステンレス

耐火性能　　　　　　　　・あり（　　　　）　・なし

防水型　　　　　　　　　※外部　適用する　　※内部　適用しない

クリアランス（mm）　　　・50　・100　・150　・・ジョイント金物

エキスパンション28

目　地 内　壁 外　壁

・

20

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

※幹巻き用テープ　　　　・わら及びこも

種類　　※コウライシバ　　・ノシバ

支柱材

幹巻き用材料

芝張り

4

5

6

（23.3.2）

（23.3.2）

（23.4.2､3）

※杉、ひのき又はから松（皮はぎもの、間伐材）

　　防腐処理方法　　※加圧式防腐処理　　・

・真竹（良質な2年生以上）

工法　　・目地張り　　　　・べた張り

※洋芝類（採集後２年以内）　　 ・吹付けは種用種子等7
　　　・・

※コンテナ栽培品（種類等：　　　　　　　　　　　　　）地被類8

植栽基盤屋上緑化9 （23.5.2､3）

　・屋上緑化システム

　　　土壌層の厚さ　　　・図示    ・

　　　排水層　　　      ・軽量骨材（層の厚さ：　　　）　　・板状成形品

　　　植込み用土　　　　※改良土　　　・人工軽量土

　・屋上緑化軽量システム

工法 （23.5.4）

　支柱　　　　　・設置する　（形式　　・図示　・　　　）

　かん水装置　　・設置する　（種類：　　　　　　　　　）（工事区分は図示による）

種別　　・A種　　※B種　　・C種　　・D種盛土に用いる材料

遮断層及び

凍上抑制層の材料

1

2

22 （22.2.3）（表3.2.1）

（22.2.2､3）

（22.4.3）

舗
装
工
事

・遮断層　　　　※川砂、海砂又は良質な山砂　　・

・凍上抑制層　　※再生クラッシャラン　　・クラッシャラン　・ 切込砂利　　・砂

　　　　　　　　厚さは図示

　　　　　　　　厚さは図示

路床土の支持力比 ※行う（※締め固めた土　・乱さない土）

路床締固め度の試験 ※行う

路盤材料

4

5

7 ※再生クラッシャラン（RC－40）

・クラッシャラン鉄鋼スラグ（CS－40）

　　添加量　　（　　）kg/m　（目標CBR　※5以上　・　　　　）

路床安定処理 ※添加材料による安定処理

　　　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）

　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントB種

3

3

（22.2.2､3）（表22.2.2）

（22.2.5）

（22.2.5）

（22.3.3）

アスファルト舗装

加熱アスファルト混合物の種類

※一般地域区分

表層

基層

・細粒度アスファルト混合物（13）

※密粒度アスファルト混合物（13）

9

・粗粒度アスファルト混合物（20）

・寒冷地域

・細粒度ギャップアスファルト混合物（13F）

※密粒度アスファルト混合物（13F）

（22.4.2）（表22.4.1）

（22.4.4）（表22.4.6）

アスファルト　　※再生アスファルト　　　・ストレートアスファルト

シールコート　　※行わない　　　・行う（施工範囲：　　　　　　　　　　）　

アスファルト混合物等の抽出試験　　※行わない　　 ・行う　 （22.4.6）

（22.4.5）

厚さ試験　　　　　※行わない　　　・行う　

溶接金網　　　　　※あり　　　　　・なし　

注入目地材料　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　

早強セメント　　　※使用しない　　・使用する　コンクリート舗装

透水性 アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　・行う

排水性 アスファルト混合物

　・ポリマー改質アスファルトⅠ型　　※ポリマー改質アスファルトⅡ型

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　・行う　

10

12

13

（22.5.3）

（22.5.3）（表22.5.3）

（22.5.3､4）

（22.5.6）

（22.7.6）（22.4.6）

（22.8.3）（表22.7.1）

（22.8.6）（22.4.6）

（CBR）試験

砂の粒度試験6 ※行う （22.2.5）

路盤の締固め度試験8 ※行う （22.3.5）

アスファルト舗装

アスファルト舗装

ブロック系舗装 ・コンクリート平板舗装（コンクリート平板はJIS A 5371の平板）

※普通平板（N）　

・透水性平板（P）　

・モルタル・

※砂　　

目地材種　類

　（インターロッキングブロックはJIS A 5371のインターロッキングブロック）

・誘導、注意喚起用ブロック

・植生用ブロック

※普通ブロック（N）

・透水性ブロック（P）

※標準品

・

種　類 色彩及び表面加工等

14

※300角 ※60

歩道部　※60　・　

車道部　※80　・　

※80　・100

寸法（mm） 厚さ（mm）

厚さ（mm）

※コンクリート舗装

孔及び/又は凹を設ける

※うろこ張り

種　類 基　層

16

※80～100　・　

厚さ（mm）

（22.9.2､3）

（22.9.2､3）

（22.9.2､3）

路面標示用塗料

・舗石舗装（石材は JIS A 5003 の2等品）

※小舗石（花こう岩）　　

・1種

・2種

※3種1号

常温

加熱

溶融

液状

粉体状

※白

・

※150

・

塗料総質量に対して

5%以下

施工方法

種類 施工 色 塗布幅（mm） 塗布厚さ（mm）揮発性有機溶剤の含有率

JIS K 5665（路面標示用塗料）による

適用

※1.0

・

樹木

　ただし、低木は植栽範囲

・図示

・葉張りの範囲

・C種

・B種

・D種

※A種

　工法D種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高からを有

効土層とする。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで植込み用土

・現場発生土の良質土　　　・客土（・黒土　・真砂土　 ・　　　　 ）植込み用土

土壌改良材

2

・12以上

・3未満

3

・7以上～12未満

・3以上～7未満

※100　　 ・

※50　　　・

※60　　　・

※80　　　・

整備範囲樹木の樹高（m） 工　法有効土層の厚さ（cm）

適　用 工　法有効土層の厚さ（cm） 整備範囲

※行う　・行わない ※20　　・ ※B種　　・ ※植栽範囲　　・図示

植栽基盤整備 芝及び地被類123 （23.2.2､3）（表23.2.1､2）

（23.2.2､3）（表23.2.1､2）

（23.2.3､4）

（23.2.3）

※適用する

・バーク堆肥

・下水汚泥コンポスト

　有機物の含有率（乾物）

　炭素窒素比　〔C/N比〕

　陽イオン交換容量〔CEC〕（乾物）

　水素イオン濃度〔pH〕

　水分

　幼植物試験の結果

　窒素全量〔N〕（現物）

　りん酸全量〔　　〕（現物）

　加里全量〔　　〕（現物）

　有機物の含有率（乾物）

　炭素窒素比〔C/N比〕

　水素イオン濃度〔pH〕

　水分

　窒素全量〔N〕（現物）

　りん酸全量〔　　〕（現物）

　アルカリ分（現物）

　施工箇所　　※植栽範囲　　・図示

　を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする。

　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する原料

植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

：35%以上

：8.5以下

：20以下

：50%以下

：0.8%以上

：1.0%以上

：15%以下

：70%以上

：35以下

：70mEq/100g以上

：5.5～7.5

：55～65%

：0.5%以上

：0.2%以上

：0.1%以上

：生育阻害その他異常が認められない

で盛土を行う。

ま　さ

21

排
水
工
事

排水管 排水管用材料

・ B形（ゴム接合）　・※遠心力鉄筋コンクリート管

管形状（接合方法）材　種 管の種類

1

※外圧管（※1種　・2種）

（21.2.1）（表21.2.1）（21.3.3）

車道部の排水管の敷設

鋳鉄製ふた

・水封形

・簡易密閉形（パッキン式）

適用荷重（安全荷重（kN））種　類

・鋼製 ※凹凸形

埋戻し土 種別　　※B種　　・

2

4

・T－20用（50）

上面形状

・ 

・T－ 2用（ 5）

・T－ 6用（15）

・桝ふた用

・溝ふた（横断用）

・溝ふた（側溝用）

※受枠付き

・

・歩行用

・T－14用

・T－2用

・T－6用

用　途形　式 適用荷重

・かさ上げ用

・T－20用

種　類
メインバー

（21.3.1）（21.3.3）

（21.2.2）

（21.2.2）

（21.2.3）（表3.2.1）

・硬質ポリ塩化ビニル管 ※VP　　・VU

・RS－VU

　・砂基礎（地業厚さ20cm以上　材料　山砂の類）

　※図示

・密閉形（テーパ・パッキン式）

・中ふた付き密閉形（テーパ・パッキン式）

鍵

・あり

・なし

グレーチング3

・ステンレス製

ボトル固定

　※なし

　・図示 ・U字溝用

※平形

・凹凸形

※細目

※普通目

・細目

ピッチ

防炎性能　※あり

遮光性能

ひだの種類 備　 考

（20.2.13）

（20.2.14）

ロールスクリーン

カーテン

12

13

材種　　※アルミニウム製　　・ステンレス製

・市販品（アルミニウム製　押出形材）

・図示

形式　　・片引き　・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重ね掛けとする）

　　溝幅×深さ（mm）　・90×150　※120×80　・120×150　・150×80　・　

　　表面処理　　　　　※B－1　　 ・B－2（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（20.2.14）

枠の材質　　※アルミニウム製

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　・

材種　　　　　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石

奥行き（mm）　　・約450　　・約600

種　類

・吊戸棚

・水切棚

・コンロ台

・流し台

・

※1200

※1200

※1200

・1500

※600

・600

・700

・1800

・900

規格・品質等適用内容

トラップ付き ※優良住宅部品

・

※市販品

バックガード ※あり

ステンレス製 ※1段式

寸法（L＝　mm）

・鋼製物品棚

・鋼製書架

種　類 規格等 耐荷量による種類

・4種　・5種　・6種

JIS S 1039による

カーテンレール

ブラインドボックス

及び

14

15

屋内掲示板

洗面カウンター

25

22

くつふきマット

流し台ユニット

20

21

鋼製書架及び物品棚24

天井点検口

床点検口

16

17

・可動式

・

・回転降下式

・垂直降下式

　（巻取り型）

鋼板製又はアルミ製

（不燃認定品）

※不燃布

・

　※天井材張り

　・

　・可動式（天井収納型）

　※固定式（壁埋込み型）

表面仕上げ

ガイドレール

種　類 材　質 備　考

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

※500

※500

・800

・800

高さ（mm）

・線入り磨き板ガラス

※網入り磨き板ガラス

・

アルミ製枠付き※500

防煙垂れ壁 ・固定式

材　質 備　考高さ（mm）厚さ（mm）

18

19 視覚障害者用

（誘導用及び

　　注意喚起用床材）

23 材質　　　　　・

合板、集成材、MDF、パーティクルボード等のホルムアルデヒド放散量

形状・寸法　　※図示

収納家具

（19.2.2）

・

※6.8

・900

カーテンボックス

床タイル

・1種　・2種　・3種

※ポリエステル

材　種

・綿

・

操作方式

・電動式

・スプリング式

・チェーン式

・1級

・2級

・3級

寸法（mm） 備　考

・図示

・

・

・箱ひだ・つまひだ

・プレーンひだ・片ひだ

・フランスひだ

形　式 開閉操作 施工箇所

・電動

・ひも引き

・手引き

・シングル

・ダブル

（暗幕）

形状　　・C形　　・D形　　・I形　　・

材　種

※アルミニウム製

・

寸　法

・一般形

・600×600

・ ・密閉形

形　式 外　枠 内　枠

・額縁タイプ

・目地タイプ

・屋内外用

・屋内用

・額縁タイプ

・目地タイプ

材　種

※アルミニウム製

・ステンレス製

寸　法

・一般形

・結露防止形

形　式

・屋内外用

・屋内用

・450×450

・600×600

・

・450×450

・鋼製

・鋳鉄製

・密閉形

材　種 受　枠 備　考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製

・ステンレス鋼（SUS304）製

・ステンレス鋼（SUS304）

・硬質アルミニウム合金

・

・

屋内

屋外

施工箇所 種　類 寸法（mm） 厚さ（mm）

※塩化ビニル製

・レジンコンクリート製

・磁器質タイル

※レジンコンクリート製

・磁器質タイル

※300×300　・

※300×300　・

※300×300　・

　300×300

　300×300

※7.0　・

※30　・

　ブロックパターンはJIS T 9251による。

施工箇所

・片引き

・引分け

・張物用

・張物、充填兼用

・充填用

（12.2.2）（19.7.2）

　※規制対象外　　・第三種

照明器具　　※あり　・なし

施錠　　　　※あり　・なし

屋外掲示板26

        ・建設汚泥から再生した処理土

・クラッシャラン（C－40）

・透水性アスファルト舗装に用いる場合は透水性の高いもの

車道部の基層　　※なし　　・あり

カラー舗装11

・車道部 ・有色骨材（焼成）

・着色骨材（樹脂被覆）

種　類 部　位 材　料

※加熱系

　※基層なし　・基層あり

・歩道部 ・自然石  （　　　　　）

・常温系 ・樹脂系混合物

・ニート工法

・塗布工法

・

（22.6.2、3）（表22.6.1）

　カラー舗装の下　　・アスファルト舗装　　・コンクリート舗装

・

・インターロッキングブロック舗装

・保水性ブロック（M）

車道　※80　歩道　※60

・アスファルト舗装・・・

15 砂利敷き 種別　　・A種　　・B種　　・ （22.11.2）

P 2 O 5

K 2 O

P 2 O 5

（ただし、土壌の酸度を矯正する目的で使用する場合はこの限りでない）

（23.4.2）

（23.4.2）

樹木等及びその他材料 （23.5.3）

　樹木の樹種、寸法、株立数、数量等　　　　　　　　※図示　　　・

　芝及び地被類の種類等　　　　　　　　　　　　　　※図示　　　・

　見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　　　※図示　　　・

・

黄色系とする

・保水性平板（M）

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 4 1 ／ 7 2

津 市 水 道 局

建 築 工 事 特 記 仕 様 書 ５

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ



1．建物概要

仕 様 書（構造関係）

Ⅰ　建築構造概要等

章 項　　目 特　　記　　事　　項

4

　・杭基礎（基礎杭の先端の位置含む）

　　・図示による（　　　　　　）　・

(4.2.1)(4.2.3)(4.2.5)

本　杭

鋼管巻き材料

軸径

試験杭

備　考ｾｯﾄ数
長期設計支持力

(4.5.1)(4.5.5)

1 支持力又は支持地盤

地
業
工
事

杭断面、長期許容支持力等

耐震安全性の分類

構造種別

増築計画

架構形式

建物高さ

階数

延べ面積

主要用途

工事名称

工事場所

X方向

耐震構造方式

工事種別

・ Ⅰ類（Ⅰ=1.50）　　

Y方向

　・ Ⅱ類（Ⅰ=1.25）　　 　・ Ⅲ類（Ⅰ=1.00）　　

　・ 耐震構造　　　・　免震構造　　　・制振構造

　地上　　　階　　　　地下　　階　　　　　塔屋　　階

　・ 新築　　・ 増築　　・ 改築　　・ 移転

　・ あり　　・ なし　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　m

軒高　　　　　　　　　　　　　　　　m m

2．構造計算条件

設計層間変形角

計算ルート

地震荷重

　※保有水平耐力計算（ルート　　　　　　）

ａ　耐震設計条件

建物一次固有周期

地盤種別

地域係数

X方向

Y方向

X方向

Y方向

一次設計

二次設計

一次設計

二次設計

        (            ) 秒

　Z =

　・その他

　・

　　　　　　以下

 　第   (            ) 　種地盤

　※保有水平耐力計算（ルート　　　　　　）

　・その他

　・

　　　　　　以下

　　　　　　以下

　　　　　　以下

基準風速　（Vo）

ｂ　耐風設計条件

　　（　　　　　　）m/秒

　・Ⅰ　　　・Ⅱ　　　・Ⅲ　　　・Ⅳ　　　　　　地表面粗度区分

建設地の標高

ｃ　耐積雪設計条件

　　（　　　　　　）m

　・あり　　　・なし　　　　　　多雪区域の指定

　　（　　　　　　）cm設計垂直積雪量

Ⅱ　建築工事仕様（構造関係）

1．共通仕様

　 築工事編)(平成25年版)」(以下「標仕」という。）による。

2．特記仕様

　　　 　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　 　　　印と　 印の付いた場合は、ともに適用する。

　 (2) 特記事項は、　 印の付いたものを適用する。

　 (1) 項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

　 (4) 　  印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」の特定調達品目を示す。

　 (3) 特記事項に記載の（  ．  ． ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建

Ｇ

・
・

・

※

(4.3.4)(4.3.5)(4.5.4)

　　長期設計支持力度

　・直接基礎（基礎底部の位置含む）

　　・図示による（　　　　　）　　・

　杭の載荷試験　　

　　・行わない

　　・行う

　地盤の載荷試験（平板載荷試験）

　　　・図示による（　　　　　）　　・

3 既製コンクリート杭

　地業

本  杭

杭先端部形状　　

施工方法

種類　　

杭長（m）及び種類等杭径
備考ｾｯﾄ数

（4.3.2)

（4.3.2)

寸法、継手、性能等（種別：種類、性能及び曲げ強度区分）

　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

　・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

試験杭

2

(mm)

コンクリート

強度(N/mm )

長期設計支持力

(kN/本)2

　・開放形　　・半開放形　　・閉そく形　　・

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

　・打込み工法　（・油圧ハンマー　・ディーゼルハンマー　・　　　　　　　　　）　　　　

（4.3.3～4.3.5)

　　　プレボーリングの併用

　　　　・行わない

　　　　・行う

　　　　　　掘削深さ及び径

　　　　　　　・図示による（　　　　　　）　・

　・セメントミルク工法　　　　 （4.3.4)

　　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ

　　　杭の支持地盤への根入れ深さ

　　　　・1.0m以上　　  ・

　　　杭の精度

　　　　・水平方向の位置ずれ

　　　　・1.5m程度　　　・

　　　　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　　・

　　　　・杭の傾斜

　　　　　・1/100以内　　　・

（4.3.4)

　・特定埋込杭工法　　　　 （4.3.5)

（4.3.5)

　　・平13国交告第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

　　・平13国交告第1113号第6による地盤の許容支持力式の内α、β、γが下記の値を採用

　　　　α=（　　）、β=（　　）、γ=（　　）

　　　工法

　　　・プレボーリング拡大根固め工法

　　　・中掘り拡大根固め工法

　　　・

　　杭周固定液

　　　・使用する    ・使用しない

　　杭の精度

　　　・水平方向の位置ずれ

　　　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　　・

　　　・杭の傾斜

　　　　・1/100以内　　　・

寸法、継手、性能等 （4.4.2)(表4.4.1)4 鋼杭地業

杭先端部形状　　

施工方法

（4.4.2)

　・開放形　　・半開放形　　・閉そく形　　・

　・打込み工法　（・油圧ハンマー　・ディーゼルハンマー　・　　　　　　　　　）　　　　

（4.3.3)(4.4.3)

　　　プレボーリングの併用

　　　　・行わない

　　　　・行う

　　　　　　掘削深さ及び径

　　　　　　　・図示による（　　　　　　）　・

先端部の補強　　 （4.4.2)

　・標仕 図4.4.1、表4.4.2による　　・

先端部の補強（補強バンド等）及びその他付属品の材質　　

　・SS400と同等又はそれ以上　　・

　・特定埋込杭工法　　　　 (4.3.5)(4.4.4)

(4.4.3）

　　・平13国交告第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

　　・平13国交告第1113号第6による地盤の許容支持力式の内α、β、γが下記の値を採用

　　　　α=（　　）、β=（　　）、γ=（　　）

　　　工法

　　　　・中掘り拡大根固め工法

　　　　・

　　　杭の精度

　　　　・水平方向の位置ずれ

　　　　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　　・

　　　　・杭の傾斜

　　　　　・1/100以内　　　・

杭の現場継手　　　 (4.4.2)(4.4.4)(7.2.5）

　・溶接継手

　　　　・標仕 7.2.5(a)(b)による　　　・標仕 7.2.5(a)(b)以外（　　　　　）

　・無溶接継手

（4.3.7)(4.4.6）

　　　工法

　　　　※審査（評定又は大臣認定）を受けた工法

　　　検査

　　　　※審査（評定又は大臣認定）により定められた項目

　　　施工

　　　　※審査（評定又は大臣認定）された施工管理基準による

杭頭の処理

　・処理しない

　・処理する

　　　杭頭の中詰め材料

　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）

　　　　・図示による（　　　　　　）　・

　　　　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・

　　　形状

　　　　・JIS A 5525による　　　　・

　　　溶接材料 (7.2.5）

　　　　・標仕 7.6.10による　　 ・

　　　溶接部の確認方法

　　　　・全数　　 ・

　　　抜き取り率

(7.6.10）

　・SKK400　　　　・SKK490　　　　・

掘削工法 (4.5.1)(4.5.4)(4.5.5)

　・拡底杭工法（安定液　・使用する　・使用しない）

併用する工法

　・場所打ち鋼管コンクリート抗工法

(mm) (kN/本)

　・

　・リバース工法

　・オールケーシング工法（孔内の水張り　・行う　・行わない）

　・アースドリル工法（安定液  ・使用する　・使用しない）

　・図示による（　　　　　　　）

帯筋

　・構造関係共通図（配筋標準図）6.2(a)④丸形（口）による

　・

鉄筋かごの補強

　・標仕 4.5.3( a )(2)(ⅲ)による

鉄筋の 小かぶり厚さ

　・100 mm 　　　　　・

　・

鉄筋の重ね継手長さ

(4.5.3)

(4.5.3)

(4.5.3)

(4.5.3)

　・行わない

　・行う

　　　測定方法

　　　　・超音波測定器　　　・

孔壁測定

　　　測定箇所

6 砂利地業 材料

　・再生クラッシャラン　　　　　・切込砂利及び切込砕石

砂利厚さ

　・60mm　　　・

適用箇所

　・基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

Ｇ

(4.5.4)(4.5.5)

(4.6.2)

(4.6.3)

7 捨コンクリート地業 捨コンクリートの厚さ

  ・50mm　　　　・

施工範囲

　・基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下

設計基準強度

　・18N/mm           ・

　・図示による（　　　　　　）　・

(4.6.4)

(6.14.1)

2

スランプ

　・15cm      ・18cm　　　・

(6.14.3)

(6.14.3)

8 床下防湿層 施工範囲

　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

防湿工法

　・ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上         ・

　・

防湿層の位置

　・図示による（　　　　　　） 　　・土間スラブの直下　　・断熱材の直下

(4.6.5)

(4.6.5)

(4.6.5)

（4.3.2)

杭継手工法　　　　 (4.3.2)(4.3.6)(7.2.5)

　・アーク溶接継手

　　・標仕 4.3.6による　　　　　・標仕 4.3.6以外（　　　　　）

　・無溶接継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの）

　　　工法

　　　　※審査（評定又は大臣認定）を受けた工法　　　・

　　　検査

　　　　※審査（評定又は大臣認定）により定められた項目　　　・

　　　施工

　　　　※審査（評定又は大臣認定）された施工管理基準による　　　・

（4.3.7)杭頭の処理

　・処理しない

　・処理する

　　　杭頭の中詰め材料

　　　処理方法（切断に伴う補強方法含む）

　　　　・図示による（　　　　　　）　・

　　　　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・

　　　できる工法

　　  できる工法

セメントの種類 (4.5.3)(6.3.2）

　・高炉セメントB種　 　　　　・

コンクリートの種別

　・A種　　　　・B種　　　　・審査（評定又は大臣認定）された内容による

コンクリートの設計基準強度　　　(          )N/mm

　構造体コンクリート強度と供試体の強度の差を考慮した割増し

　　・行わない

　　・行う

(4.5.3)(表4.5.1）

(4.5.3）

(4.5.3）

Ｇ

2

　・構造関係共通図（配筋標準図）3.1表3.1のＬ による1

　・図示による（　　　　　　）　・

3．適用範囲

　 仕様書（構造関係）の適用範囲は下記の工事種目とする。

 　　・○印のついた工事種目のすべて

 　　・

杭の精度

　水平方向の位置ずれ

　　・100mm以下　　　・

　杭の傾斜

　　・1/100以内　　　・

　杭径

　　・設計径以上　　　・

(4.5.4)(4.5.5)

　　　　・試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　・

　　　　・試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　・

　の確認

支持地盤の位置及び種類　

　　　・（　　　　　）kN/m 　　・

試験

　　・行わない

　　・行う

　　　　載荷荷重等仕様

　　　　　・図示による（　　　　　）　　・

(4.2.4)(4.2.5)

　・ (4.2.1)

2 液状化対策 ・行う（工法、施工範囲、仕様及び計測、試験等は構造図による）

・行わない

　　　SC杭の鋼管材料　　・SKK400　・SKK490　・

　・

杭長（m）板厚(mm)種類の記号

試験杭

　試験杭の位置、本数及び寸法

　　・図示による（　　　　　　）　・

　試験杭の施工

　　※本杭の施工に先立ち行う　　　・

　打込杭推定支持力の算定

　　・図示による（　　　　　　）　・

(4.2.2)(4.3.3～5)

(4.3.3)

本  杭

杭長（m）及び種類等杭径
備  考ｾｯﾄ数

試験杭

(mm)

長期設計支持力

(kN/本)

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

杭長（m）板厚(mm)種類の記号

試験杭

　試験杭の位置、本数及び寸法

　　・図示による（　　　　　　）　・

　試験杭の施工

　　※本杭の施工に先立ち行う　　　・

　打込杭推定支持力の算定

　　・図示による（　　　　　　）　・

(4.2.2)(4.4.3、4)

(4.3.3)(4.4.3)

9 地盤改良 工法

　・浅層混合処理工法

　・深層混合処理工法

　　　改良範囲、仕様（計測、試験等含む）は図示による（　平13国交告第1113号に準拠　）

　　　改良範囲、仕様（計測、試験等含む）は図示による（　　　　　）

　（セメント系固化材

　　を用いた工法によ

　　る改良）

10 置換コンクリート地業 形状等

　・図示による（　　　　　）　　・

　（　　　　　）kN/m

支持地盤

支持地盤の長期設計支持力

　（ラップルコンクリ

　  ート地業）

　・図示による（　　　　　）　　・

　・なし

型枠使用の有無

　・あり

2

2

試験杭 （4.2.2)(4.5.4)(4.5.5)

　試験杭の位置

　　・図示による（　　　　　　）　・

　試験杭の施工

　　※本杭の施工に先立ち行う　・

拡底径

(mm)

杭長

(m)

規格の名称

5 場所打ち

　コンクリート杭地業

鉄筋の種類

種類の記号 呼び径（mm） 適用箇所 備　考

鉄筋コンクリート

用棒鋼

（異形鉄筋）

・SD295A

・SD345

・

・D16以下　・

・D19以上　・

　　　・図示による（　　　　　）　　・審査（評定又は大臣認定）された内容による

　(4.5.3)(5.2.1)(表5.2.1)

三重県津市白山町小杉地内

平成28年度　簡水第3号　白山地域簡易水道統合整備に伴う調整池設置工事

滅菌室及び電気室

10.00

1

4.04 3.40

鉄筋コンクリート造

壁式構造

壁式構造

34

二

0.8

1

1

-

-

-

-

327.50

30

200

0.08

長期設計支持力

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 4 2 ／ 7 2

津 市 水 道 局

建築工事特記仕様書（構造関係）１

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事



6

7 アンカーボルト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

3 セメント

　・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）　　　　

(6.9.2)

　　・20mm　 　・図示

（6.9.3)(表6.9.1)

断熱材の兼用

　・行わない　　　・行う

　・用いる

スリーブの材種

　　　打増し厚さ

　　　　・図示による（　　　　　　）　・

　・標仕 6.9.3(ⅰ)(2)及び標仕 表6.9.1による　　・

・行わない

実施要領

17 コンクリートの

5

鉄
筋
工
事

1 鉄筋

2 溶接金網

3 鉄筋の継手

4 鉄筋の定着の方法

5 鉄筋のかぶり厚さ

  及び長さ

  及び間隔

  (溶接金網含む)

鉄筋コンクリート

規格の名称 備　考

鉄筋の種類

呼び径(mm)

用棒鋼

 ・溶接金網

種 類 適用箇所

形状等

網目の形状、寸法、鉄線の径(mm)

 ・鉄筋格子

種類の記号

・柱主筋

適用箇所

継手方法等

継手方法と適用径の範囲

・梁主筋

・耐力壁

・ガス圧接（D19 以上）　・

・ガス圧接（D19 以上）　・

・重ね継手　・

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

　・構造関係共通図（配筋標準図） 3.1(a)［鉄筋の重ね継手］による

　・図示による（　　　　　　）

　・

鉄筋の定着方法

　・構造関係共通図（配筋標準図） 3.1(b)［鉄筋の定着］による

　・図示による（　　　　　　）

　・

鉄筋の定着の長さ

　・構造関係共通図（配筋標準図） 3.1(b)による

　・図示による（　　　　　　）

　・

継手位置図

　　6.1［柱主筋の継手、定着及び余長］、7.1［大梁主筋の継手、定着及び余長］、

　　7.3［小梁主筋の継手、定着及び余長］、8.2［壁の継手及び定着］による

　・

小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）

　・構造関係共通図（配筋標準図） 表4.1［鉄筋及び溶接金網の 小かぶり厚さ］による

　・図示による（　　　　　　）

　・

　　　柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

　　　　・なし

　　　　・あり　　　適用箇所（　　　　　　　　　）

　　　　　　 小かぶり厚さ

　　　　　　　・鉄筋径の1.5倍以上

　　　　　  　・

　　　軽量コンクリートで土に接する部分

　　　　・なし

　　　　・あり　　　適用箇所（　　　　　　　　　）

　　　　　・構造関係共通図（配筋標準図） 表4.1に加える厚さ　　（　　　）mm

　　　　　・

　　　耐久性上不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分等）

　　　　・なし

　　　　・あり　　　適用箇所（外周部庇軒裏及び屋根軒裏）

　　　　　・構造関係共通図（配筋標準図） 表4.1に加える厚さ　　（　　　）mm

　　　　　・

鉄筋相互のあき（特殊な鉄筋を除く）

　・構造関係共通図（配筋標準図） 図4.1［鉄筋相互のあき］による

　・図示による（　　　　　　）

　・

(5.2.1)(表5.2.1)

(5.2.2)

(5.3.4)(5.5.2)

(5.3.5)(図5.3.5)

(5.3.5)

(5.3.4)

(5.3.4)

(5.3.4)

6 特殊な鉄筋継手 使用箇所

　※図示による（　　　　　　）　　　・

性能（平12建告第1463号に適合するもの）

　・A級　　　　・

機械式継手の種類（ねじ節継手（トルク方式）　　　　）

鉄筋相互のあき

　・図示による（　　　　　　）　　　・標仕 5.3.5(d)による

品質の確認方法

　・図示による（　　　　　　）　

不良となった継手の修正方法等

　・図示による（　　　　　　）　

各部配筋

　・構造関係共通図（配筋標準図） による

　・図示による（　　　　　　）

7 各部配筋

　・

8 圧接完了後の試験 外観試験

　※行う（全数）

抜取試験

　※超音波探傷試験

　　　試験の箇所数等

　　　　・標仕 5.4.9、5.4.10 による　　 ・

　・引張試験

　　　試験片の採取数は、１ロットに対して（※３本　・　　　　）とする

　　　試験ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。

　　　試験片を採取した箇所の処置：ガス圧接

　　　　　　　　　なお、200箇所を超えるときは200箇所ごととする。

(5.5.2)

(5.5.2)

(5.3.5)

(5.5.2)

(5.5.2)

(5.5.2)

(5.3.7)

(5.4.9)

1 コンクリートの

  使用骨材による

  種類及び強度

・21

適用箇所

・普通コンクリート

スランプ

・24

(6.1.3、4)(6.2.2、3)(表6.2.1)

・

・15

・18

・

適用箇所

・軽量コンクリート (6.1.3、4)(6.2.3)(表6.2.1)(6.11.1)(表6.11.1)(6.11.3)

類別

　※Ⅰ類 (JIS A 5308 への適合を認証されたもの）

セメントの種類

4 骨材 アルカリシリカ反応性による区分

　※A

5 混和材料 混和材料の種類

　・混和剤（JIS A 6204に適合するAE剤、AE減水剤とし、

　　　　　　化学混和剤の塩化物イオン量による区分はⅠ種とする）

　　　　　　高性能AE減水剤は呼び強度30N/㎜ 以上の場合に適用

　・混和材（JIS A 6201に適合するフライアッシュのⅠ種又はⅡ種、

　　　　　　JIS A 6206に適合する高炉スラグ微粉末又は

(6.1.5)(表6.1.1)

(6.3.2)(表6.3.1)(6.13.2)

(6.3.3)

(6.3.5)

6 マスコンクリート セメントの種類

　・高炉セメントB種

　・普通ポルトランドセメントにJIS A 6206に適合するコンクリート用高炉スラグ微粉末の

(6.13.2)

　　4000を混合したもの

　・中庸熱ポルトランドセメント

　・低熱ポルトランドセメント

　・フライアッシュセメントB種

適用箇所

　※図示による（　　　　　　）　　・

・混和剤

　　混和剤の種類

・混和材

　　混和材の種類

　　　・JIS A 6206に適合するコンクリート用高炉スラグ微粉末の4000

　　　・

　　　・JIS A 6204に適合するAE減水剤又は高性能AE減水剤

スランプ

　・15cm     ・　

7 無筋コンクリート コンクリートの種類　　※普通コンクリート　　・

8 高い強度の

  コンクリート

混和材料

　・標仕 6.15.3(b)(1)による

　・標仕 6.15.3(b)(1)以外の混和材料の使用

　　　種類　　　　（　　　　　　　　　）　

　　　適用箇所　　（　　　　　　　　　）　

湿潤養生期間

　・標仕 表6.15.1による　　 　　・

(6.13.2)

(6.13.2)

(6.14.1～3)

(6.15.3)

(6.15.7)(表6.15.1)

型枠の存置期間

　・標仕 6.9.5による　　　　　　・

(6.15.8)

9 流動化コンクリート 適用箇所

  ・図示による（　　　　　　　　）

2 レディーミクスト

  コンクリートの類別

目地寸法

　・標仕 9.6.3による　　　・

(6.16.1)

10 ひび割れ誘発目地

   打継目地

間隔、位置、形状

　・図示による（　　　　　　　　）

(6.6.3)(6.9.2)(6.9.3)

(6.9.2)

11 コンクリートの仕上り 部材の位置及び断面寸法の許容差の標準値

　・標仕 表6.2.2による　　　・

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

 ・A種

種　別 適用箇所

 ・B種

 ・C種

(6.2.5)(表6.2.2)

(6.2.5)(6.6.6)(6.9.3)(表6.2.3)

12 打増し厚さ

　・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）　　　　

　　・10mm　 　・20mm    ・図示

13 型枠 せき板の材料及び厚さ

　・合板（・12mm　・　　　　　　）

　・

MCR工法用シート

　　　　・20mm　　　・

　　　打増し範囲

　・用いない

(6.9.3)

(6.9.3)

(6.9.3)

   単位水量測定

適用

　　　材質

　・建方用

アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの等級の規格、仕上げの程度

　・構造用

　　・JSS Ⅱ 13-2004（(社)日本鋼構造協会規格／建築構造用転造ねじアンカーボルト・

　　　ナット・座金のセット）

(7.2.4)(7.10.3)

(7.2.4)(表7.2.3)

　　・標仕7.2.3［普通ボルト］による

　　・

　・建方用

　　　適用箇所

　　　　・図示による（　　　　　）　　　・

　・Ⅱ類（Ⅰ類以外のJIS A 5308 に適合したもの）

(異形鉄筋)

　・

7

鉄
骨
工
事

鉄骨製作工場の加工能力

　※建築基準法 第77条の56に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認定を受けた(株)日本

　　鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の「鉄骨製作工場の

　　性能評価基準」に定める(　　　　　)グレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又

　　は同等以上の能力のある工場

　・監督職員の承諾する工場(標仕 7.1.1 以外の適用範囲に限る)　　　

1 鉄骨製作工場

2 施工管理技術者 ・適用する

・適用しない

(7.1.3)

(7.1.3)(7.1.4)(7.6.2)(7.12.2)

種類の記号 規格等

材質等

適用箇所（主要な部分）

(7.2.1)(表7.2.1)

・JIS規格による　・

・JIS規格による　・

・JIS規格による　・

・JIS規格による　・大臣認定

4 高力ボルト

3 鋼材

有効細長比（圧縮材に限る）

　※図示による（　　　　　　）　　・

ボルトの区分

　・トルシア形高力ボルト

　　　セットの種類

　　　　・2種(S10T)　　　・

　　　セットの種類

　　　　・2種(F10T)　　　・

　・JIS形高力ボルト

(7.2.2)(7.3.2)

(7.4.2)すべり係数試験

　※行わない

　　　試験方法等

　　　　・図示による（　　　　　　）　　・

　・行う

5 普通ボルト ボルト及びナットの材料

　・標仕 表7.2.3による　　・

座金

　・標仕 7.2.3(d)による　 ・

ボルトの径

　・図示による（　　　　　　）　　・

高力ボルトの径

　・図示による（　　　　　　）　　・

(7.2.3)

(7.2.3)

(7.2.3)

6 溶融亜鉛めっき

　高力ボルト

セットの種類

　・1種(F8T相当)　　　・

溶融亜鉛めっき高力ボルトの径

　・図示による（　　　　　　）　　・

溶融亜鉛めっき高力ボルトのボルト孔の径

　・審査（評定又は大臣認定）を受けた内容による

　・

摩擦面の処理

　・ブラスト処理（表面粗度50μmRz 以上）

　・りん酸塩処理

　　　すべり耐力等の確認方法

　　　　　　試験方法等

　　　　　　　・図示による（　　　　　　）　　・

　　　　※すべり耐力試験

(7.2.2)(7.12.3)(7.12.4)

(7.12.4)

　　　処理方法

　　　　・図示による（　　　　　　）　　・

　・

・行う

 ・ SD295A

種類の記号

 ・ SD345

 ・ 

 ・ 

 ・ D16以下　・

 ・ D19以上　・

適用箇所

・基礎スラブ、耐圧スラブ、

　土圧壁等

・杭主筋

・ガス圧接（　　　　　）

・重ね継手（　　　　　）

・重ね継手　・

9 帯筋 組立の形の種別

　・構造関係共通図（配筋標準図） 6.2[帯筋組立の形及び割付け]（　　　　　　）による

　・図示による（　　　　　　）

10 壁開口部の補強 一般壁

　・構造関係共通図（配筋標準図） 8.4[壁の開口部補強]（　　　　　　）による

　・図示による（　　　　　　）

　・

耐震壁

　・

11 梁貫通孔の補強 補強形式

　・構造関係共通図（配筋標準図） 11.2[梁貫通孔の補強形式]（　　　　　　）による

　・図示による（　　　　　　）

梁貫通孔径（部材記号含む）及び配筋種別リスト

　・図示による（　図示なき場合は監督員と協議による　）

　・図示による（　　　　　　）

　・　・

・2.3程度

・

　・B（コンクリート中のアルカリ総量 Rt=3.0Kg/m 以下）3

設計基準強度Fc（N/mm ）

　・27　・30　・33　・36　  適用箇所（　　　　　　　　　）

2
(6.15.1)

設計基準強度

Fc（N/mm ）2

気乾単位容積

質量（t/m ）3 （cm）

・

・18

スランプ

・

・15

・

・1.7程度　・

・

設計基準強度

Fc（N/mm ）2

気乾単位容積

質量（t/m ）3 （cm）
種　別

・1種

・1種

・2種

・2種

種　類

※普通ポルトランドセメント又は

　混合セメントのA種

・高炉セメントB種

・

・フライアッシュセメントB種

適用箇所

　　普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定のほか、水和熱が７日目で

　352J/g以下、かつ、28日目で402 J/g以下のものとする。ただし，無筋コンクリートに用いる場

　合を除く（平成2年2月20日 建設省技調発第45号より）。

　　　　　　JIS A 6202に適合する膨張材）

混和材料の使用量　　※標仕6.4.8(a)、(b)、(c)による　 (6.4.8)

セメントの種類

・普通ポルトランドセメント

  又は混合セメントのA種

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

適用箇所

※18

スランプ

・

※15

  又は18

設計基準強度

Fc（N/mm ）2 （cm）

・

打増し厚さ

※ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打増し厚さ部で処理する

　・外装タイルあと張り面の打増し処理

　　・20mm　 　・

　・床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理

　　プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行う

　　・10mm　 　・20mm    ・

打増し範囲

　・図示による（　　　　　）　　・

14 型枠の存置期間 標仕6.9.5による (6.9.5)

   及び取外し

15 コンクリートの 標仕6章7節による (6.7.1～3)

   養生方法

16 コンクリート強度 標仕6.5.5、6.10.3、6.10.4、6.10.5による (6.5.5)(6.10.3～5)

   及び試験方法

(1) 単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷卸し時に品質の異状が認められたときに実施す

  る。

(3) 単位水量の管理目標値は次のとおりとして、施工する。

　 1) 測定した単位水量が、計画調合書の設計値（以下、「設計値」という。）±15kg/m の

　  因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。

(2) 単位水量の上限値は、標仕6.2.4(1)による。

　  範囲にある場合はそのまま施工する。

　 2) 測定した単位水量が、設計値±15 を超え±20kg/m の範囲にある場合は、水量変動の原

　  その後､設計値±15kg/m 以内で安定するまで､運搬車の３台ごとに1回、単位水量の測定を

　  行う。

　 3) 設計値±20kg/m を超える場合は、生コンを打ち込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因

　  を調査するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の

　  測定を行い設計値±20kg/m 以内であることを確認する。更に、設計値±15kg/m 以内で安

　  定するまで、運搬車の３台ごとに1回､単位水量の測定を行う。

　 4) 3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

　ンクリート温度等）と写真により提出する。

(5) 単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法（電子レンジ法）、エアメータ法又は静電

(4) 単位水量管理についての記録を書面（計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気温、コ

　容量測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

　・構造用

　　　　・SNR400B　  ・

　　　適用箇所

　　　　・図示による（　　　　　　）　　　・

　　　材質

　　　　・SS400　　　・

　　　適用箇所

　　　　・図示による（　　　　　　）　　　・

構造用アンカーフレームの形状及び寸法 

　・図示による（　　　　　）　　・

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法 

　種別

　　・A種　　・B種　　・C種

　柱底均しモルタルの厚さ

　　・50㎜　 ・30㎜

(7.10.3)

(表7.10.1)

(7.10.3)

3

3

3

3

3 3

3

　・構造関係共通図（配筋標準図）5.1［基礎梁主筋の継手、定着及び余長］、

　・図示による（　　　　　　）

2

　・床型枠用鋼製デッキプレート

　　　使用箇所等　　※図示による（　　　　　）　　・

(7.10.3)

　構造用

　　・図示による（　　　　　　）　　　・

形状、寸法

　建方用

　　・図示による（　　　　　　）　　　・

　　・

　　　適用箇所

　　　　・図示による（　　　　　）　　　・

　基礎及び地下部躯体

　地上部躯体及びその他の構造部材

塗装下地面、又は図示する範囲

塗装下地面以外、又は図示する範囲

図示する範囲

SS400 クレーンレール

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 4 3 ／ 7 2

津 市 水 道 局

建築工事特記仕様書（構造関係）２

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ



23 耐火被覆17 溶接作業における

18 溶接接合

20 入熱、パス間温度の

21 溶接部の試験

22 錆止め塗装

・耐火材吹付け

種　類 適用箇所（部位・部分）

種類

材料・工法

・耐火板張り 

(7.9.2～7.9.7)

・耐火材巻付け 

・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール 

・湿式ロックウール 

24 建方精度 ※JASS6 付則6「鉄骨精度検査基準」 付表5「工事現場」による

27 梁貫通孔の補強

   技能資格者

溶接作業者の技量付加試験

　・行わない

　・行う

　　　試験の要領

　　　　・図示による（　　　　　　）　　・

(7.6.3)

開先の形状

　・図示による（　　　　　　）　　・

　・構造関係共通図（鉄骨標準図） 3[溶接継手の種類別開先標準]による

　・

スカラップの形状

　・図示による（　　　　　　）　　・

　・構造関係共通図（鉄骨標準図） 5(3)[スカラップ]による

　・

エンドタブの切除する部分

　　・図示による（　　　　　　）　　・すべて

　・見え掛り部となる部分

　　・図示による（　　　　　　）　　・すべて

　・見え隠れ部となる部分

　・切除する部分なし

19 現場溶接の有無 ・なし

・あり

溶接部の余盛り高さ

　・(社)日本建築学会「JASS6 鉄骨工事」付則6「鉄骨精度検査基準」付表3「溶接」による

　・

(7.6.4)

(7.6.7)

(7.6.7)

(7.6.7)

   溶接条件

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

　・図示による（　　　　　　）　

　・構造関係共通図（鉄骨標準図） 5(7)[鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件]による

　・

適用箇所

　・図示による（　　　　　　）　

　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部

浸透探傷試験又は磁粉探傷試験

　・行わない

　・行う

　　　適用部位

　　　　※割れの疑いのある表面欠陥　　・

完全溶込み部の超音波探傷試験

　・行わない

　・行う

　　・工場溶接の場合

　　　　AOQL (％)

　　　　　・4.0      ・2.5   　

節

検査水準

・すべて

・第6水準

・

・

・

・

・

・

　　・工事現場溶接の場合

　　　　AOQL (％)

　　　　　・4.0      ・2.5   　

突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

　「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強 マニュアル」による

　　・抜き取り検査①

　　・抜き取り検査②

(7.6.11)

(7.6.11)(表7.6.2)(表7.6.3)

塗料の種別

　　　屋外

　　　　・標仕 18.3.2 表18.3.1 A種

　　　　・

　・鉄鋼面の錆止め塗料

　　　屋内

　　　　・標仕 18.3.2 表18.3.1 A種

　　・

　・亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

　　・標仕 18.3.2 表18.3.2 (・A種　・B種 ）

鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面（鉄骨に溶接されたものに限る）

　　　　・

　・標仕 18.3.2 表18.3.1 A種

　・

耐火被覆材の接着する面への塗装

　・行わない

　・行う

　　　適用箇所

　　　　・図示による（　　　　　　　　）　　　・

　　　塗料の種別

　　　　・標仕 18.3.2 表18.3.1（　　　）種

　　　　・標仕 18.3.2 表18.3.2（　　　）種

(7.8.3)(18.3.2)

・ラス張りモルタル塗り 

・

・繊維混入けい酸カルシウム板 

・高断熱ロックウール 

・

・

・

　材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする。

・30分耐火

性　能 適用箇所（部位・部分）

性能

・1時間耐火

・2時間耐火

・3時間耐火

25 軽量形鋼構造 接合部（ボルト接合の場合）

　・普通ボルト接合　　　　・

26 溶融亜鉛めっき

 (基礎、主要構造部及び

 その他の構造耐力上主要

 な部分に限る。）

A種(HDZ55)

亜鉛めっきの種別 適用部位

種別等

B種(HDZ45)

C種(HDZ35)

材　料

小板厚 6.0mm以上の形鋼、鋼板

小板厚 3.2mm以上、6.0mm未満の形鋼、鋼板

小板厚 2.3mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

補強方法

　・補強プレート法

　・補強トラス法

　・

適用箇所

　・図示による（　　　　　　　　）　　・

(7.11.2)

(7.12.3)(表14.2.2)

(7.10.2)

11 レール及びその付属品

12 スタッド

13 柱底均しモルタル

8 溶接材料 溶接材料

　・標仕 7.2.5(a)(b)による

　　　材料及び使用箇所

　　　　・図示による（　　　　　　）　　　・

　・標仕 7.2.5(a)(b)以外の溶接材料

(7.2.5)

9 ターンバックル

　建築用ターンバックル胴

　　・割枠式　　　・

種類

　建築用ターンバックルボルト

　　・羽子板ボルト　　　・

　ねじの呼び

　　・図示による（　　　　　　）　　　・

(7.2.6)

(7.2.6)

・構造床

備　考

材質、形状及び寸法

適用箇所

(7.2.7)

材質・形状・寸法

10 デッキプレート

・合成スラブ

・床型枠用

開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む）

　・図示による（　　　　　　）　　・

鉄骨部材への溶接方法

　・図示による（　　　　　　）　　・

耐火認定

　　　　・図示による（　　　　　　）　　・２時間

　・なし

　・あり

　　　耐火時間

形状及び寸法等

　・図示による（　　　　　　）　　・

材質、形状及び寸法

　※頭付きスタッド JIS B 1198　　・

・

・16

適用箇所

呼び名等

呼び名

(7.2.8)

呼び長さ  (mm)

・19

・22

(7.2.8)

モルタルの種類

　※無収縮モルタル　　　・

無収縮モルタルの材料及び調合 (7.2.9)

　材料、調合等

　　・標仕 7.2.9による　　　・

　品質及び試験方法

　　・標仕 表7.2.6による　　　・

工法の種別

　※標仕 表7.10.2（※A種[モルタル厚さ50]　　・B種[モルタル厚さ30]）による

(7.2.9)

(7.10.3)(表7.6.2)

14 工作図 監督職員による現寸検査

　・行わない

　・行う

増築工事等を含め、既存建築物との取り合う箇所がある場合は現場実測の上作成を行う。

(7.3.2)

15 製作精度 ・標仕 7.3.3による

　　通しダイアフラムの許容誤差

　　　・ダイアフラムを平12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定するただし書きの計算確認あり

　　　　　補強方法

　　　　　　・(独)建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

　　　・すべてのダイヤフラムは平12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足すること

16 鉄骨の仮組 ・行わない

・行う

　　仮組を行う範囲

　　　・図示による（　　　　　　）　　・

　　確認方法、確認項目

　　　・図示による（　　　　　　）　　・

　　　　　　・

　　　　・

　　　　　　　による

・80　・100　・120

・80　・100　・130　・150

・80　・100　・130　・150

高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　・構造関係共通図（鉄骨標準図）1［縁端距離及びボルト間隔等］による

　・

(7.3.2)

7

鉄
骨
工
事

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 4 4 ／ 7 2

津 市 水 道 局

建築工事特記仕様書（構造関係）３

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事



天端：防水モルタル塗り　厚30

庇

***.**ｍ2

都市計画区域外

三重県津市白山町小杉地内 軒天：コンクリート（打増し10）打放し補修（Ｂ種）下地　複層塗材Ｅ　水切目地10×10

白山簡易水道調整池建屋

出 入 口 土 間

建　　　　　　 具

外部仕上表

屋　　　　　　 根

巾　　　　　　 木 コンクリート（打増し20）打放し補修（Ｂ種）　目地シーリング20×10（PU-2）

屋根：下地用モルタル厚40　下葺きアスファルトルーフィング940　フッ素樹脂鋼板厚0.4段葺き　　軒樋：塩ビ角型（前高型）W120　　縦樋：VPφ75 SOP塗り

アルミ製建具：電解着色（標準色）

コンクリート金こて仕上

Fc＝18Ｎ/mm2

Fc＝24Ｎ/mm2

SD295A　D16以下

SD345　D19以上

構　造　概　要

鉄筋

鉄筋

主　要　材　料

鉄筋コンクリート造壁式構造　平屋建

無筋コンクリート

鉄筋コンクリート

10.00ｍ2

建　物　概　要

建　物　名　称

建　築　場　所

敷　地　面　積

建　築　面　積

延　床　面　積

用　途　地　域

10.00ｍ2

コンクリート（打増し20）打放し補修（Ｂ種）下地　複層塗材Ｅ

室　　　名

内部仕上表

床 巾　　　木 壁 天　　　井 備　　　考

1階

無筋コンクリート厚150金こて　ケミクリート塗 H=200GL+250滅菌室 －

A

B

C

D 展開方向

屋根伏図　1:50平面図　1:50

外　　　　　　 壁

軒天：コンクリート（打増し10）打放し補修（Ｂ種）下地　複層塗材Ｅ　水切目地10×10
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　屋根：フッ素樹脂鋼板厚0.4段葺き　スカイモル厚40の上アスファルトルーフィング下地葺き

　棟包：フッ素樹脂鋼板厚0.4曲げ加工　木下地アンカーボルト止め

　軒先唐草：アルミ押出し型材　木下地アンカーボルト止め

　ケラバ唐草：アルミ押出し型材　木下地アンカーボルト止め

　庇：防水モルタル塗　厚30

無筋コンクリート厚150金こて　エポキシ系防塵塗装電気室 H=200コンクリート打放し補修（Ｂ種）下地　エポキシ系防塵塗装GL+250 －

コンクリート打放し補修（Ｂ種）下地　ケミクリート塗 モルタル塗　厚20　ケミクリート塗

コンクリート打放し補修（Ｂ種）下地　合成樹脂エマルション模様塗料塗り

コンクリート打放し補修（Ｂ種）下地　薄付け仕上塗材Ｅ

滅菌室 電気室

モルタル塗　厚20　合成樹脂エマルション模様塗料塗り
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断面図　1:50

X2X0 X1 Y0 Y1

滅菌室 電気室 電気室

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 4 5 ／ 7 2

津 市 水 道 局

建物概要・内外装仕上表・平面図・屋根伏図・断面図

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事



1

立　面　図　仕　上　凡　例

2

3

4

5

6

庇：防水モルタル塗り　厚30

壁：コンクリート（打増し20）打放し補修（Ｂ種）下地　複層塗材Ｅ

巾木：コンクリート（打増し20）打放し補修（Ｂ種）　目地シーリング20×10（PU-2）

軒樋：スチール芯入り塩ビ角樋　W120　ステンレス製受金物

8

7 出入口土間：コンクリート金こて

屋根：下地用モルタル厚40　下葺きアスファルトルーフィング940　フッ素樹脂鋼板厚0.4段葺き

軒天：コンクリート（打増し10）打放し補修（Ｂ種）下地　複層塗材Ｅ　水切目地10×10

庇見付：コンクリート打放し補修（Ｂ種）下地　複層塗材Ｅ

出入口土間見付：コンクリート打放し補修Ｂ

竪樋：硬質塩ビ管φ75　VP塗　ステンレス製掴み金物

9

10

記号・名称

姿　　図

位置・数量

仕様・見込

硝　　子

付属金物

備　　考

ガラリ付両開きアルミフラッシュドア
1

AD

800

150

20
00

60
0

電気室 1

電解着色 70

型板厚4

丁番・ドアーチェック・レバーハンドル錠

下枠ステンレス・内額カラーアルミ額縁D35

建具表　1:50

フランス落し・ステンレス防虫網・サムターン

2
00

嵌め殺しアルミサッシ
3

AW

30
0

400

5
50

35
0

150

操作室・電気室

電解着色

フロート板厚5

内部カラーアルミ額縁D70両面

1

70

9
00

800
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800

10

3

立面図　1:50

Ａ面 Ｂ面

10

3

Ｃ面 Ｄ面

1

給気扇
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5
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7

1
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7

ガラリ付両開きアルミフラッシュドア
2

AD

900

150

20
00

60
0

滅菌室 1

電解着色 70

型板厚4

丁番・ドアーチェック・レバーハンドル錠

下枠ステンレス・内額カラーアルミ額縁D35

ステンレス防虫網・サムターン

2
00

30
0

500

5
50

35
0

150

引違いアルミサッシ
1

AW

電気室

電解着色

網入り型板厚6.8

クレセント・戸車

内部カラーアルミ額縁D35・二重水切

ステンレス網戸

1

70

9
00

1000

9
00

700

引違いアルミサッシ
2

AW

滅菌室

電解着色

網入り型板厚6.8

クレセント・戸車

内部カラーアルミ額縁D35・二重水切

ステンレス網戸

1

70

排気扇

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 4 6 ／ 7 2

津 市 水 道 局

立 面 図 ・ 建 具 表

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事
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 フッ素樹脂鋼板厚0.4段葺き

 下葺きアスファルトルーフィング940

 下地用モルタル厚40
　棟包：フッ素樹脂鋼板厚0.4曲げ加工　木下地アンカーボルト止め

　軒先唐草：アルミ押出し型材　木下地アンカーボルト止め

　ケラバ唐草：アルミ押出し型材　木下地アンカーボルト止め

防水モルタル塗り　厚30 

 壁：コンクリート（打増し20）打放し補修（Ｂ種）下地　複層塗材Ｅ

電気室

 壁：モルタル塗下地　ケミクリート塗

 ライニングバック：CB厚100　モルタル塗下地　ケミクリート塗

2
00

 巾木：コンクリート打放し補修（Ｂ種）下地　ケミクリート塗

 天井：コンクリート打放し補修（Ｂ種）下地　合成樹脂エマルション模様塗料塗り

 床：無筋コンクリート厚150金こて　ケミクリート塗

 天井：コンクリート打放し補修（Ｂ種）下地　合成樹脂エマルション模様塗料塗り

 壁：モルタル塗下地　合成樹脂エマルション模様塗料塗り

 巾木：コンクリート打放し補修（Ｂ種）下地　エポキシ系防塵塗装

 床：無筋コンクリート厚150金こて　エポキシ系防塵塗装

 軒天：コンクリート（打増し10）打放し補修（Ｂ種）下地　複層塗材Ｅ　水切目地10×10

 巾木：コンクリート（打増し20）打放し補修（Ｂ種）　H=100　目地シーリング20×10（PU-2）

：シーリング

10
0

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 4 7 ／ 7 2

津 市 水 道 局

平面詳細図・矩計図

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事



注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある

特記事項

    年    月    日

認定第       　 号

備考

  適用は    印を記入する。

Ｈ＝

Ｌ＝

Ｌ＝

高力ボルトすべり係数試験

型式デッキプレート

キーストーンプレート 型式

ＡＬＣ板

（６）屋根、床、壁

頭付スタッドボルト

アンカーボルト

中ボルト

普通

（５）ボルト

折版

SS400

壁厚

M

φ＝

STKR400

Ｆ10Ｔ

SM490A

SSC400

Ｓ10Ｔ

SN490B

STKR490

（３）鉄筋

（４）鉄骨

溶接金網（JIS　G　3551)

丸    鋼

異形鉄筋

（２）コンクリートブロック(ＣＢ)

Ａ種

SR235

SD345

SS400 SM400

種類

SD295B

SD295A

種類

Ｂ種

D10～D16

径

Ｃ種 厚

厚　

厚

施工計画書承認

コンクリート杭

摩擦杭

(2) 杭基礎 支持層－

深さＧＬ-   ｍ、

４，地業工事

鋼管

認定品（                               ）M22

厚

mm

mm

M20M16

要

有

有

有

無

無

無

杭仕様

杭径（mm）

試験杭 （

否

M24

場所打ち

備考

（              ）

ガス圧接継手

使用箇所 現場溶接

有 無

特殊継手

120､

使用箇所

100､

重ね継手

継手工法

150､

ＰＨＣ

杭   種

ＲＣ PRC

Ｈ鋼

直接基礎(1)

190､

SKK400SS400鋼材

杭の先端の深さ（ｍ)

杭施工結果報告書

ＢＨ

アースドリル

オールケーシング

設計支持力（kN)

無有 ） 打ち込み（

HOOP

主筋

セメント量         Kg/m2

スランプ           cm

コンクリートＦc=　　　　N/mm2

鉄筋 SD

SD

載荷 ）

本数

本

機械掘

手掘

ミニアース

リバースサーキュレーション

拡底杭

深礎

支持層 － 長期許容支持力度    ｋN/m2

埋込み(セメントミルク工法）

打ち込み

材   料

PRC

PHC

　種（

Ａ種（

ベタ基礎

※

Ｃ種

　種　種

Ｂ種

）

）

布基礎

載荷試験

試験堀

施工法

独立基礎

※ 有

有

三重県津市白山町小杉地内

13.5

13.5

Fc=N/mm2

人乗(マシンルームレス　ロープ式 油圧式）

プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＰＲＣ)

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＷＰＲＣ)

壁式鉄筋コンクリート造(ＷＲＣ)

補強コンクリートブロック造（ＣＢ）

無筋コンクリート

押えコンクリート

柱、梁、床、壁  

基礎、基礎梁、1F床    

土間コンクリート

適用箇所

（１）コンクリート

２，使用構造材料一覧表

（１０）構造計算ルート

倉庫積載床用

種類

普通

軽量

軽量

軽量

18

21

18

Ｘ方向ルート　-

N/m2

（

エレベータ

（９）増築計画

門塀

（８）付帯工事

（７）特別な荷重

煙突広告塔

（６）屋上付属物

（５）主要用途

（４）階  数

鉄骨鉄筋コンクリート造(ＳＲＣ)

鉄筋コンクリート造(ＲＣ)

地下

高架水槽 キュービクル

擁壁

有 （

滅菌室及び電気室

地上階 階1

木造（Ｗ）

（３）構造種別

（２）工事種別

（１）建築場所

１，建築物の構造内容

新築● 増築

2721

21

18

24 27

21

18

15

18

スランプ

15

Ｙ方向ルート　-

受水槽

） （

備考

）

ホイスト

リフト

ｋN

） 無

塔屋 階

構 造 設 計 特 記 仕 様

（調査計画敷地内

３，地  盤

鉄骨造(Ｓ)

改築増改築
(有 無

(1) 地盤調査資料と調査計画

)近隣 有 無）

    必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

    各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

    諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

    5cm以上を原則とする。

    床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ

    設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

    特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

（７）　耐火被覆の材料

    ペイントを使用し２回塗りとする。

    現場における高カボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止め

    めのぺイントは、□JIS K5621、□JIS　K5625、□　　　　　　　　　　　　を使用して、

    防錆塗装の範囲は、高カボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分とする。錆止

    締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する。

注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。 一時に全部の支柱を取り払って、

注）６  上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

        盛リかえをしてはならない。

主）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注）１　片持ばり、庇、スパン9.0m以上のはり下は、工事監理者の指示による。

設計基準強度の50％

16

10

6

シリカセメント

高炉セメント  

ランドセメント

普通ポルト    

スラブ下、はり下

    代行業者とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう。

均

圧縮強度

コンクリートの

ク

ト

ー

リ

ン
コ

材
5℃～15℃

5℃未満

令

(日)

温

気

15℃以上の

の

53

5.0N/mm2

5 8

2 3

6

10

4

ランドセメント

早強ポルト  

基礎、梁側、柱、壁

    材料　合板厚　12mmを標準とする。

無

無

置

間

期 平

存

類

種

部位

メ の

ト
ン

セ

（３）　型　枠

種類

    型枠存置期間

    代行業者名

    試験機関名

Ａ種          

シリカセメント

Ａ種          

高炉セメント  

ランドセメント

普通ポルト    

Ａ種          

Ａ種          

ランドセメント

早強ポルト  

せ  き  板

100％

28

28

28

シリカセメント

85％

設計基準強度の

12

15

8

25

28

17

Ａ種          ８．その他

７．設備関係

高炉セメント  

ランドセメント

普通ポルト    

ランドセメント

早強ポルト  

はり下

支      柱

スラブ下

ランドセメント

早強ポルト  

シリカセメント

Ａ種          

高炉セメント  

Ａ種          

Ａ種          

ランドセメント

普通ポルト    

（６）防錆塗装

    するよう注意して行う。また、締付けは一次、二次締めとする。

    高カボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分密着

    が50S以上である揚合は、赤さびは発生しないままでよい。

    した、赤さび状態であること。ただし、ショットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさ

    以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生

    高カボルトは「JIS B1186の高カボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍

注1）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％を行うこと。

  検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した

    溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

（５）　接合部の検査

    日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

    日本建築学会「溶接工作規準、同解説 　、　、　、　、　、　、　、　、　」

    鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第12章）

（４）　接合部の溶接は下記によること

組立・開先検査

（  印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告するニと）

（３）工事監理者が行う検査項目

高力ボルト

    材料規格証明書または試験成績書

    認定または登録工場（大臣認定　R　グレード相当　都登録　T1　T2　T3ランク）

製作要領書

（２）　工事監理者の承認を必要とするもの

    社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

    日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

（１）鉄骨工事は指示のない限リ下記による

    第４条の試験機関で行うこと。

    コンクリ－ト及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」

Ｓ型（スパイラル型）とする。

Ｈ型（タガ型）

超音波探傷試験

    ときは、200箇所ごと）に１回行い、１回の試験は5本以上とする。

    ガス圧接部の抜き取リ検査は、同一作業班が同\U+2015日に施工した圧接箇所ごと（200箇所を超える

   「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

    D19末満は、すべて重ね継手とする。継手（D19以止）をガス圧接とする場合は、日本圧接協会

    リ－ト構造配筋標準図(1)(2)｣または｢壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)｣による。

    鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは｢鉄筋コンク

    の限度は外気温が25℃未満の場合は150分以内、25℃以上の場合は120分以内とする。

    または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔

    落下高さは、コンクリ－トが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリ－ト圧送技士

    ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリ－トの自由

    供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当リ６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

    \U+2015回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、

    また、打込み量が150m3をこえる場合は150m3ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。

    または現揚封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

    構造体コンクリ－トについて現場の圧縮強度試験供試体（JASS5T-603）は、現場水中養生、

    試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

    測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一

    測定ごとに撮影した写真(カラ－)を保管し承認を得る。

  　 柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、

    鉄筋はJIS G3112の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き

外観検査 有

（２）　鉄　筋

引張試験 有

Ｗ型（溶接型）

有 無

第三者検査機関名

完全溶込み溶接部

検査箇所

建方検査

現寸検査

社内検査表

鋼材

    タ－の技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及ぴ測定器の表示部を１回の

    フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術研究セン

    養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

    寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、

    調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

    セメントは、JIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

    コンクリ－トはJIS認定工場の製品とし、施工に関しては、標準図に記載されている事項を除き

(1) コンクリート

５，鉄筋コンクリート工事

     製作工場

６，鉄骨工事

内質検査（注）

超音波探傷試験

外観検査（※）

％

個

頭付スタッド

第三者

検査率又は検査数
検査方法

社内

特殊ボルト

製品検査

工事管理者
備   考

施工計画書工作図

18

15

D19以上

梁、鋼板

柱

(D19以上）

普通

普通

普通

普通

普通

棟

ｋN

地下 地上階 階 塔屋 階棟

1

ｋN

駐輪場 機械式駐車場

特殊デッキプレート

スライド構法 ボルト止め構法 ロッキング構法

使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

Ｌ＝φ＝ mm 使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

ナット（□シングル、□ダブル）

Ｌ＝M mm ナット（□シングル、□ダブル）

高力ボルト導入張力確認試験MM 要 否

SN400A,B,C

BCR295 BCP235

SN490C

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

高強度せん断補強筋

細骨材の種類

粗骨材の種類

cm

設計基準強度

13.5

13.5

Fq=N/mm2

18

21

2724

21

18

24 27

24

18

品質管理強度

30

30

水の区分

混和材料の種類

呼び強度を保証する材齢

砂 山砂 人口

砂利 砕石 人口

水道水 地下水 工業用水

AE減水剤 高性能AE減水剤

26日 56日

調査項目 資料有り

SC杭

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験掘（支持層の確認）

スエーデン式サウンディング

調査計画 調査項目

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

PS検層

※修正箇所は下線を引くこと
（施工方法等計画書） （施工方法等計画書）

本標準仕様及び鉄筋コンクリート構造配筋標準図はコンクリートの設計基準強度

（Fc)が36N/ｍｍ2以下に適用する。

　　耐久設計基準強度　　Fd　□一般　□標準　□長期

    JASS5による。

    JASS5による。

    高強度せん断補強筋は、JIS　G3137に規定されるD種1号適合品とする。

    施工　JASS5による。

    鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

マクロ試験・その他 個

外観検査（※） 個

（突合せ溶接）

※平成12年建設省告示

第1464号第二号による

（目視及び計測）

個

（都知事登録　　　　　号）

(注）東京都の要綱に基づき、必要となる建築物の場合に実施する。

％ 個

％

％

％

個

個

個

個

％ 個

％

％

％

個

個

個

個

％ 個

％

％

注2）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること。

　　内質検査 　　硬さ試験 　　示温塗料塗布

    4つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

平成20年3月発行　社団法人　東京都建築士事務所協会　監修　東京都建築構造行政連絡会

高力ボルト

孔壁測定

無無

該当なし

●

●

捨てコンクリート ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ｋN

● ●

資料有り調査計画 資料有り調査計画調査項目

●

    年    月    日

認定第       　 号

24

柱

別図による

100mm

QL　99-50-12

未定

(2) ボーリング標準貫入値、土質構成（基礎・杭の位置を明記すること）

1 1

27

6040302010

標準貫入試験

50

Ｎ

値

深

度
土質 調査地番

位置図

ついてのコメント

ｍ

孔内水位

ＧＬ－

備考

がある

支持地盤、地層及び深さに

近隣データの調査地盤と

設計地盤とは約  ｍの距離

基礎伏図に明示

4.40

24

●

0.00
▽現地盤=330.23

4

10

7

17

28

2.40

長期地耐力＝200kN/㎡

粘土質砂

▽設計GL=327.50

（基礎接地圧＝20kN/㎡）

5.50

真砂土

7.40

9.00

風化石英閃緑岩

石英閃緑岩

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 4 8 ／ 7 2

津 市 水 道 局

構 造 設 計 特 記 仕 様

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事



(2) 記号

(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状

(2) 鉄筋中間部の折曲げの形状  鉄筋折り曲げ角度90°以下

(3) 鉄筋の定着及び重ね継手長さ

継      手

(4) 鉄筋のかぶり厚さ (単位：㎜)

(5) 鉄筋のあき

(6) 鉄筋のフック

はり

(1) PC杭、又はPHC杭全てに補強を行う

(2) 現場打ちコンクリート杭

杭頭処理

(2) 杭 基 礎

(3) べた基礎

(4) 基礎接合部の補強

2

1

(1) 布基礎 (1) 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着

(2) 上・下階耐力壁の各種配置

(3) 耐力壁の縦・横筋の配置

(4) 耐力壁が交差する場合(平面)

曲げ補強筋

6d以上(※4d以上)

キャップタイ

d d d

R R R

余長

余
長

余
長

d

8d
以
上

折まげ角度90°はスラブ筋、壁筋

の末端部またはスラブと同時に

打ち込むT形およびL形梁のキ

ャップタイにのみ用いる。

8d以上(※4d以上)

6d以上D19～D25

D16以下

D19以上

D16以下 3d以上

4d以上

d

R

d

R

鉄筋の使用箇

所による呼称

鉄筋の径によ

る区分 内のり寸法(R)

鉄筋の折曲げ

SD295A

SD295B、SD345

SD295A

SD295B、SD345

鉄筋の種類

SD295A

SD295B

SD345

普通、軽量コン

クリートの設計

基準強度の範囲

(N/㎜ )       

18

一般  (L )

35d または    

25d フックつき

40d または    

30d フックつき

定  着  の  長  さ

小  梁 スラブ

15d フック

25d または

      つき
15cm以上

10d かつ

40d または    

30d フックつき

45d または    

35d フックつき

下ば筋 (L )
特別の定着及び

(L )

重ね継手の長さ

d

3㎜以下

θ＞80°

θ
d

圧接面

d

圧接面

d

圧接面

d/5以下

d/4以下

1.4d以上

1.2d以上

L L

a≧400 1.5L 以上 約0.5L

構　造　部　分 小かぶり厚さ（㎜） 設計かぶり厚さ（㎜）

30

4030

20

60 70

土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分・基礎つなぎ梁 40 50

屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ  ・否耐力壁

耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁

基　礎　（捨コンクリート部分を除く）

間隔

d

あき

異型鉄筋

d

HOOP @150

コンクリート止め板

φ
L

補強筋

HOOP @150

コンクリート止め板

L

45°

φ

150

1
50

l

3-D16

基礎下端

基礎下端

φ

45
d

重
ね
継
手

柱
主
筋
40
d

80
0～

1
00
0

1
00
以
上

余
盛
コ
ン
ク
リ
ー
ト

へりあき200以上

杭間隔は2xφかつφ+1000以上

HOOP筋の継手は片側溶接

スぺーサー

フラットバー@3,000

(各4ヶ所)

主筋のかぶりは

100以上とする

φ

CL

但しl≦φの場合

CL

10d又は重ね継手40d

50
以
上

1.
5φ

補強筋

φ

破り部分

L 以上

交差部ベース筋

ベース筋

8.(3)の上・下筋

を読み替える

L 以上

第１ベース筋

(直交基礎の縁に配置する）

L 以
上

P
P

P
P

P P P：ベース筋の

設計間隔

基礎はり

下端主筋

配力筋

(交差部まで伸ばす)

L

1

40
70

≧
15
d

L 
又
は
 
L

a≧3

L

L

2-D16以上

45°～60°

300

W

L

＊ ＊＊＊

＊
＊

＊

梁
幅

L

L

500＜H≦1000
H

3-
D1
3

かぶり厚さ

(片側)(両側)

2
0d
以
上

20
d以

上

C L C L

150以上 150以上

ﾌｰﾁﾝｸﾞ主筋

打継ぎ面

壁縦筋

床スラブ

L

L

フーチング

捨てコンクリート

敷込み砂利（割栗）

不可

補強筋

打継ぎ面

折曲げ

曲げ

基礎主筋

(D13以上)

幅止め筋D10

L

L
L

曲
げ
補
強
筋

立
上
り
筋

イ ロ

ハ

壁ばり主筋または

屋根スラブ交差部補強筋

L
L

L

P
PP

P
P/
2

P/
2

横
筋
ピ
ッ
チ
P

横
筋
ピ
ッ
チ
P

L L

壁横筋
壁横筋

D13以上

D13以上

幅止め筋D10

従横筋3段ごと

床スラブ

180未満 180未満

鉄筋端の180°

フックを直交筋に

かけ掛け

鉄筋端の90°に

水平(鉛直)に曲げ

直交外側に

回し配筋

L

L

両側スラブ

片側・両側

スラブとも

複配筋

ハ

上階単配筋

下階複配筋

両側スラブ

両側スラブとも

単配筋

片側スラブ

単配筋

e e

D D

L

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ ｌ ｌ

L

L L

壁ばり主筋

(通し筋とする)

施工がし

延ばすと

やすい L

壁ばり縦筋

耐力壁補強筋

壁ばり主筋

下階

上階耐力壁補強筋

耐力壁の長さ

絞る

イ
ロ

ロ

単配筋の場合

1
20
以
上

1
50
以
上

18
0以

上

P PP/2

P PP/2

PP/2 P/2

150dかつ150

調整区間P以下

縦筋第1縦筋曲げ補強筋

2-D13以上

縦筋D10以上

横筋D10以上

第1縦筋D10以上

D13以上 端部曲げ補強筋1本の場合

端部曲げ補強筋2本の場合第1縦筋

注）壁長1500以下の横筋はHOOP状に加工すること

単配筋の場合

複配筋の場合

複配筋の場合

P PP/2

P/
2

P

第1縦筋

L

L

通し筋

曲げ補強筋

中心を超えてから

曲げる

定着長さL

L L

L

L

L

L

L

L

単配筋の場合
複配筋の場合

単配筋の場合 複配筋の場合

L

L

L P P

P P

P

P
P

P
/2

P
P

P P

P

P

P

P

縦補強筋1-D13以上

横筋
縦筋

縦補強筋4-D13以上

縦筋D10以上

横筋D10以上

横筋D10以上

縦筋D10以上

第1縦筋

曲げ補強筋

D13以上 D13以上

曲げ補強筋

幅止め筋D10　3本ごと

横
筋
と
同
径
同
間
隔

横筋(通し筋)

耐力壁

曲げ補強筋D13以上

20d 40d

余長4d

１．一般事項

２．鉄筋加工、かぶり

３．杭

４．基　礎 ５．耐力壁

６．使用可能な鉄筋の 大径(標準)

D･･･部材の成 R･･･直径

@･･･間隔 r･･･半径 h ･･･部材間の内法高さ

ST･･･あばら筋 HOOP･･･帯筋 S.HOOP･･･補強帯筋

d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値

φ･･･直径

折曲げ角度 180° 135° 90°

4d以上

図

鉄筋の余長

折曲げ内法寸法Rは、16以下は、3d以上、D19以上は4d以上

鉄筋は、SD295A、SD295B、SD345を使用する。

鉄筋の種類

あ ば ら 筋

スパイラル筋

帯       筋

上記以外の

鉄　　　筋

図

  1, 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

  2, 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

  3, 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

  ガス圧接形状

  圧接継手
重ね継手(下図のいずれかとする)

  [注]　＊　耐久性上有効な仕上げが無い場合には、屋内・外にかかわらず10㎜増しとする。

　　　　　　又、軽量コンクリートの場合は、10㎜増しの値とする。

  　　＊＊　片持ちスラブ先端は、 小かぶり30㎜とする。〔8-(1)の＠参照〕

ａ．異型鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

ｂ．粗骨材の 大寸法の1.25倍以上かつ25以上

(a-fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)

d，柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)

e，単純梁の下端筋

a，壁長が1ｍ以下の壁横筋の末端 b，あばら筋,帯筋

f，その他、本配筋標準に記載する箇所

c，煙突の鉄筋

印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要

所定より低く止まった場合

杭   径

補 強 筋

H O O P

300φ、350\U+03C6 400φ 450φ 500φ 600φ

6-D13 8-D13 10-D13 8-D16 10-D16

D10-@150

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

所定の位置に止まった場合

LC･･･中心線

Ｔ型交差部

＋型交差部

L型交差部
原則として基礎ばり下端主筋・ベース筋・

配力筋および交差部ベース筋を配置する

また、特殊な場合には、はかま筋を配置する

ベース間隔は原則として20㎝以下とし

配力筋の間隔は30㎝程度とする

P:ベース筋の設計間隔

2, ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

3, ②の鉄筋はD13以上

1, 耐圧版鉄筋の継手位置は8-(1)床スラブを

4, 埋戻し上のある場合は40を70とする

※印筋はD10-＠200とする

H≦500は※印筋は不用とする

W の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

配筋は同厚の壁リストにならう

フック付 フック無し

布基礎２回打ち（フーチングと

立上りを部分を分ける）場合

イ

ロ

耐力壁と床・屋根スラブ

壁　縦　筋

ａ Ｌ型交差部の縦・横筋などの配置

ｂ Ｔ型交差部の縦・横筋の配置

ｃ ＋型交差部の縦・横筋などの配置

塀非耐力壁スラブ基　礎がりょう部位 耐力壁

D22 D22 D25 D16 D16 D16
コンクリート造

壁式鉄筋

構造種別 小　　梁 基礎梁

布基礎壁　　梁

   参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる。

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （１）

l ･･･部材の内寸法距離

※片持スラブ、上端筋の先端

コンクリートは普通Fc=18N/㎜ 以上24N/㎜ 以下、軽量Fc=18N/㎜ 以上22.5N/㎜ 以下

21  22.5  24

    l＞φの場合は工事監理者の指示による

布基礎交差部の配筋(平面)

屋根スラブ

e/D≦1/6e/D≦1/6

00

1

3

2

11

1 1

0 0

2

2

2

1

2

2

2

2
3

2

2

2

1

1

2 2

1

1 1
2

1

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

1

1

2

1

2

2

2

2

2 2 22

* * *

*

*

*

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 4 9 ／ 7 2

津 市 水 道 局

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図１

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事



壁シングル配筋

2－D16

（内壁）

1-D13以上

（外壁）

1-D13以上

600

600

水平補強筋

1-D13以上

L＝1200

600

600

水平補強筋

1-D13以上

L＝1200

600

600

水平補強筋

1-D13以上

L＝1200

L

L

L

L

L

L

150

水平定着

水平定着

水平補強筋

1-D13以上

L=1200

150

L

L

150

水平定着

水平定着

L

L

150

水平定着

水平定着

水平補強筋

1-D13以上

L=1200

1-D13以上

1-D13以上

（内壁）

（外壁）

水平補強筋

1-D13以上

L=1200

水平定着

150

L

L /3 L /3L /3

0.25L 0.3L

L 250

L

0.15L250

L /4

2500.1L

2
50
以
上

内端(連続端)外端 2.3B以上

(上端筋継手位置)

＊１ヶ所で同時に多数の

　鉄筋を切らないこと。

＊ ＊

＊

(下端筋継手位置)B

壁梁巾
(注)圧接継手を用いる場合、継手間隔は400㎜以上とする。

あばら筋かけ初め
あばら筋かけ初め

継手位置

定　着

補強あばら筋は小梁主筋側

に必ずいれること。

\U+03B8=45°

幅が18㎝以上の場合は閉鎖型

2段筋

調整区間P以下幅止め筋Ｄ10-@1000以下

L

L

L

2段筋

L LP 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 P

L L壁梁の長さ

R階

一般階

基礎

上階

腹筋

L

あばら筋

6d

6d

4d

8d

複配筋 単配筋

複配筋 単配筋

スラブ

補強筋D13以上

(単位:㎜)

壁ダブル配筋

おさまりＡ おさまりＢ

曲げ補強筋
曲げ補強筋

壁梁鉛直断面

D13

D13 D13

D13

曲げ補強筋 曲げ補強筋

D16 D16

D16D16

D19 D19

Ａ Ｂ

お は

180

180

180 195

195

200

210190

190 200 205 220

C

l

A C

A B A

C A C

肩筋D13以上

D13
15dL

15d

10dかつ150以上

l 
/4

l 
/4

l

10
d以

上

l

※

l

周囲補強筋

D13

L

L

斜め補強筋

L

L

D13

D13

孔と孔のへりあき100以上
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L
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L

スラブ

縦筋

(壁縦筋とは別に

配筋する）

曲げ補強筋D13以上

補強筋D13以上

片持スラブ

他端にスラブがある場合 他端にスラブがない場合

L l/
2

l

5-D13(900≦l≦1200)

4-D13(l＜900)

上端筋

l≦1200

L l/
2

l

上端筋

5-D13かつ

上端径以上

下端筋

5-D13かつ

鉄筋長は上端の1/2以上

下端筋

上端筋

1200＜l≦1500

L

500 500

D13

L

D16

D13

D10－@150

D16

D

D

D以
下
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2D

D10－@200

2－D16250

D10－150@

D13－200@ﾀﾞﾌﾞﾙ
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D13
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D16

折曲 D10－@200

(7) 釜場
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2D

2D

1200x600以下

2D

L

L

L

L

L

L

2-D13

はり壁に定着

2-D13

(上下各１本)

2-D13　L=1,100㎜

(上下各１本)

(上下筋の下へ配筋する)

斜めの補強筋

（平面） D13受筋

D13以上

D10

D10@250

床板厚

ｔ

3/4ｔ以上

25d

1/2ｔ以上

L

50

D10
D13

D10@250 D13

D13以上

4d
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下

D13

L

150以上

L
H

L
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以
下

D10@200ダブル

D13

D10@150ダブル

(但し、H＞800以上の場合、

設計図による）
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D13
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ｔ
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溶接　L=100

梁端部(スパンl/10以内かつ2D以内)は避ける

φ

上

下

φ φ

φ＞250

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

   確認された場合は右

   記の位置、寸法によ

   らなくて良い。

※ 部分について計算で

25
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上

※
※

25
0以

上

L

L

45°

L

φ D

2φ 2φ

(スターラップ補強範囲)

せのこと。

φ φ

場合は設計者又は工事監理者と打合

貫通孔が連続して間隔等が取れない

高さ1.2ｍ以下

高さ2.2ｍ以下
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道路

D10

D10

400400

400400

一般部断面配筋図 控壁断面配筋図

空洞ブロック390x190x120

かさ木ブロック
D10 横筋用ブロック基本ブロック

D10

D10

D10

D13

D13

縦筋は、ブロックの空洞部で重ね継ぎをしてはならない。

空洞ブロック

390x190x120
壁厚15㎝以上（高さ2ｍ以下は12㎝以上）

D10

D10

D13

D10 D13

横筋用ブロック

道路道路

18
00

18
00

14
00

14
00

3
00

3
00

4
00

4
00

1
00

1
00

D13

D13

D10
D10

控壁用型枠

ブロック

控壁間隔3.4ｍ以下

壁の高さの

1/5以上の控壁

注）h ≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く。

ａ 壁梁

平　面 正　面

正

ａ 小梁の定着・継手位置およびトップ長さ

壁長の小さい場合 無開口の場合壁長の大きい場合

(イ) 原則として a のフック先曲げとする。

　　 片側床版付(L型)梁で b 、

     両側床板付(T型)梁で  c とすることができる

(ロ) フックの位置は a にあっては交互、

 　　 b にあってはスラブ側とする。

b bc c

はり幅の 小寸法(構造寸法)

壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする

逆梁

片持ち床スラブa

一般床スラブb

床板厚さD

D≦150

150＜D≦200

各2－D13

各2－D13 各2－D13

各1－D13

周　囲 斜　め

継手位置は原則として下表による。

※の箇所(入隅)は各階補強する

径でl=1,500とし、上端筋の下に配筋する

補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一

b

a

L=鉄筋コンクリート構造配筋

  標準図(1)の2-(3)による。

    は縦、横、斜補強筋とは別に開口

    によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

    を開口をさけて補強する。

注) 設備の小開口が連続してあく場合

標準継手位置

B

B

C
短辺・長辺方向

長　辺　方　向

端  辺  方　向

上端筋

下端筋
A

中央 中央

端部
端部

・設計配筋間隔の1/2ピッチ 長さ2L 以上

・無筋部分D10-@200  長さ800以上

注）hはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400

注）鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

リング型 パイプ型 金網型 プレート型

(2) 鉄筋標準配筋 但し、φ≦D/3とする

設置可能範囲

80≦φ≦100         

折  筋  2-(2-D13)   
折  筋  2-(2-D13)   斜  筋  4-(2-D13)   

縦  筋  ST2-D13     
縦  筋  ST2-D13-100@ 縦  筋  ST2-D13-100@

横  筋  2-(2-D13)   横  筋  2-(2-D13)   

縦筋  ST2-D13     

(φ ＋φ )x3/2以上

ａ．塀の高さ（地盤面に高低差がある場合は低い方による）は2.2ｍ以下。

ｂ．塀の厚さは、塀の高さ2ｍ以下の場合は12㎝以上、2ｍを超える場合は15㎝以上。

ｃ．地盤が液状化の恐れのある砂質土および軟弱土の場合は別途検討する。

ｄ．鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

断面配筋図立面配筋図

立面配筋図

100＜φ≦150        150＜φ≦250        

L

L

（注）かぶり厚さ40㎜の場合

(使用するときは、設計者又は工事監理者と打合せのこと)

l /4 l /4

１１． 梁貫通孔補強

７．壁梁、小梁

１０. その他

９. 階　段

８. 床　板
１２. コンクリートブロック塀

(1) 壁梁の標準配筋図

(2) 壁梁の範囲

(3) 定着

(4) あばら筋の型

(4) 床板開口部の補強(開口の径500程度の場合)

(5) 幅止め筋の本数、加工

(2) 屋根スラブの補強

(3) 片持ちスラブ出隅部補強

(1) 定着および継手

(6) 土間コンクリート

(5) 床板段差

a 軽作業の土間

b 間仕切壁との交差部

(8) 打継ぎ補強(ダメ穴打継面について)

片持ち階段

(1) 手摺、パラペット

手摺

パラペット

(2) コンクリートブロック帳壁

一般の場合 下部防水立上りのある場合

(3)既製品

(1)ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造

控え壁のない塀例

控え壁のある塀例

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (2)
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工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 5 0 ／ 7 2

津 市 水 道 局

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図２

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。
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　：曲げ補強筋　1-D13

曲げ補強及び梁主筋に該当しない開口補強筋は縦、横、斜めとも1-D13

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 5 1 ／ 7 2

津 市 水 道 局

各 伏 図 ・ 軸 組 図

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。
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符　　　号

位　　　置

断　　　面

上　端　筋

下　端　筋

横　　　筋

FG1

S T R P

全　断　面

1-D13

1-D13

D10-@200

[-D10-@200

基礎詳細図 1:30
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梁リスト 1:30
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ベース筋端部　1-D13
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工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 5 2 ／ 7 2

津 市 水 道 局

基礎詳細図・リスト・配筋詳細図

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事



平成　　年　　月（全　　　枚）
工事設計図

階　　　　数
消防法施行令

別 表 第 一
備　　考

延 べ 面 積
構　造建　物　名　称

工建物別及び屋外 事 種 別

屋　外

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

工　事　種　目

● 電灯設備

○ 動力設備

○ 電熱設備

○ 雷保護設備

○ 受変電設備

○ 電力貯蔵設備

○ 発電設備

○ 構内情報通信網設備

○ 構内交換設備

○ 映像・音響設備

○ 拡声設備

○ 誘導支援設備

○ テレビ共同受信設備

○ 監視カメラ設備

○

○

○

○ 駐車場管制設備

○ 防犯・入退室管理設備

○ 自動火災報知設備

○ 中央監視制御設備

○ 情報表示設備

○ 構内通信線路

○ テレビ電波障害防除設備

○

○ 構内配電線路 一式

一式

一式

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

定調達品目「公共工事」の品目

　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に基づく特

　３）　接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない難揮発

（１）　本工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上のも

　　　のとする。ただし、同等以上のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　・照明制御システム　　　・変圧器

　本工事の建物内部に使用する機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

次の１）から５）を満たすものとする。

　１）　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボー

　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散さ

　２）　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極め

　４）　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散

　５）　上記１）、３）及び４）の機材を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等

　　　はホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　　なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムア

　　　ルデヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象

　　　外のものを使用する。ただし、該当する機材等がない場合は、第三種のものを使用するもの

　また、 「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

し、監督職員に報告する。

　室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定室内空気中の化学物質の

電源周波数

電気工作物の種類 　・事業用電気工作物　　・一般用電気工作物

　・50Hz　　・60Hz

電気保安技術者

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法で定める主任技術者のもと「○○制定の○○○○

事業用電気工作物保安規程○○」に定める工事担当技術者（監督職員）の職務を補佐し、電気工作

　・外部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

電気工事士

工事用電力・水等 　本工事に必要な工事用電力・水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等に要する費用

　契約電力500kW以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

　・本工事で設置とする。

　・内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

監督員事務所 　・設けない　　・設ける（規模及び仕上げの程度は、現場説明書による。）

工事用仮設物 　すべて請負者の負担とする。

　構内につくることが　　・できる　　・できない

足場、さん橋類 　・別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

○ グリーン購入法

●

○

●

●

○

○

●

●

●

●

● 工事写真・完成図

　・完成図のCADデータの提出　　　・要　　　・不要

発生材の処理

残土処理

　　PCB使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

　・現場説明書による。

　・有（・蛍光ランプ　　　　　　　　　　　　   　 　　　 　　　　　　　）

　・有（ PCB使用機器 :   　　　　　　　　　  　　　　　 　　　　　　　）

　・構外搬出とし、搬出及びその処理費は別途とする。

　・有（・金属類　　　　　　　　　            　　　　　　　　　　　　　）

　・現場説明書による。

　・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

１）引渡しを要するもの

２）引渡しを要するもの以外

３）特別管理産業廃棄物　　　　　　　　

４）再利用又は再資源化を図るもの　　　　　　　

○

○

重要機器

屋上及び塔屋

上層階

重要機器一般機器

・　特定の施設

一般機器

・　一般の施設

地下・1階

耐震施工

（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

設計用標準水平震度

　　機器の重量［kg f］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

１）設計用水平地震力

　設備機器の固定は、下記によるほか「建築設備耐震設計・施工指針　2005年版」○

設置場所

呼び線

金属製電線管の塗装

電線本数、管路など

　下記の露出配管は塗装を行う。

　・屋外　　　・屋内（          　　　　　　　　　　　　　　　　　）

職員の承諾を受けて図面と相違しても差し支えない。

出配管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数及び管径等は、監●

●

●

発信機

表示灯

副受信機

警報ベル

出退表示盤　

発信器（出退表示用）　

インターホン

外部受付用インターホン子機

呼出ボタン（多機能トイレ）

テレビ機器収容箱

火報受信機（複合盤）

機器収容箱

連動制御器（自動閉鎖）

復帰ボタン（　　  〃　　 ）

廊下表示灯（　　  〃　　 ）

　　　〃　　　（都市ガス）　

〃

〃

〃

〃

床上～操作部

床上～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

天井面～中心

〃

〃

〃

〃

取付高さ

親時計

開閉器箱

ブラケット（一般）

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

スイッチ（一般）

接地用端子箱

雷保護用接地端子箱

接地極埋設標

給油ボックス

アッテネータ

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

　　〃　（多機能トイレ）

引込開閉器箱（低圧）

分電盤､OA盤、制御盤､実験盤

電磁開閉器用押しボタン

子時計､スピーカ

端子盤（EPS・電気室）

  壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

床上～中心

　 〃　　

鏡上端～中心

床上～下端

床上～上端

床上～中心

〃

〃

〃

台上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

〃

〃

地上､床上～中心

床上～下端

地上～中心

地上～給油口

床上～中心

〃

〃

〃

名　　　　称 測　　　点

施工図等の取扱い

●

●

施工調査 　・事前調査

　　調査項目（　　　　　　　　　　　　　）

　　調査範囲（　／　）図による。

　・監督職員の指示による。

　　調査方法（　／　）図による。

　・はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

仮設備工事 　仮電源　　（・受変電　　・発電　　　・　　　　　）

　仮設備期間（・図示　　　・　　　　　・　　　　　）

　養生範囲　（　／　）図による。

　養生方法　（　／　）図による。

記号 　仕　　　　　　様

耐熱性ポリオレフィンシース カテゴリ6 UTPケーブル(UTP-CAT6/F)

電線類

○

○

○

○

該当する機材等ホルムアルデヒドの放散量

規制対象外

②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS適合品

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

第　三　種

②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品地上１階

仕様書

Ⅰ．工事概要

1．工事場所

2．建物概要

3．工事種目（●印のついたものを適用する）

4．指定部分　　　・無　　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1．共通仕様

2．特記仕様

Ⅱ．工事仕様

２）　機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

1）項目は●印の付いたものを適用する。

2）特記事項において選択する事項は、　 印の付いたものを適用する。

機材

　　　性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

①JIS及びJASのF☆☆☆☆品

①JIS及びJASのF☆☆☆品

　・改修工事の場合は、改修標準仕様書第1編.2.2.2によるほか下記による。

　　　重要機器

　　　上層階の定義は次による。

　【備考】　（※1）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

　　・交換機　・自動火災報知受信機　・中央監視装置　　・　　　　　　　　　

　　・配電盤　・発電装置            ・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

　　設計用水平地震力の1／2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　　13階以上の場合は上層4階とする。

　　2～6階建の場合は 上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

２）設計用鉛直地震力

　また、機械室等の床埋込配管が図面上PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露

コンセント､電話用アウトレット､直列ユニット（一般）

コンセント（車庫）

ガス漏れ検知器（LPガス）

　　　　　　　　　  〃　　　　　　　　　　（和室）

　　　　　　　　　  〃　　　　　　　　　　（台上）

取付高［mm］

　次の記号で使用する電線類は、下記仕様による。

養生

　　なお、機械設備工事の工事仕様書は（　　／　　）図、建築工事の工事仕様書は（　　／　　）図による。

　工事写真は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第3版）建築設備編」に

１）　図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

　　「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成25年版）」（以下、「標準仕様書」という。）、

　　「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成25年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）

（m ）2

（（注）延べ面積は建築基準法による表記 ）

　測定数　　　　　　箇所以上○ 非常用の照明装置の

照度測定箇所数

コンセント●

●

　図面に特記なき場合は、コンセント2P15A（接地極付）は、プラグ不要とする。

　フラッシュプレート　　　・金属製　　　・樹脂製プレートの材質

○

地中線の埋設標

天井仕上げ表示

接地極　

　・鉄製（　　箇所）　　・コンクリート製（　　箇所）

　構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による｡

・

・

・

・

・

・

・

・

・ Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ω以下

Ω以下

10Ω以下

　　Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

Ω以下

Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

EB（14φ）×3連－  組

EB（14φ）×3連－  組

EB（14φ）×3連－  組

EB（14φ）×3連－  組

EB（14φ）×3連－ 2組

EB（14φ）×3連－ 2組

EB（14φ）×3連－ 2組

・

EB（14φ）×3連－ 2組

接　　地　　極接地の種類 記　　号 接地抵抗値

EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

○

●

○

・ Ｅ 100Ω以下 EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

・ Ｅ EB（14φ）×3連－  組

　図面において、室名に（　）を付したものは二重天井の室、それ以外は直天井の室を示す。

　なお、接地棒EB（14φ）の長さは1,500mm以上とし、(10\U+03C6)はW＝30、L=900、(14\U+03C6)はW＝40、

　接地極の材料は下記による。

A. D

A. C. D

A

B

LH

LL

t

At

Dt 

LA

0

D

C

高圧避雷器

低圧避雷器

共同接地

共同接地

Ａ種接地

Ｂ種接地

Ｃ種接地

Ｄ種接地

雷保護用

交換機用

通信用

通信用

測定用

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

0.6

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.0

1.0

1.5

0.4

0.6

1.0

0.6

1.0

1.5

0.6

0.6

1.0

　長さ1m以上の入線しない電線管には、電線太さ1.2mm以上の被覆鉄線を挿入する。

【備考】（天井高）　　及び（天井高）　　は、天井高が2,500～3,000mmの場合に適用する。

900

1,800

2,000

1,800

1,500

1,500

300

800～1,500

800～1,500

800～1,500

1,300

1,300

標準図による。

（天井面）-200

2,500

150

1,300

1,100

300

150

150

800

1,500

1,500

1,500

1,300

500

800

600

1,000

1,500

1,500

1,300

1,500以上

1,000以下

2,100

（上端1,900以下）

（天井高）

　　及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（平成25年版）」（以下、「標準図」という。）による。

　　　せないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　て少ないものとする。

　　　ベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　が極めて少ないものとする。

　　させない材料使用

　　させない塗料使用

　　させない塗料等使用

　なお、施工に先立ち、耐震強度計算書を監督職員に提出し、承諾を受けるものとする。

は、請負者の負担とする。

　　なお、特記なき場合、設計用標準水平震度は、次による。

中間階

機器種別

機器

防振支持の機器

水槽類 （※1）

機器

防振支持の機器

水槽類 （※1）

機器

防振支持の機器

水槽類 （※1）

インバータ装置の

規約効率

　三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

電動機出力（kW）

規約効率（％）

0.4

86.0

0.75

88.5

1.5

92.0

2.2

93.0

3.7

94.0

5.5

94.0

7.5

94.5

11

94.5

15

95.0

18.5

95.5

22

95.5

30

95.5

37

95.5

45

95.5

　　　　　（2）規約効率は、JIS C 4212 「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

　【備考】（1）規約効率は、JEM-TR 245 「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

（２）　本工事に使用する機材のうち、外部機関（（社）公共建築協会 他 ）が下記１）～６）の

　　　品質及び性能等を評価している機材は、その機関が発行する品質及び性能等が評価されたこ

　　　とを示す書面の写しを、監督職員に提出し承諾を受けることにより、その機材について評価

　　　された品質及び性能等の資料は、監督職員への提出を省略することができる。

　　１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　３）安定的な供給が可能であること。

　　４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

● 化学物質を放散させる

濃度測定

測定はパッシブ型採取機器により行う。

　　測定時期　　　・　工事着工前　　・　施工終了時

　　測定対象室　　・　図示　　　　　・

　　測定箇所数　　・　図示　　　　　・

L=1,200としても差し支えない。（雷保護用を除く。）

　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

・EB（14φ）×  連－  組

　・既存完成図（CADデータ）の修正を行う。

・

・

よるほか、監督職員の指示による。

　　　×0.9

（天井高）　　　×0.9

（天井高）　　　×0.9

（天井高）　　　×0.8

×0.9 ×0.8

電話引込口の

保安器
100Ω以下 EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）Ｅ Lt

JCS 5503「耐熱性ポリオレフィンシースLAN用ツイストペアケーブル」EM－UTP

(EM－UTP5)

(EM－UTP6)

(EM－UTP6A)

耐燃性ポリオレフィンシース カテゴリ5e UTPケーブル(UTP-CAT5E/F)

耐熱性ポリオレフィンシース カテゴリ6A UTPケーブル(UTP-CAT6A/F)

床上～中心コンセント（車椅子用） 900

(壁面取付の場合）

　・非破壊検査　撮影枚数　　　　枚以上

機材等

　　　とする。

　・要　　　・不要

物の保安の業務を行うものとする。

　　　　　　　IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

・

・

・

10.00 １５項

三重県津市白山町小杉地内

簡易水道調整池建屋

○ ○

○

簡易水道調整池建屋

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 5 3 ／ 7 2

津 市 水 道 局

建築電気設備工事特記仕様書

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

白山地域簡易水道統合整備に伴う調整池設置工事

平成28年度　簡水第3号

　　Ω以下

・

・

・

・

・

・

・



平面図　1:30
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記入なき配線は下記による

凡例

滅菌室換気扇

（給気形）

電気室換気扇

25
00

25
00

A A

B

B

TH

2.0

2.
0

2.0

2.
0

EM-IE 2.0×2　　　　（PF-S16）

EM-IE 2.0×2, E2.0　（PF-S16）

EM-IE 1.6×2      　（PF-S16）

     C            　（PF-S28）

2.0

2.0

記入なき配線器具は下記による

片切　スイッチ　　　　（新金属プレート）

片切　防水スイッチ

１口　コンセント　　　（新金属プレート）

２口　コンセント　　　（新金属プレート）

１口　防水コンセント

WP

WP

WP

WP

2

WP

蛍光灯

A 台FSR2-322+吊パイプ Hf32W×2

A

 1

蛍光灯B

台 1B FSR2MP-321+吊パイプ Hf32W×1

蛍光灯C

台 1C FBF7RP-321 Hf32W×1

A

B

C

ｲ

ｲ
2

ﾛ

ﾛ

ﾊ

ﾊ

A
ｲ

WP
T

温度スイッチ

電気室換気扇

FL+2500

FL+2500

FL+2500

滅菌室換気扇

FL+2500

記入なきスイッチは FL+1100、コンセントは FL+300 とする。

照明器具姿図

1φ2W 100V 発電機より
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MCCB 2P 30AF×5

EM-IE 1.6×4      　（PF-S16）

EM-IE 1.6×3      　（PF-S16）

TM

TM

タイマー

FL+1100

タイマー

FL+1100

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 5 4 ／ 7 2

津 市 水 道 局

電 灯 コ ン セ ン ト 図

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事



　　　　　 　　還　管　　　　○

　　 　　　　　　　　　定格入力はDC24V、0.7A以下とする。

消防法施行令

別 表 第 一
備考

延 べ 面 積
階　　　　数構　造

工　事　種　目

建物別及び屋外

一式

工事種別

建　物　名　称

平成　　年　　月（全　　　枚）

○ 

○ 

○ ごみ処理設備

○ 

屋　外

工事設計図

章 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

（備考中の特定の施設、一般の施設とは耐震安全性の分類を示す。）

○ 厨房設備

○ 消火設備

○ 給湯設備

● 排水設備

● 給水設備

○ 衛生器具設備

○ 自動制御設備

○ 排煙設備

● 換気設備

○ 空気調和設備

○ ガス設備

仕様書

１．工　事　概　要

1．工事場所

2．建物概要

3．工事種目（●印を付けたものを適用する）

5．設備概要（●印のついたものを適用する）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．工　事　仕　様

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用する。

章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

●

一
般
共
通
事
項

空
気
調
和
設
備

換
気
設
備

排
煙
設
備

自
動
制
御
設
備

衛
生
器
具
設
備

給
水
設
備

撤
去
工
事

ガ
ス
設
備

厨
房
設
備

消
火
設
備

給
湯
設
備

○

○

○

○

○

○ 配管材料 ○

○ 弁類

○ 保温

ただし、防凍保温は共通事項による。

屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5.ｅ ・（ハ）・Ⅶによる保温を行う。

○ 配管材料

　　　　　　　　　　地中 ○

　　　　　　　　　　地中 ○

（１）屋内消火栓　　一般 ○

（２）連結送水管　　一般 ○

（３）　　　　　　　　 　○

2

○ 建物導入部配管

○ システム

○ 厨房用熱源 図示による。

○ 機器の機能等 図示による。

○ ガス種別

○ 配管材料

○ 別途（○50kg　　○　　　　　　○　　　　　　　）×　　本

○

○

○

ガス漏れ警報器○

漏洩検知装置○

○

引込負担金等○

○ 石綿含有品

撤去方法　　　　　　○図示による　○

○ 保温材

支持金物等○ ダクト及び配管等の支持金物及び吊り金物は本工事にて撤去する。

○ 発生材の処理

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　　本組。

　　（　○物品管理者に引き渡し　　○構外搬出適切処理　）とする。

○ 設計温湿度○

夏期

冬期

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

外　　気
一 般 系 統

屋　　内　　（調　整　目　標）

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％

湿度(RH)

％

％

温度(DB)

℃

℃

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。○ 鋼板製煙道

○ ダクト

○ 風量測定口

● チャンバー

○ ダンパー

○

○

○ 温度計

○ 圧力計

○ 瞬間流量計

○ 油面制御装置

○ 保温及び消音内貼り

○ ダクト

○ 風量測定口

空気調和設備の当該項目による。○ ダンパー

○ 排気ダクトのシール 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統

○ チャンバー 空気調和設備の当該項目による。

○ 保温

○ ダクト

○ 排煙口の形式

○ 排煙口手動開放装置

（開放及び復帰方式）

○ 排煙風量測定 建築設備定期検査業務基準書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

○ システム構成その他 図示による。

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

○ 使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.1.11の使用する電線類の規格による。電気計装工事の配線

○ 自動洗浄装置 洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。

小便器 ○個別感知フラッシュ方式　（　　一体型　　）　　制御盤（　○要　　○不要　）

○ 標記板

○ 自動水栓の

○ 和風大便器の

防火区画貫通処理

○ 配管材料

（2）地中埋設配管　　　○

（3）その他の一般配管　○ 

○ 水栓 ○台所流し用の水栓は泡沫式とする。

○水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

　（○ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）

○ 量水器

○ 量水器桝

○要（材質：　　　　　）　（○大便器　○小便器　○　　　　）　○不要

●

○

○

○

●

○ 室内空気中の化学

物質の濃度測定

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、

測定はパッシブ型採集機器により行う。

　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　・

　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　・

○ 主任技術者等 下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。

　　　　　　のうち、1級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

　　　　　　択科目を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門

　　　（ロ）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門（選

　　　（ロ）資格の区分1）の資格を有する者

　　　（イ）技術検定のうち、1級又は2級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

　　　（イ）建設業法（昭和24年法律第100号）による技術検定（以下「技術検定」という。）

電気保安技術者○

○ 技能士の適用

● 監督員事務所

この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。●

● 工事用仮設物

● 足場・さん橋類

工事用電力・水

・その他

● 建設発生土の処理

○ 埋め戻し土・盛土

● 工事写真・完成図等

る。説明板の大きさは、約　　m とする。

○ 運転操作説明板

によるほか、監督職員の指示による。

機械設備工事機材承諾図様式集（平成22年版）● 機材の承諾図

○ 総合調整

● 電源周波数

● （1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

容量等の表示

耐震措置●

・重要機器は次のものを示す。

○ 配管

○ 「機器と配管接続部」取付け箇所は図示による。絶縁継手

地中埋設標等●

○ 保温

○ 塗装

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、ダイヤモンドカッターを用いる。○ はつり

○ 電線類 電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。

○ 天井仕上区分 （　）書きの室名は二重天井を示し、その他は直天井を示す。

○ 吊り及び支持金物

○

　　　　事前調査

　　　　　調査項目　　○

○下記によるほか、改修標準仕様書第1編1.5.1及び1.5.2による。

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書

　　　（機械設備工事編）（平成25年版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機

　　　械設備工事編）（平成25年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械

充てん容器

集合装置

転倒防止等

メーター

電気防食

配管材料

1．共通仕様

2．特記仕様

施工調査

取付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

コック付とし、取り付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

● 弁類

建物導入部配管

引込納付金等

管の埋設深さ

水栓柱

○

○

○

○

配管材料

○ 洗面器等の排水管

○ 満水試験継手

○ 放流納付金等

排
水
設
備

●

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。

台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（RF－VP）でもよい。

○要（○別途工事　○本工事）○不要

○標準仕様書第2編2.4.8(f)による　○図示の箇所に取付ける。

（1）屋　　内 　汚水管　　　○

（2）屋　　外 　第一桝まで　○

管の上端より原則として、一般敷地は（　　　cm）構内道路は（　　　cm）以上とする。

系統図、機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の板を機械室に設け

弁類

（m ）

2

2

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

（３）ガラリに直接取付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

　　　たチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による。

（２）空気調和機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りし

　　　ドレン管及び膨張タンク

　　　よりボイラ等への補給水管

（５）高温水管　　　　　 　　○

（２）冷却水管　　　　　 　　○

（１）冷温水管　　　　　 　　○

（３）油管　　　　　 　　　　○

（６）膨張管、空気抜き管　 　○

（４）蒸気管 　給気管　　　　○

（１）防煙ダンパー　 　復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

（２）ピストンダンパー 復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

○標準図（耐火性能が必要となる阻集器・和風大便器の防火区画貫通処理要領(ｂ)（2））による。

石綿含有分析調査　　○本工事　　　○別途

　○金属類　（○機器類 　○ダクト　 ○配管　 ○その他の金属　）の処理は

保温材は、配管・ダクト等より分離する。

○要（○別途工事　　○本工事）　　○不要

○要　　○不要

○要　　○不要

○本工事（図示による）　○別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）

○親メーター（○貸与品　○　　　　）　　○子メーター（○買い取り　　　　　）

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（○（a）　○（b））による。

○液化石油ガス

○都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。

○液化石油ガス　（1）一般

　　　　　　　　（2）地中

○都市ガス（供給者名：　　　　　　　　発熱量　　　　　　　　　　MJ/m (N)）
3

○ドライシステム　　○

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領） ○（a）　○（b）　○（c）による。

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

JIS又はJV　（○5K　　　　○10K　　（図示部分））

○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）　○アングルフラン

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。

JIS又はJV　（○5K　　　○10K（図示部分））

○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

○減油警報　○　　　　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配

制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○電磁弁制御　○返油ポンプ制御

○還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）

○外気ダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）

○膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。

○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。

○空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水管の項

○冷媒管の外装の種別は（○図示による　　○　　　　　　）

○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）　○ＳＵＳ板，アングル

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）

○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。

○全熱交換ユニット用のダクト（保温の厚さ25mm、範囲は図示による）

 　（○厨房　 ○湯沸室　　　 　）用の隠ぺい部ダクト（仕様はｈ・（イ）・Ⅶ）とし、範囲は図

○亜鉛鉄板　　○

○図示による

○ワイヤー式　○電気式（遠隔操作　○不要　○要）

（1）給水引込管（直結部分）水道事業者の指定による（○　　　　　　　　）

○親メーター（○貸与品　○　　　　）　○子メーター（○買い取り　○　　　　）

○水道事業者指定品（○貸与品　○買い取り）　○標準図MC形

JIS又はJV　 ○水道直結部分（○10K　○　　　　　　）　

●ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

　　　　　  ○その他の部分（○ 5K　○　　　　　　）

○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス製

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a）　○（b）　○（c）による。

○要（○別途工事　○本工事）　　○不要

　　　　　調査範囲　　○図示　　○

　　　　　調査方法　　○図示　　○

（○槽内　○　　　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。

○塗装要（　　　　　　　　）

○屋内露出（○実験室　○　　　　）の保温外装は（○アルミガラスクロス　○　　　　）とする。

　（○浴室（ユニットは除く）  ○脱衣室  ○            ○            ）

○多湿箇所は下記の場所とする。（天井内共多湿箇所とする。）

○共同溝の保温は（標準仕様書第2編の施工箇所　　　　　　　　　）を適用する。

○屋外露出部（○給水管 ○消火管 ○膨張管 ○ドレン管 ○　　　　　○弁類を含む）は防凍保温を

　50mm、呼び径32以上のものは40mmとする。

（2）埋設表示用テープ　●要（排水管を除く）　○不要

（1）地中埋設標　　　　○要（図示の箇所）　　○不要

（1）ステンレス鋼管の接合は、下記による。

　○火を使用する設備　　○避難経路上に設置する機器　　○

　○防災設備　　　　○監視制御設備　　○危険物貯蔵装置

　○給水装置　　　　○排水装置　　　　●換気機器　　　　○空調機器　　　　○熱源機器

○50Hz　　　●60Hz

○風量調整　○水量調整　○室内外空気の温湿度の測定　○騒音の測定　○飲料水の水質の測定

○本工事（調整項目は下記のものとする。）

○既存完成図（CADデータ）の修正を行う。

●完成図の原図サイズは、原則としてA1サイズとする。

○根切り土の中の良質土　　○山砂の類

●埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

　　　○外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

　　　○内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

○改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。

○本工事で設置とする。

●別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

構内につくることが　　●できる　  ○できない

●設けない　　　　　○設ける

○熱絶縁施工（保温工事）　○冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）

○配管施工（配管工事）　　○建築板金施工（ダクト製作および取付け）

　○資格の区分2）

　○資格の区分1）

4．指定部分　　　○無　　○有（　　　　　　　　　　工期：平成　　年　　月　　日）

工事現場におく電気保安技術者は、監督職員の指示に従い、電気工作物の保安業務を行うものと

する。

　・要　　　・不要

　　　設備工事編）（平成25年版）｣（以下、「標準図」という。）による。

　　　なお、電気設備工事の工事仕様は、（　／　）図、建築工事の工事仕様は（　／　）図による。

監督職員に報告すること。

　　　　　　又は衛生工学部門に合格した者

　ジ工法）とする。

線は製造者の標準仕様とする。

　フランジ工法）とする。

（機器、盤類は除く）

○ＡＣ１００Ｖ　　○乾電池　　○自己給電

（6．改修内容（改修工事のみ））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　行う。　仕様は標準仕様書第2編3.1.4及び3.1.5とする。厚さは配管の呼び径25以下のものは

 　示による。

　による。

備耐震設計・施工指針　2005年版)」により行う。ただし、設計用地震力(水平及び鉛直)は次の設

設備機器の固定等は、「国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修(建築設

重要機器

屋上及び塔屋

上層階

重要機器一般機器

・　特定の施設

一般機器

・　一般の施設

地下・1階

設計用標準水平震度

設置場所

　（注）　（　）内の数値は防振支特の機器の場合に適用する。

2.0

1.5

1.0

（2.0）

（1.5）

（1.0）

〈2.0〉

〈1.5〉

〈1.5〉

1.5

1.0

0.6

（2.0）

（1.5）

（1.0）

〈1.5〉

〈1.0〉

〈1.0〉

0.6

1.0

1.5

（1.0）

（1.5）

2.0

〈1.0〉

〈1.0〉

〈1.5〉

0.4

0.6

1.0

（0.6）

（1.0）

（1.5）

〈0.6〉

〈0.6〉

1.0

中間階

機器種別

機器

防振支持の機器

水槽類 （※1）

機器

防振支持の機器

水槽類 （※1）

機器

防振支持の機器

水槽類 （※1）

　階、13階以上の場合は上層4階とする。

・上層階とは2～6階建の場合は 上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3

65A以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。

計用水平震度K　及び設計用鉛直震度Kv（K　/2）を用いて計算する。設計用水平地力と設計用鉛

直地震力は同時に作用するものとする。

　　　　　〈　〉内の数値は水槽類に適用する。

　中間階とは地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの（平家建の場合は無し）

○場外適切処分

ＨＨ

　　　　　　　　雑排水管　　○

　　　　　　　　通気管　　　○

　　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　桝間　　　　○

　　　　　　　　　　　　　　○

○

機材等 （１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上のものとする。

　　　ただし、同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

本工事の建物内部に使用する機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

次の１）から５）を満たすものとする。

　　　その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散させないか、

　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、

　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少ないも

　３）接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤

　　　を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン

　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて少

　５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等は、

　　　ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用する。

　　　なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの

　　　ただし、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

該当する機材等
ホルムアルデヒド

規制対象外

②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS規格品

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない

第　三　種

②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

①JIS及びJASのF☆☆☆規格品

●

　　　放散が極めて少ないものとする。

　　　を放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　のとする。

　　　ないものとする。

の放散量

　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

（２）別表－1に機材等名が記載された製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満たすものとし、

　　　この証明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会　他）が発行する品質及び性能等が評価され

　　　たことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているもの

　　　は、証明となる資料等の提出を省略することができる。

　　１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　３）安定的な供給が可能であること。

　　４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものにあっては、

　　　　システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

化学物質を放散させ●

る機材等

○保全に関する資料の提出部数は　　部とする。

別表－1

ホルムアルデヒドの放散量

●CADデータの提出　　・要　　・不要

　　材料使用

　　塗料使用

　　塗料等使用

機材等

方式及び種別 設              備              概              要

空 調 方 式

主 要 熱 源 機 器

自 動 制 御 方 式

給 水 方 式

排 水 方 式

消 火 設 備

の

種　　　　類

ガ ス の 種 類

○ 空気調和　　○単一ダクト方式　　　　　　　　　　　　　　○全空気方式

○

○ 電気式　○電子式　○デジタル式

○ 高置タンク方式　　○

建物内の汚水と雑排水（○ 合流式　○分流式）

ポンプ排水 ○あり（○汚物　○雑排水　○湧水）　　○なし

建物外放流先

　（1）汚　水　○ 直放流下水管

　（2）雑排水　○ 直放流下水管

○ 屋内消火栓設備　　　　　　○スプリンクラー設備

○ 泡消火設備　　　○連結散水方式　　○連結送水管　　○フード等用簡易自動消火装置

○ 不活性ガス消火設備　（　○　　　　）　　　　　　　●消火器具

○ 都市ガス（種別 13A、高位発熱量45.0MJ/m3(N)、　低位発熱量40.6MJ/m3(N)

　　　　　　　 ○ファンコイルユニット・ダクト併用方式　　　○

○ 空気調和　　○単一ダクト方式　　　　　　　　　　　　　　○全空気方式

　　　　　　　　　　　　　　　　　供給圧力　　　Pa、供給事業者名　東京ガス(株)）

特定建設資材の●

再資源化等について

● 本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月３１日法律第１０４号）の

　 対象建設工事であり、分別解体、特定建設資材の再資源化等について適切な処理を行う。ただし、

　 工事契約後にやむを得ない事情により予定した条件により難い場合は監督職員と協議する。分別解体・

　 再資源化等の完了時に、以下の事項を書面にて監督職員に報告する。

　   ① 再資源化等が完了した年月日

　   ② 再資源化等をした施設の名称及び住所

　   ③ 再資源化等に要した費用

　　１）分別解体の方法

　　２）特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

工　　　　程 分別解体の方法

● 新築 ●手作業

● あり 　  ○手作業・機械作業併用○ 増築

○ 修繕

○ 模様替

○ なし

特定建設資材廃棄物の種類 再資源化等をする施設の名称

● コンクリート　　　　　

○ コンクリート及び鉄から　　　　　

　 成る建設資材　　

○ 木　　　　　　　　　材

○ アスファルト・コンクリート　　　　　

所　在　地

● 本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。

　 総合施工計画作成時、工事完了時及び登録情報に変更が生じた場合、速やかに当該システムにデータ

　 入力を行う。また、同システムにより工事着手時に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を、

　 工事完了時に同計画書の実施報告書（書式は同一）を作成し、監督職員に提出する。

　　測定時期　　　　　　○工事着手前　  ○施工終了時

　　 　○呼び径６０Ｓｕ以下（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 　　○呼び径７５Ｓｕ以上（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（2）建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。

　 　　○（ａ）　　○（ｂ）　　○（ｃ）

（3）溶接部の非破壊検査　 ○不要　○要（　　　　　　　　　　　　）

既設配管を含む部分の試験　○要（方法及び圧力：　　　　　　　　　）　　○不要○ 試験

鋼板厚（○3.2㎜　○4.5㎜）

○ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往・還）には、ボール弁を取付ける。

絶縁継手 図示の位置に取付ける。○

及びその組み込み

電源供給方式

○ 衛生器具ユニット ○ユニットの配管材料は、図示による。

○ 洋風便器 ○洋風便器の洗浄水量は8.5L/回以下とする。

○ 保温

表３.１.５　表２.３.５のｈ・（イ）・Ｘとする。

湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第２編

　　（　○別途　　○構外搬出適切処理　）とする。

　○特別管理産業廃棄物　 ○　　  　　　　○　　　　　　）の処理は

　　（　○別途　　○構外搬出適切処理　）とする。

　○石綿含有産業廃棄物　 ○配管用成形保温材　○フランジ用ガスケット）　の処理は

○ 冷媒（フロン類）

冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編２.１.２０により、

○本工事　　○別途

　○フロン回収行程管理表の写し

次の書類を監督職員に提出する。

　○特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

の回収

作業内容

建築設備工事

　　（　○別途　　○構外搬出適切処理　）とする。

　○上記以外のもの　　　 ○　　  　　　　○　　　　　　）の処理は

１５項

○

○ 消火器具

三重県津市白山町小杉地内

地上１階 10.00簡易水道調整池建屋

簡易水道調整池建屋

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 5 5 ／ 7 2

津 市 水 道 局

建築機械設備工事特記仕様書

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

白山地域簡易水道統合整備に伴う調整池設置工事

平成28年度　簡水第3号
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工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 5 6 ／ 7 2

津 市 水 道 局

換 気 設 備 図

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事
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バルブソケット
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カップリング付横水栓

給水栓ソケット

φ13

HIφ13

手洗い器
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仕切弁 15A

SUS15A

SCS
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カップリング付横水栓

φ13

手洗い器

給水栓ソケット

HIφ13
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VP

給水設備 カップリング付横水栓　φ13 (網入ホース 3m付）

排水設備 排水金具　φ50 (SKD-50）

仕切弁（SCS）15A　ねじ込

衛生器具 手洗い器

設備リスト
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φ50
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(建築)(電気)
バルブソケット
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配水流量計室

SUS15A

1
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雨水桝

φ125×\U+03C675

雨水桝

φ125×\U+03C675

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 5 7 ／ 7 2

津 市 水 道 局

給 排 水 設 備 図

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

統 合 調 整 池
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EF片受ベンド φ200-22°1/2

甲切管 φ200 L=2.35m

EF受口付直管 φ200 N=7本
(5.00m×7本=35.00m)

乙切管 φ200 L=1.72m

EF片受ベンド φ200-11°1/4

EFソケット　φ200

EF受口付直管 φ200 N=3本
(5.00m×3本=15.00m)

EF片受ベンド φ200-45°

EF片受ベンド φ200-22°1/2

EFソケット　φ200

EF片受ベンド φ200-22°1/2

EF受口付直管 φ200 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

EF受口付直管 φ200 N=3本
(5.00m×3本=15.00m)

EF受口付直管 φ200 N=2本
(5.00m×2本=10.00m)

EF片受ベンド φ200-22°1/2

甲切管 φ200 L=3.45m

EF受口付直管 φ200 N=3本
(5.00m×3本=15.00m)

EF片受ベンド φ200-22°1/2

甲切管 φ200 L=4.79m

EF受口付直管 φ200 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

EF片受ベンド φ200-45°

EFソケット　φ200

EF受口付直管 φ200 N=2本
(5.00m×2本=10.00m)

EF片受ベンド φ200-11°1/4

甲切管 φ200 L=2.96m

EF受口付直管 φ200 N=2本
(5.00m×2本=10.00m)

EF受口付直管 φ200 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

EF片受ベンド φ200-45°

EF片受ベンド φ200-45°

甲切管 φ200 L=2.85m

EF受口付直管 φ200 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

EF片受ベンド φ200-11°1/4

EF受口付直管 φ200 N=8本
(5.00m×8本=40.00m)

EF片受ベンド φ200-22°1/2

甲切管 φ200 L=2.83m

EF受口付直管 φ200 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

EF片受ベンド φ200-45°

甲切管 φ200 L=4.72m

EF受口付直管 φ200 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

EF片受ベンド φ200-45°

甲切管 φ200 L=4.90m

EF受口付直管 φ200 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

EF片受ベンド φ200-22°1/2

甲切管 φ200 L=2.76m

EF受口付直管 φ200 N=3本
(5.00m×3本=15.00m)

EF片受ベンド φ200-22°1/2

甲切管 φ200 L=3.89m

EF受口付直管 φ200 N=3本
(5.00m×3本=15.00m)

EF受口付直管 φ200 N=4本
(5.00m×4本=20.00m)

EF片受ベンド φ200-45°
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整

池
施

設
で

計
上

管
路

施
設

で
計

上

1No.0+11.27(送水管始点)

1No.0+13.40(排水管始点)

A

：管識別マーカー

(
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の
1
)
業

務
よ

り
接

続

統合簡易調整池

(14-1)

(13-1)

乙切管 φ200 L=2.09m (10-2)

EFソケット　φ200

(12-1)

(11-1)

(10-1)

乙切管 φ200 L=0.75m (9-2)
EFソケット　φ200

(9-1)

(8-1)

乙切管 φ200 L=1.05m (6-2)

(7-1)

(6-1)

甲切管 φ200 L=2.30m (5-1)

甲切管 φ200 L=4.06m (4-1)

甲切管 φ200 L=4.84m (3-1)

EFソケット　φ200

乙切管 φ200 L=0.93m (2-3)

(2-2)

(2-1)

EF受口付直管 φ200 N=4本
(5.00m×4本=20.00m)

甲切管 φ200 L=4.08m (1-1) 排水管
HPPEφ100

EFソケット　φ200
乙切管 φ200 L=2.70m (5-2)
EFソケット　φ200
乙切管 φ200 L=1.65m (8-2)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)
(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)
(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

A

EF挿し口付鋳鉄製T字管
φ200×φ75

補修弁 φ75×100H

空気弁筐及びブロック設置
H=0.80m

EFソケット　φ200
調整池施設で計上
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設　計　図

急速空気弁 φ75

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号 5 8 ／ 7 2

津 市 水 道 局

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

S=1:500

送水管配管詳細図（1）
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EF受口付直管 φ200 N=3本
(5.00m×3本=15.00m)

EF片受ベンド φ200-22°1/2

甲切管 φ200 L=3.27m

EF片受ベンド φ200-22°1/2

EF受口付直管 φ200 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

EF片受ベンド φ200-45°

EF受口付直管 φ200 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

EF片受ベンド φ200-45°

EF受口付直管 φ200 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

EF片受ベンド φ200-45°

甲切管 φ200 L=4.84m

EF受口付直管 φ200 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

A

EF片受ベンド φ200-11°1/4

甲切管 φ200 L=4.70m

EF受口付直管 φ200 N=2本
(5.00m×2本=10.00m)

EF片受ベンド φ200-22°1/2

EF受口付直管 φ200 N=6本
(5.00m×6本=30.00m)

乙切管 φ200 L=1.44m

EFソケット　φ200

EF片受ベンド φ200-22°1/2

EF片受ベンド φ200-22°1/2

EF受口付直管 φ200 N=3本
(5.00m×3本=15.00m)

EF受口付直管 φ200 N=3本
(5.00m×3本=15.00m)

EF片受ベンド φ200-22°1/2

EF片受ベンド φ200-22°1/2

甲切管 φ200 L=2.58m

EF片受ベンド φ200-45°

甲切管 φ200 L=4.52m

EF受口付直管 φ200 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

EF受口付直管 φ200 N=4本
(5.00m×4本=20.00m)

EF片受ベンド φ200-11°1/4

甲切管 φ200 L=2.83m

EF受口付直管 φ200 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

EF片受ベンド φ200-11°1/4

甲切管 φ200 L=3.34m

EF受口付直管 φ200 N=6本
(5.00m×6本=30.00m)

EF片受ベンド φ200-11°1/4
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(5.00m×1本=5.00m)

EF片受ベンド φ200-22°1/2

EF片受ベンド φ200-11°1/4

甲切管 φ200 L=4.35m

：管識別マーカー
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EFソケット　φ200

(27-2)

(24-1)

(25-1)

EF片受ベンド φ200-22°1/2
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EFソケット　φ200
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甲切管 φ200 L=3.64m (16-1)
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EF受口付直管 φ200 N=6本
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乙切管 φ200 L=1.33m (18-2)

甲切管 φ200 L=4.07m (26-1)
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EFソケット　φ200
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1No.10+16.50

EF片受Sベンド φ200-450H
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EFソケット φ200

EFソケット φ200

EF挿し口付鋳鉄製T字管
φ200×φ75

補修弁 φ75×100H

EFソケット φ200
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(16-2)

(マーカー 1本) (マーカー 1本)

土留工
矢板長さ2.00m
L=1.0m

土留工
矢板長さ2.00m
L=1.0m

設　計　図

試掘工①

急速空気弁 φ75
空気弁筐及びブロック設置
H=0.80m

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号 5 9 ／ 7 2

津 市 水 道 局

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

S=1:500

送水管配管詳細図（2）
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EF片受ベンド φ200-11°1/4

EFソケット　φ200

乙切管 φ200 L=1.02m

EF片受ベンド φ200-11°1/4

EF受口付直管 φ200 N=5本
(5.00m×5本=25.00m)

甲切管 φ200 L=2.94m

EF受口付直管 φ200 N=6本
(5.00m×6本=30.00m)

EF受口付直管 φ200 N=2本
(5.00m×2本=10.00m)

EF片受ベンド φ200-45°

EF受口付直管 φ200 N=3本
(5.00m×3本=15.00m)

EF片受ベンド φ200-11°1/4

甲切管 φ200 L=2.93m

EF受口付直管 φ200 N=6本
(5.00m×6本=30.00m)

  控除長L=23.00m
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：管識別マーカー

甲切管 φ200 L=2.43m

EF受口付直管 φ200 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

(32-1)

Dr

EF片受ベンド φ200-45°

EF片受ベンド φ200-45°

乙切管 φ200 L=1.50m (31-2)

EFソケット　φ200

乙切管 φ200 L=2.68m (30-2)

(31-1)

(28-2)

(30-1)

(27-1)

甲切管 φ200 L=2.32m

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)
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A

根之樋橋水管橋で計上

EF挿し口付ソフトシール仕切弁φ200

仕切弁筐及びブロック設置
H=1.40m

EFソケット　φ200

EF片受ベンド φ200-45°(縦)

EF片受ベンド φ200-45°(縦)

EF挿し口付ソフトシール仕切弁φ75

仕切弁筐及びブロック設置
H=0.60m

Dr甲切管 φ75 L=2.00m (1-1)

(5.00m×1本=5.00m)

EF受口付直管 φ75 N=1本

EF片受ベンド φ75-45°

EF片受ベンド φ75-45°(縦)

EFソケット　φ75

乙切管 φ75 L=1.10m (1-2)

EF片受ベンド φ75-45°(縦)

EFソケット　φ75

(マーカー 1本)

泥吐工-1

土留工
矢板長さ2.50m
L=2.0m

設　計　図

泥吐工-1

可とう管

EFソケット　φ200

EF片受Sベンド φ75-450H(縦)

(マーカー 1本)

(マーカー 1本)

(32-2)乙切管 φ200 L=1.02m

EFソケット　φ200

(マーカー 1本)

EF片受チーズ φ200×φ75

フランジ短管　SUSフランジ φ200

フランジ蓋　φ200

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号 6 0 ／ 7 2

津 市 水 道 局

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

S=1:500

送水管配管詳細図（3）

根之樋橋水管橋 橋長L=19.00m



KBM.9
3
42
.
01

34
0
.9
1

345

340

335

330

AS

A
S

IP.291(
EP)

IP.290

H=327.708
300

308.7

3

1NO.0

1IP.1

1IP.2

1NO.1

1IP.3

1IP.4

1N
O.
2 1I

P.
5

1I
P.
6

1I
P.
7

1N
O.
3

1I
P.
8

1I
P
.9

1I
P.
10

1I
P.
11

1N
O.
4

1I
P.
12

1I
P.
13

1I
P.
14

1N
O.
5

1I
P.
15

1
IP
.1
6

1I
P.
17

1N
O.
6 1I

P.
18 1I

P.
19

1I
P.
20

1N
O.
7

TH.1-1

TH.1

TH.2

TH.3

TH.4

TH.5

TH.6

T.59

EF片受ベンド φ100-22°1/2

甲切管 φ100 L=4.64m

EF受口付直管 φ100 N=10本
(5.00m×10本=50.00m)

EF片受ベンド φ100-45°

EF片受ベンド φ100-22°1/2

EFソケット　φ100

EF片受ベンド φ100-22°1/2

EF受口付直管 φ100 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

EF受口付直管 φ100 N=3本
(5.00m×3本=15.00m)

EF受口付直管 φ100 N=2本
(5.00m×2本=10.00m)

EF片受ベンド φ100-22°1/2

甲切管 φ100 L=3.61m

EF受口付直管 φ100 N=3本
(5.00m×3本=15.00m)

EF片受ベンド φ100-22°1/2

EF受口付直管 φ100 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

EF片受ベンド φ100-45°

EF受口付直管 φ100 N=4本
(5.00m×4本=20.00m)

EF受口付直管 φ100 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

甲切管 φ100 L=4.16m

EF片受ベンド φ100-45°

EF片受ベンド φ100-45°

甲切管 φ100 L=3.78m

EF受口付直管 φ100 N=9本
(5.00m×9本=45.00m)

EF片受ベンド φ100-22°1/2

甲切管 φ100 L=3.36m

EF受口付直管 φ100 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

EF片受ベンド φ100-45°

EF受口付直管 φ100 N=2本
(5.00m×2本=10.00m)

EF片受ベンド φ100-45°

EF受口付直管 φ100 N=1本
(5.00m×1本=5.00m)

EF片受ベンド φ100-22°1/2

甲切管 φ100 L=2.52m

EF受口付直管 φ100 N=3本
(5.00m×3本=15.00m)

EF片受ベンド φ100-22°1/2

甲切管 φ100 L=3.84m

EF受口付直管 φ100 N=3本
(5.00m×3本=15.00m)

EF受口付直管 φ100 N=4本
(5.00m×4本=20.00m)

EF片受ベンド φ100-45°

調
整

池
施

設
で

計
上

管
路

施
設

で
計

上

1No.0+11.27(送水管始点)

1No.0+13.40(排水管始点)

(
そ

の
1
)
業

務
よ

り
接

続

統合簡易調整池

(14-1)

(13-1)

(11-1)

(10-1)

(9-1)

(8-1)

(6-1)

乙切管 φ100 L=2.22m (5-2)

甲切管 φ100 L=3.98m (4-1)

甲切管 φ100 L=3.87m (3-1)

EFソケット　φ100

乙切管 φ100 L=1.77m (1-2)

(2-1)

EF受口付直管 φ100 N=4本
(5.00m×4本=20.00m)

甲切管 φ100 L=3.23m (1-1)

1

1

(1-1)

乙切管 φ100 L=1.22m (10-2)
EFソケット　φ100
甲切管 φ100 L=4.04m (12-1)

甲切管 φ100 L=4.85m

(5-1)甲切管 φ100 L=2.78m
(7-1)甲切管 φ100 L=2.46m

乙切管 φ100 L=2.33m (7-2)

EFソケット　φ100

EF片受Sベンド　φ100×300H(縦)

調整池施設で計上

N
o
.
0
+
1
3
.
4
0

甲切管 φ100 L=3.23m

排
水
管

　
φ
10

0

配
水

池

電
気
室

滅
菌
室

流
量
計
室

排
水
桝

3
2
7.
8
6

3
36
.
0
7

設　計　図

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号 6 1 ／ 7 2

津 市 水 道 局

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

S=1:500

排水管配管詳細図（1）
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設　計　図

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号 6 2 ／ 7 2

津 市 水 道 局

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

S=1:500

排水管配管詳細図（2）
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設　計　図

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号 6 3 ／ 7 2

津 市 水 道 局

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

排水管配管詳細図（3）
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設　計　図

S=1：100

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号 6 4 ／ 7 2

津 市 水 道 局

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

横断図(1)
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横 断 面 図 ( 2 )
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設　計　図

S=1：100

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号 6 5 ／ 7 2

津 市 水 道 局

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

横断面図(2)
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横 断 面 図 ( 3 )
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設　計　図

S=1：100

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号 6 6 ／ 7 2

津 市 水 道 局

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

横断面図(3)
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横 断 面 図 ( 4 )
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S=1：100

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号 6 7 ／ 7 2

津 市 水 道 局

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

横断面図(4)
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横 断 面 図 ( 5 )
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S=1：100

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号 6 8 ／ 7 2

津 市 水 道 局

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

横断面図(5)
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HPPEφ200

送水管

掘削及び埋戻工法図（1/3）

S=1:20

HPPE φ100

【市　道　部】

HPPE φ200

【市　道　部】

設　計　図

管　径

A 土工タイプ別寸法表

名　称 外径 D

0.25

機械掘削 H1

0.60 0.90 0.95φ 200

( m )

土被り H

( m )

掘削深 H2

( m )

砂基礎 A

( m )

埋戻 B

( m )

0.45

摘　要掘削幅 W

( m )
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( m )
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送水管

B
A

1
0
0

2
5
0

埋戻し
舗装版取壊工

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=5cm

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=5cm

舗装版切断工

掘削 仮復旧

機械
掘削

①

②

埋設標識シート

管識別マーカー

表　層　工

再生密粒度ｱｽｺﾝ (13) t=3cm

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=5cm

舗装版取壊工
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=5cm
舗装版切断工

①・・・再生砕石(RC-40)

②・・・埋戻し用砂

A 1.0-200 φ 200 0.25 1.00 1.30 1.350.50 0.45

A 1.65-200 φ 200 0.25 1.65 1.95 2.000.95 0.45

0.90

0.25 0.60 0.90 0.95φ 200 0.450.50

矢板掘削・仮復旧

仮復旧0.47

1.52

A 0.6-200-1

A 0.6-200-2

HPPEφ100

掘削 仮復旧
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②

表　層　工：再生密粒度ｱｽｺﾝ (13) t=3cm舗装版取壊工：ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=5cm

舗装版切断工：ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=5cm

①・・・再生砕石(RC-40)

②・・・埋戻し用砂

排水管

埋設標識シート

管　径

B 土工タイプ別寸法表

B 0.6-100

名　称 外径 D

0.125

機械掘削 H1

0.60 0.78φ 100

( m )

土被り H

( m )

掘削深 H2

( m )

砂基礎 A

( m )

埋戻 B

( m )( m )

0.33 0.47

摘　要掘削幅 W

( m )

0.50 0.83

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号 6 9 ／ 7 2

津 市 水 道 局

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

掘削及び埋戻工法図(1/3)
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【市　道　部】

①・・・再生砕石(RC-40)

②・・・埋戻し用砂

掘削及び埋戻工法図（2/3）
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【市　道　部】
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C 土工タイプ別寸法表

名　称 外径 D 機械掘削 H1

( m )

土被り H

( m )

掘削深 H2

( m )

砂基礎 A

( m )

埋戻 B

( m )( m )

摘　要掘削幅 W

( m )

（送水管φ200、排水管φ100）

φ 200

C 0.6-200 0.25 0.60 0.90 0.95

C 0.8-200

φ 200 0.45

0.25 0.80 1.10 1.15

0.95

0.45

C 1.25-200 φ 200 0.25 1.25 1.55 1.60 0.45

0.95

1.40 矢板掘削
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工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号 7 0 ／ 7 2

津 市 水 道 局

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

掘削及び埋戻工法図(2/3)
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掘削及び埋戻工法図（3/3）

S=1:20

①・・・再生砕石(RC-40)

②・・・埋戻し用砂
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表　層　工：再生密粒度ｱｽｺﾝ (13) t=3cm舗装版取壊工：ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=5cm

舗装版切断工：ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=5cm
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D 土工タイプ別寸法表

D 0.6-75

名　称 外径 D 機械掘削 H1

0.60 0.74

( m )

土被り H

( m )

掘削深 H2

( m )

砂基礎 A

( m )

埋戻 B

( m )( m )

0.47

摘　要掘削幅 W

( m )

0.50 0.79φ 75 0.09 0.29

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号 7 1 ／ 7 2

津 市 水 道 局

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

掘削及び埋戻工法図(3/3)
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HPPE φ200,100

【市　道　部】

本復旧仮復旧取壊し

舗装取壊工：ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 t=3cm 表　層　工：再生密粒度ｱｽｺﾝ (13) t=5cm

(プライムコート　PK-3)

不陸整正　補足材RC-40 t=2cm

設　計　図
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工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号 7 2 ／ 7 2

津 市 水 道 局

津 市 白 山 町 小 杉 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ３ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
調 整 池 設 置 工 事

土留工、本舗装復旧標準図
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